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これらの操作説明書について 

1	 これらの操作説明書について 
操作説明書では、製品の全ライフサイクルについて説明します。操作説明書は、すべての使用者と新しい所有者が
利用することのできる、安全な場所に保管してください。

これらの操作説明書には安全に関する重要な情報が含まれています。 
これらの説明に従わないと、危険な状況につながるおそれがあります。各章の説明 3 基本安全情報 および 2 
用途に注意を払ってください。 

▶▶デバイスのバージョンにかかわりなく、これらの操作説明書を読み、理解する必要があります。 

▶▶  の記号がデバイスの内部または外部にマークされている場合は、操作説明書を入念に読んでください。

1.1	 使用する記号 

危険 

差し迫った危険を警告します。 
▶▶この警告を無視すると、死亡または深刻な怪我につながる可能性があります。 

警告 

潜在的に危険な状況を警告します。 
▶▶この警告を無視すると、深刻な怪我または死亡につながる可能性があります。 

用心

潜在的なリスクを警告します。 
▶▶この警告を無視すると、重傷または軽傷につながる可能性があります。 

注意
器物の損傷を警告します。 

追加の情報、アドバイス、または重要な推奨を示します。 

これらの操作説明書、またはその他の文書に記載された情報をご参照ください。 

▶▶危険や警告、潜在的なリスクを回避するために従うべき指示を示します。

→→ 実行するべき手順を示します。

 特定の指示の結果を示します。

英語
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これらの操作説明書について 

1.2	  「デバイス」の語の定義 
これらの操作説明書では「デバイス」の語は、以下のものを意味します。 

•	 配水コントローラタイプ8025バッチコントローラコンパクトバージョン、 

•	 配水コントローラタイプ8025バッチコントローラパネルバージョン、 

•	 配水コントローラタイプ8025バッチコントローラ壁取り付けバージョン、 

•	 配水コントローラタイプ8035、または 

•	 配水コントローラタイプSE35バッチコントローラ。 

1.3	 これらの操作説明書の有効性 
操作説明書は以下のデバイスに有効です： 

•	 シリアルナンバー20 000以降。

2	 用途 

説明書に従わずにデバイスを使用すると、設置場所付近の人 と々環境にとってのリスクとなります。
1個または2個のバルブと連続して設置するデバイスは、1単位 (容積または質量) 以上の液体の配水を目的とし
ています。 

▶▶このデバイスを電磁干渉、紫外線から保護してください。また、野外に設置する際には、気候条件の効果から
保護してください。 

▶▶このデバイスは、契約文書および操作指示で指定された、特徴、保証運転、使用条件を遵守しながら使用して
ください。 

▶▶このデバイスをセキュリティ用途に使用しないでください。 

▶▶デバイスの安全で適切な操作には、適切な輸送、保管、設置、および入念な操作とメンテナンスが必要です。 

▶▶デバイスは、完璧な操作手順でのみ操作してください。 

英語
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3	 基本安全情報 
この安全情報は、設置、使用、製品のメンテナンス中に発生する可能性のある偶然または事故を考慮に入れま
せん。 

操作会社は、現地の安全規則および人員の安全性に責任を負います。

電圧に起因する危険。 
▶▶ 12…36 V DC 電力バージョンが湿度の高い場所、または野外に設置された場合、最大電圧は35 V DCにする
必要があります。 

▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶流量トランスミッタ8025の壁取り付け、またはパネルバージョンに接続されたすべての器機は、IEC スタンダード 
61010-1:2010に従って、コンセントから二重に遮断する必要があります。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

設置の高圧に起因する怪我のリスク。 
▶▶プロセス接続をゆるめる前に、液体の循環を停止して、圧力をなくし、パイプを配水してください。 

▶▶使用しているフィッティングに応じた液体の温度圧力依存に注意を払ってください。 

液体の高温に起因する怪我のリスク。 
▶▶デバイスを扱う際は保護手袋を着用してください。 

▶▶プロセス接続をゆるめる前に、液体の循環を停止して、パイプを配水してください。 

液体の性質に起因する怪我のリスク。 
▶▶危険性のある液体を使用する際の事故防止および安全性のための 一般的な規則を守ってください。 

様々な危険な状況
怪我を避けるために、以下のことに注意してください。

▶▶爆発性の環境でデバイスを使用しない。

▶▶構成材料と適合しない環境でデバイスを使用しない。 

▶▶デバイスの材料と適合性のない液体を使用しない。 

▶▶デバイスに機械負荷をかけない。 

▶▶デバイスにいかなる変更も施さない。

▶▶意図しない電源供給を防ぐ。 

▶▶設置とメンテナンスは、資格と技量のある人員が適切な道具を使用して行う。 

▶▶電源供給に支障があった後では、明確でコントロールされた再起動プロセスを確実に行う。 

▶▶設置およびデバイスの使用時には、一般的な技術的規則を遵守する。 

英語
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注意 
デバイスは接する液体によって損傷を受けます。
▶▶デバイスの構成材料と、デバイスと接する可能性のある液体とのあいだの化学的適合性を組織的に確認して
ください (例：アルコール、強酸または濃酸、アルデヒド、アルカリ化合物、エステル、脂肪族化合物、ケトン、ハ
ロゲン化芳香族化合物または炭化水素、酸化剤、および塩素化剤)。 

注意 
成分/部品は放電の影響を受けやすいです
このデバイスは、放電の影響を受けやすい電気部品を含みます。これらは、帯電した人物または物質に触れると
損傷する場合があります。最悪の場合、これらの部品が即座に破壊されるか、起動すると分解するようになります。

▶▶放電に起因するすべての損傷を最小化するか、避けるには、EN 61340-5-1に記されたすべての注意事項をお
守りください。 

▶▶また使用中の電機部品に触れないようにしてください。  

4	 全般的情報 

4.1	 メーカーの住所と国際的な連絡先 
デバイスのメーカーへのお問い合わせは、以下の連絡先までお願いします： 

Bürkert SAS 

Rue du Giessen 

BP 21 

F-67220 TRIEMBACH-AU-VAL 

また、現地にあるBürkertの営業オフィスにもお問い合わせいただけます。 

当社の国際営業オフィスの連絡先は、インターネット上でご覧いただけます：www.burkert.com 

4.2	 保証条件 
法的保証の条件は、これらの操作説明書に記載された操作条件を遵守してデバイスを使用することです。

4.3	 インターネット上の情報 
タイプ8025バッチコントローラ、8035バッチコントローラ、およびSE35バッチコントローラに関する操作説明書と技
術的データシートをご覧いただけます。

www.burkert.com 

英語
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概要 

5	 概要 

5.1	 用途範囲 
1個または2個のバルブと連続して取り付ける場合、デバイスは、1単位 (容量または塊) 以上の液体の配水を可能
とします。 

バルブの開閉はリレー出力を通じてコントロールし、流れた液体の量を計測します。 

配水は、現場でディスプレイのナビゲーションキーを押すか、PLCにより離れた場所から1個から4個のデジタル入
力を通じて行います。 

配水の仕組みは以下のチャプターに記されています：10.5。 

8種類の利用可能な配水モードは以下のチャプターに記されています：10.6。 

5.2	 デバイスの構成 
デバイスは以下のものを含みます： 

•	 4個のデジタル入力 (DI1からDI4と呼ばれます)、 

•	 2個の発信機出力 (DO1およびDO4と呼ばれ、パラメータ設定可能です)、 

•	 2個のリレー出力 (DO2およびDO3と呼ばれ、パラメータ設定可能です)、および 

•	 4つの総計 (容積または質量総計の両方、および行った配水の両方の総量)。 

バージョンに応じて、デバイスは、12…36 V DC、または115/230 V ACで電源供給されます。 

電源接続は、直接的に、または2個あるいは5個のケーブルグラントを通じて、電源盤のターミナルブロックで行い
ます。 

5.2.1	 流量計8025バッチコントローラコンパクトバージョンの構成 

A

B

A：外輪流量センサー、回転でパルスを発生させます。 

流れにより回転し、パドルの翼に埋め込まれた4個の永久磁石がパルス
を発生させます。頻度は液体の流速に依存します。各パイプに固有の変
換係数 (材質および直径) は、測定に関連する流量を確立するために必
要です。

リットルごとのパルスで表現された変換係数 (K因子) は、使用している
S020フィッティングの操作説明書に記されています。以下でご覧いただ
けます。www.burkert.com

B：ディスプレイおよび2個のケーブルグラント付き配水コントローラ

図 1:	 流量計8025バッチコントローラコンパクトバージョンの構成 

英語
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5.2.2	 流量計8025バッチコントローラパネルバージョンの構成 

8025バッチコントローラパネルバージョン、ディスプレイ付きのオープンハウジングの配
水コントローラです。

図 2:	 流量計8025バッチコントローラパネルバージョンの構成 

5.2.3	 流量計8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンの構成 

8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンはディスプレイと5個のケーブルグランド付き
の配水コントローラです。 

図 3:	 流量計8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンの構成 

5.2.4	 SE35バッチコントローラの構成 

SE35バッチコントローラはディスプレイおよび2個のケーブルグラント付き配
水コントローラです 

図 4:	 SE35バッチコントローラの構成 

5.2.5	 8035バッチコントローラの構成 

A

B

A：外輪流量センサー付きS030センサーフィッティング。 

流れにより回転し、パドルの翼に埋め込まれた4個の永久磁石がパルス
を発生させます。頻度は液体の流速に依存します。各パイプに固有の変
換係数 (材質および直径) は、測定に関連する流量を確立するために必
要です。 

リットルごとのパルスで表現された変換係数 (K因子) は、使用している
S030センサーフィッティングの操作説明書に記されています。以下でご
覧いただけます。www.burkert.com 

B：配水コントローラタイプSE35バッチコントローラ (参照チャプター
5.2.4)。 

図 5:	 8035バッチコントローラの構成 

英語

タイプ 8025 – 8035 – SE35 バッチコントローラコントローラ



15

概要 

5.2.6	 センサーフィッティングS070またはS077付きSE35バッチコントローラの構成 

B

A

S070

S077

A：楕円ギア式流量センサー付きS070またはS077センサーフ
ィッティング。 

流れにより回転し、楕円ギアに埋め込まれた永久磁石がパル
スを発生させます。頻度は液体の量に依存します。各パイプに
固有の変換係数 (材質および直径) は、測定に関連する流量を
確立するために必要です。 

リットルごとのパルスで表現された変換係数 (K因子) は、使用
しているS070またはS077センサーフィッティングの操作説明
書に記されています。以下でご覧いただけます。	
www.burkert.com 

B：配水コントローラタイプSE35バッチコントローラ (参照チャ
プター5.2.4)。 

図 6:	 センサーフィッティングS070またはS077付きSE35バッチコントローラの構成 

5.3	 定格板の概要 

 

BATCH SE35/8035 HALL  SUPPLY: 12-36V... 100 mA
DO1&4: 5-36V... 100mA  
DO2&3:2xRelay 30V and 42V peak or 60V... max. IP65
     
S/N 20 000

00564398           W4YMA
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1.	 デバイスのタイプ 

2.	 センサーの仕様 

3.	 発信機出力の仕様DO1およびDO4 

4.	 電源供給と電力消費の最大値 

5.	 デバイスの保護クラス 

6.	 メーカーコード 

7.	 適合性マーク 

8.	 証明 

9.	 警告：デバイスを使用する前に、これらの操作説明書に記された技術的仕様を考慮に入れてください 

10.	リレー出力の仕様DO2およびDO3 

11.	シリアルナンバー 

12.	注文コード 
図 7:	 デバイスの定格板 (例) 
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6	 技術的データ 

6.1	 配水コントローラ8025バッチコントローラコンパクトバージョンの技術
的データ 

6.1.1	 8025コンパクトバージョンの使用条件 

周囲の温度 
•	 12…36 V DC バージョン •	 -10…+60°C 
•	 115/230 V AC バージョン •	 -10…+50°C 
•	 UL および CSA バージョン •	 0…+40°C 
空気の湿度 < 80 %、凝縮なし 
EN 60529の保護レート IP65、

ワイヤ付きデバイス、ねじ締めおよびケーブルグランド
締めカバー蓋 

汚染レベル (UL および CSA 認識 バージョン) EN 61010 -1の第2レベル 
設置カテゴリー (UL および CSA 認識 バージョン) UL61010-1のカテゴリー1 – 屋内使用 
海面からの最大高度 2000 m 

6.1.2	 8025バッチコントローラコンパクトバージョンのスタンダードおよび指令への適合性 

適用されるスタンダードはEU指令を遵守しており、EU型式承認証書やEU適合宣言書でご覧いただけます (該当
する場合)。 

•	 圧力：圧力機器指令2014/68/EU、4§1項に依拠して、デバイスは、以下の場合にのみご使用いただけます (最大
圧力、パイプと液体のDNに依存)。 

液体の種類 条件 
液体グループ 1, art.4 §1.c.i DN ≤ 25 

液体グループ 2, art.4 §1.c.i 
DN ≤ 32 

または PNxDN ≤ 1000 

液体グループ 1, art.4 §1.c.ii 
DN ≤ 25 

または PNxDN ≤ 2000 

液体グループ 2, art.4 §1.c.ii 

DN ≤ 200 

または PN ≤ 10 

または PNxDN ≤ 5000

UL-証明 
基本変数PU01またはPU02で仕上げた製品は、UL-証明を受けた製品であり、以下のスタンダードを遵守してい
ます： 

•	 UL 61010-1 

•	 CAN/CSA-C22.2 n°61010-1 

英語
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デバイスの特定 証明 基本変数 

 
UL-認識 PU01 

Measuring
Equipment
EXXXXXX®

 

UL-リスト PU02 

6.1.3	 8025バッチコントローラコンパクトバージョンの液体データ 

液体の種類 中性、または弱強性の液体 
液体の粘度 最大 300 cSt 
固形粒子率 最大 1 % 
液体の温度 液体の温度は液体の圧力およびS020の材料によって制約

されます(参照 図 8) 
•	 PVC製S020フィッティング付き •	 0…+50°C 
•	 PP製S020フィッティング付き •	 0…+80°C 
•	 ＰＶＤＦ製、ステンレス製、または真鍮製S020
フィッティング付き 

•	 -15…+80°C 

液体の圧力 PN10最大
液体の圧力は液体の温度およびS020の材料によって制約
されます(参照 図 8) 

流量測定 
•	 測定範囲 •	 0,3…10 m/s 
•	 測定偏差 
-- S020フィッティングの標準的なK因子の場合 -- 測定値の±2.5 %1)  

-- ティーチインの手順で決定されたK因子の
場合 

-- 測定値の±1 %1) (ティーチインの手順で示された値) 

•	 直線性 •	 フルスケールの±0,5 % (10 m/s) 
•	 反復率 •	 測定値の±0.4 %1) 

1) 以下の参照条件に従って決定されます：中 = 水、水および周囲の温度20°C、最小の上流および下流距離を考慮、適切なパイ
プ寸法 

A

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0
-15 0 +20 +40 +60

PVDF

PVDF (PN10)

PVC (PN10)

PP (PN10)

PVC + PP

11
P (bar)

T (°C)+80

金属

A：動作範囲

図 8:	 8025バッチコントローラコンパクトバージョンの液体温度/圧力の依存カーブ、S020の材料依存 
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6.1.4	 8025バッチコントローラコンパクトバージョンの材料データ 

部品 材料 
ハウジング/カバー、蓋、ナット PC 
フロントコイル/ねじ ポリエステル/ステンレス
ケーブルグランド PA 
識別ラベル ポリエステル 
接液部 
•	 センサーホルダ/外輪 •	 PVDF製 
•	 外輪の軸とベアリング •	 セラミック 
•	 シール •	 FKM (オプションでEPDM) 
•	 フィッティングS020 •	 フィッティングの操作説明書参照 

6.1.5	 8025バッチコントローラコンパクトバージョンの寸法 

→→ 以下のウェブサイトで配水コントローラタイプ8025バッチコントローラコンパクトバージョンに関連する技術
的データシートをご覧ください：www.burkert.com 

6.1.6	 8025バッチコントローラコンパクトバージョンの電気データ 

12…36 V DC 電源供給 •	 フィルタおよび調整済み 

•	 SELV 回路(安全性外部低電圧)、安全な電力レベル 

•	 振動率：±10 % 
12..36 V Dcで供給されるバージョンの電源 (非付属) 	
電源 

•	 EN 61010-1スタンどーど§9.4 項準拠の限定された
電源 

•	 またはUL 1310/1585およびEN 60950-1スタンダー
ド準拠のクラス2電源 

115/230 V AC 電源供給 
•	 周波数 •	 50/60 Hz 
•	 供給電圧 •	 27 V DC、調整 
•	 最大電流 •	 125 mA 
•	 内蔵保護 •	 125 mA 遅延フューズ 
•	 電源 •	 3 VA 
最大電流消費  
バージョン 12…36 V DC 

100 mA (12 V DCの場合) および 	
50 mA (36 V DCの場合) 

最大電流消費  
バージョン 115/230 V AC 

55 mA 

パルス出力 (発信機) DO1およびDO4 分極化、ポテンシャルフリー 
•	 タイプ •	 NPN/PNP (ワイヤ依存) 
•	 DO1 関数 •	 パルス出力 (構成およびパラメータ設定可能) 
•	 DO4 関数 •	 配水状態 (構成およびパラメータ設定可能) 
•	 周波数 (f) •	 0,6…300 Hz 
•	 電気データ •	 5…36 V DC、100 mA最大	

100 mAにおける電圧降下2,7 V DC 
•	 デューティ比 •	 >0.45 
•	 保護 •	 電気絶縁。過電圧、極性逆転、漏電に対する保護 

英語
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リレー出力DO2およびDO3 
•	 操作中 •	 ヒステレシス、調整可能なしきい値、通常時オープン 
•	 DO2 関数 •	 バルブ100%、修正不可
•	 DO3 関数 •	 アラーム (構成およびパラメータ設定可能)
•	 負荷の電気データ 	
(非UL認識デバイス) 

•	 230 V AC/3 A または 	
40 V DC/3 A (耐久負荷) 

•	 負荷の電気データ 	
(UL認識デバイス) 

•	 max. 30 V AC および 42 V ピーク/3 A または 	
max. 60 V DC/1 A 

デジタル入力DI1からDI4 
•	 整流しきい値 Vオン •	 5…36 V DC
•	 整流しきい値 Vオフ 最大 •	 2 V DC
•	 最小パルス期間 •	 100 ms
•	 入力インピーダンス •	 9.4 kW
•	 保護 •	 電気絶縁。極性逆転、電圧ノイズに対する保護

危険 

濡れた場所におけるULデバイスのリレー出力の操作に起因する危険。 
▶▶濡れた場所でULデバイスを使用した場合： 

-- 最大16 Vrmsおよび22,6 Vpeakの交番電圧でリレー出力をエネルギー供給します。 
-- または、最大35 V DCの直流電圧でリレー出力をエネルギー供給します。 

6.2	 配水コントローラ8025バッチコントローラパネルバージョンの技術的
データ 

6.2.1	 8025パネルバージョンの使用条件 

周囲の温度 
•	 非ULバージョン •	 -10…+60°C 
•	 UL および CSA バージョン •	 0…+40°C 
空気の湿度 < 80 %、凝縮なし 
EN 60529の保護レート 
•	 正面 •	 IP65、設置完了済みおよびクローズド筐体 
•	 非正面 •	 IP20、クローズド筐体内 
汚染レベル (UL および CSA 認識 バージョン) EN 61010 -1の第2レベル 
設置カテゴリー (UL および CSA 認識 バージョン) UL61010-1のカテゴリー1 – 屋内使用 
海面からの最大高度 2000 m 

6.2.2	 8025バッチコントローラパネルバージョンのスタンダードおよび指令への適合性 

適用されるスタンダードはEU指令を遵守しており、EU型式承認証書やEU適合宣言書でご覧いただけます (該当
する場合)。 

UL-証明 
基本変数PU01またはPU02で仕上げた製品は、UL-証明を受けた製品であり、以下のスタンダードを遵守しています： 

•	 UL 61010-1 

英語
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技術的データ 

•	 CAN/CSA-C22.2 n°61010-1 

デバイスの特定 証明 基本変数 

 
UL-認識 PU01 

Measuring
Equipment
EXXXXXX®

 

UL-リスト PU02 

6.2.3	 8025バッチコントローラパネルバージョンの材料データ 

部品 材料 
ハウジング/カバー PC 
フロントコイル/ねじ ポリエステル/ステンレス
ケーブルグランド PA 
識別ラベル ポリエステル 

6.2.4	 8025バッチコントローラパネルバージョンの寸法 

→→ 以下のウェブサイトで配水コントローラタイプ8025バッチコントローラパネルバージョンに関連する技術的デー
タシートをご覧ください：www.burkert.com 

6.2.5	 8025バッチコントローラパネルバージョンの電気データ 

12…36 V DC 電源供給 •	 フィルタおよび調整済み 

•	 SELV 回路(安全性外部低電圧)、安全な電力レベル 

•	 振動率：±10 % 
12..36 V Dcで供給されるバージョンの電源 (非付属) 	
電源 

•	 EN 61010-1スタンどーど§9.4 項準拠の限定された
電源 

•	 またはUL 1310/1585およびEN 60950-1スタンダー
ド準拠のクラス2電源 

最大電流消費  
バージョン 12…36 V DC 

70 mA (12 V DCの場合) および 	
45 mA (36 V DCの場合) 

パルス出力 (発信機) DO1およびDO4 分極化、ポテンシャルフリー 
•	 タイプ •	 NPN/PNP (ワイヤ依存) 
•	 DO1 関数 •	 パルス出力 (構成およびパラメータ設定可能) 
•	 DO4 関数 •	 配水状態 (構成およびパラメータ設定可能) 
•	 周波数 (f) •	 0,6…2200 Hz 
•	 電気データ •	 5…36 V DC、100 mA最大	

100 mAにおける電圧降下2,7 V DC 
•	 デューティ比 
-- if 0,6 < f < 300 Hz -- > 0.45 
-- if 300 < f < 1500 Hz -- > 0.4 
-- if 1500 < f < 2200 Hz -- < 0.4 

•	 保護 •	 電気絶縁。過電圧、極性逆転、漏電に対する保護 
リレー出力DO2およびDO3 

英語
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技術的データ 

•	 操作中 •	 ヒステレシス、調整可能なしきい値、通常時オープン 
•	 DO2 関数 •	 バルブ100%、修正不可
•	 DO3 関数 •	 アラーム (構成およびパラメータ設定可能)
•	 負荷の電気データ 	
(非UL認識デバイス) 

•	 230 V AC/3 A または 	
40 V DC/3 A (耐久負荷) 

•	 負荷の電気データ 	
(UL認識デバイス) 

•	 max. 30 V AC および 42 V ピーク/3 A または 	
max. 60 V DC/1 A 

デジタル入力DI1からDI4 
•	 整流しきい値 Vオン •	 5…36 V DC
•	 整流しきい値 Vオフ 最大 •	 2 V DC
•	 最小パルス期間 •	 100 ms
•	 入力インピーダンス •	 9.4 kW
•	 保護 •	 電気絶縁。極性逆転、電圧ノイズに対する保護

危険 

濡れた場所におけるULデバイスのリレー出力の操作に起因する危険。 
▶▶濡れた場所でULデバイスを使用した場合： 

-- 最大16 Vrmsおよび22,6 Vpeakの交番電圧でリレー出力をエネルギー供給します。 
-- または、最大35 V DCの直流電圧でリレー出力をエネルギー供給します。 

6.2.6	 8025バッチコントローラパネルバージョンに接続されたリモート流量センサーの仕様 

リモートセンサーからの信号 
•	 タイプ •	 パルス、正弦波 (通常の感度50 mVピーク間250 Hzの場合)、	

「on/off」、または標準電圧0…5 V DC
•	 周波数 •	 0.6…2200 Hzはパラメータ設定可能です 
•	 最大電圧 •	 36 V DC
入力インピーダンス 8025バッチコントローラパネルバージョンの電子回路におけるセレクタ

「LOAD」の位置に依存します。参照チャプター8.7 および 8.9。 
電源供給 
•	 配水コントローラは	
12…36 V DC電圧で電
源供給を受けます 

8025バッチコントローラパネルバージョンにおける「SENSOR SUPPLY」セレク
タの位置に応じて、配水コントローラから以下が供給されます：

•	 5 V DC, 30 mA 最大

•	 (L+) – 12 V：配水コントローラの供給電圧 (L+) マイナス 12 V DC (マイナス 
12.5 V DC 最大)、80 mA 最大

•	 (L+)：配水コントローラの供給電圧 (L+) (マイナス 1.5 V DC 最大)、140 mA 
最大

英語
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技術的データ 

6.3	 配水コントローラ8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンの技術
的データ 

6.3.1	 8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンの使用条件 

周囲の温度 -10…+60°C 
空気の湿度 < 80 %、凝縮なし 
EN 60529の保護レート IP65、

ワイヤ済みデバイス、固定ケーブルグランド、ねじ締め
カバー蓋、ねじ締めトルク1.5 N·m (1.11 Ibf·ft)で固定さ
れたケーブルグランドの挿入ナット。 

汚染レベル (UL および CSA 認識 バージョン) EN 61010 -1の第2レベル 
設置カテゴリー (UL および CSA 認識 バージョン) UL61010-1のカテゴリー1 – 屋内使用 
海面からの最大高度 2000 m 

6.3.2	 8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンのスタンダードおよび指令への適合性 

適用されるスタンダードはEU指令を遵守しており、EU型式承認証書やEU適合宣言書でご覧いただけます (該当
する場合)。 

UL-証明 
基本変数PU01またはPU02で仕上げた製品は、UL-証明を受けた製品であり、以下のスタンダードを遵守してい
ます： 

•	 UL 61010-1 

•	 CAN/CSA-C22.2 n°61010-1 

デバイスの特定 証明 基本変数 

 
UL-認識 PU01 

Measuring
Equipment
EXXXXXX®

 

UL-リスト PU02 

6.3.3	 8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンの材料データ 

部品 材料 
ハウジング/カバー ABS 
フロントコイル/ねじ ポリエステル/ステンレス
ケーブルグランド PA 
識別ラベル ポリエステル 

6.3.4	 8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンの寸法 

→→ 以下のウェブサイトで配水コントローラタイプ8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンに関連する技術
的データシートをご覧ください：www.burkert.com 

英語
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技術的データ 

6.3.5	 8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンの電気データ 

12…36 V DC 電源供給 •	 フィルタおよび調整済み 

•	 SELV 回路(安全性外部低電圧)、安全な電力レベル 

•	 振動率：±10 % 
12..36 V Dcで供給されるバージョンの電源 (非付属) 	
電源 

•	 EN 61010-1スタンどーど§9.4 項準拠の限定された
電源 

•	 またはUL 1310/1585およびEN 60950-1スタンダー
ド準拠のクラス2電源 

115/230 V AC 電源供給 
•	 周波数 •	 50/60 Hz 
•	 供給電圧 •	 27 V DC、調整 
•	 最大電流 •	 250 mA 
•	 内蔵保護 •	 250 mA 遅延フューズ 
•	 電源 •	 6 VA 
最大電流消費  
バージョン 12…36 V DC 

70 mA (12 V DCの場合) および 	
45 mA (36 V DCの場合)  

最大電流消費  
バージョン 115/230 V AC 

50 mA 

パルス出力 (発信機) DO1およびDO4 分極化、ポテンシャルフリー 
•	 タイプ •	 NPN/PNP (ワイヤ依存) 
•	 DO1 関数 •	 パルス出力 (構成およびパラメータ設定可能) 
•	 DO4 関数 •	 配水状態 (構成およびパラメータ設定可能) 
•	 周波数 (f) •	 0,6…2200 Hz 
•	 電気データ •	 5…36 V DC、100 mA最大	

100 mAにおける電圧降下2,7 V DC 
•	 デューティ比 
-- if 0,6 < f < 300 Hz -- > 0.45 
-- if 300 < f < 1500 Hz -- > 0.4 
-- if 1500 < f < 2200 Hz -- < 0.4 

•	 保護 •	 電気絶縁。過電圧、極性逆転、漏電に対する保護 
リレー出力DO2およびDO3 
•	 操作中 •	 ヒステレシス、調整可能なしきい値、通常時オープン 
•	 DO2 関数 •	 バルブ100%、修正不可
•	 DO3 関数 •	 アラーム (構成およびパラメータ設定可能)
•	 負荷の電気データ 	
(非UL認識デバイス) 

•	 230 V AC/3 A または 	
40 V DC/3 A (耐久負荷) 

•	 負荷の電気データ 	
(UL認識デバイス) 

•	 max. 30 V AC および 42 V ピーク/3 A または 	
max. 60 V DC/1 A 

デジタル入力DI1からDI4 
•	 整流しきい値 Vオン •	 5…36 V DC
•	 整流しきい値 Vオフ 最大 •	 2 V DC
•	 最小パルス期間 •	 100 ms
•	 入力インピーダンス •	 9.4 kW
•	 保護 •	 電気絶縁。極性逆転、電圧ノイズに対する保護

英語
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技術的データ 

危険 

濡れた場所におけるULデバイスのリレー出力の操作に起因する危険。 
▶▶濡れた場所でULデバイスを使用した場合： 

-- 最大16 Vrmsおよび22,6 Vpeakの交番電圧でリレー出力をエネルギー供給します。 
-- または、最大35 V DCの直流電圧でリレー出力をエネルギー供給します。 

6.3.6	 8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンに接続されたリモート流量センサー
の仕様 

リモートセンサーからの信号 
•	 タイプ •	 パルス、正弦波 (通常の感度50 mVピーク間250 Hzの場合)、	

「on/off」、または標準電圧0…5 V DC
•	 周波数 •	 0.6…2200 Hzはパラメータ設定可能です 
•	 最大電圧 •	 36 V DC
入力インピーダンス 8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンの電子回路におけるセレクタ

「LOAD」の位置に依存します。参照チャプター8.8 および 8.9。 
電源供給 
•	 配水コントローラは	
12…36 V DC電圧で電
源供給を受けます 

8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンにおける「SENSOR SUPPLY」	
セレクタの位置に応じて、配水コントローラから以下が供給されます：

•	 5 V DC, 30 mA 最大

•	 (L+) – 12 V：配水コントローラの供給電圧 (L+) マイナス 12 V DC (マイナス 
12.5 V DC 最大)、80 mA 最大

•	 (L+)：配水コントローラの供給電圧 (L+) (マイナス 1.5 V DC 最大)、140 mA 
最大

配水コントローラは115/230 V 
AC電圧で電源供給を受けます 

8025壁取り付けバージョンにおける「SENSOR SUPPLY」セレクタの位置に応じ
て、配水コントローラから以下が供給されます： 

•	 5 V DC, 30 mA 最大 

•	 (L+) – 12 V：27 V DC マイナス 12 V DC (マイナス 12,5 V DC 最大), 80 mA 最大

•	 L+：27 V DC, 80 mA 最大 

6.4	 配水コントローラSE35バッチコントローラの技術的データ 

流量発信配水コントローラSE35バッチコントローラの技術的データは、使用するセンサーフィッティン
グに制約されます。 

▶▶関連するセンサーフィッティングの操作説明書をご参照ください。 

英語
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技術的データ 

6.4.1	 SE35バッチコントローラの使用条件 

周囲の温度 
•	 12…36 V DC バージョン •	 -10…+60°C 
•	 115/230 V AC バージョン •	 -10…+50°C 
•	 UL および CSA バージョン •	 0…+40°C 
空気の湿度 < 80 %、凝縮なし 
EN 60529の保護レート IP65、

ワイヤ付きデバイス、ねじ締めおよびケーブルグランド
締めカバー蓋 

汚染レベル (UL および CSA 認識 バージョン) EN 61010 -1の第2レベル 
設置カテゴリー (UL および CSA 認識 バージョン) UL61010-1のカテゴリー1 – 屋内使用 
海面からの最大高度 2000 m 

6.4.2	 SE35バッチコントローラのスタンダードおよび指令への適合性 

適用されるスタンダードはEU指令を遵守しており、EU型式承認証書やEU適合宣言書でご覧いただけます (該当
する場合)。 

UL-証明 
基本変数PU01またはPU02で仕上げた製品は、UL-証明を受けた製品であり、以下のスタンダードを遵守してい
ます： 

•	 UL 61010-1 

•	 CAN/CSA-C22.2 n°61010-1 

デバイスの特定 証明 基本変数 

 
UL-認識 PU01 

Measuring
Equipment
EXXXXXX®

 

UL-リスト PU02 

6.4.3	 SE35バッチコントローラの材料データ 

部品 材料 
ハウジング、カバー、蓋、ナット PC 
フロントコイル/ねじ ポリエステル/ステンレス
ケーブルグランド PA 
識別ラベル ポリエステル 

6.4.4	 SE35バッチコントローラの寸法 

→→ 以下のウェブサイトで配水コントローラタイプSE35バッチコントローラに関連する技術的データシートをご覧
ください： www.burkert.com 

英語
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技術的データ 

6.4.5	 SE35バッチコントローラの電気データ 

12…36 V DC 電源供給 •	 フィルタおよび調整済み 

•	 SELV 回路(安全性外部低電圧)、安全な電力レベル 

•	 振動率：±10 % 
12..36 V Dcで供給されるバージョンの電源 (非付属) 	
電源 

•	 EN 61010-1スタンどーど§9.4 項準拠の限定された
電源 

•	 またはUL 1310/1585およびEN 60950-1スタンダー
ド準拠のクラス2電源 

115/230 V AC 電源供給 
•	 周波数 •	 50/60 Hz 
•	 供給電圧 •	 27 V DC、調整 
•	 最大電流 •	 125 mA 
•	 内蔵保護 •	 125 mA 遅延フューズ 
•	 電源 •	 3 VA 
最大電流消費  
バージョン 12…36 V DC 

100 mA (12 V DCの場合) および 	
50 mA (36 V DCの場合)  

最大電流消費  
バージョン 115/230 V AC 

55 mA 

パルス出力 (発信機) DO1およびDO4 分極化、ポテンシャルフリー 
•	 タイプ •	 NPN/PNP (ワイヤ依存) 
•	 DO1 関数 •	 パルス出力 (構成およびパラメータ設定可能) 
•	 DO4 関数 •	 配水状態 (構成およびパラメータ設定可能) 
•	 周波数 (f) •	 0,6…300 Hz 
•	 電気データ •	 5…36 V DC、100 mA最大	

100 mAにおける電圧降下2,7 V DC 
•	 デューティ比 •	 >0.45 
•	 保護 •	 電気絶縁。過電圧、極性逆転、漏電に対する保護 
リレー出力DO2およびDO3 
•	 操作中 •	 ヒステレシス、調整可能なしきい値、通常時オープン 
•	 DO2 関数 •	 バルブ100%、修正不可
•	 DO3 関数 •	 アラーム (構成およびパラメータ設定可能)
•	 負荷の電気データ 	
(非UL認識デバイス) 

•	 230 V AC/3 A または 	
40 V DC/3 A (耐久負荷) 

•	 負荷の電気データ 	
(UL認識デバイス) 

•	 max. 30 V AC および 42 V ピーク/3 A または 	
max. 60 V DC/1 A 

デジタル入力DI1からDI4 
•	 整流しきい値 Vオン •	 5…36 V DC
•	 整流しきい値 Vオフ 最大 •	 2 V DC
•	 最小パルス期間 •	 100 ms
•	 入力インピーダンス •	 9.4 kW
•	 保護 •	 電気絶縁。極性逆転、電圧ノイズに対する保護

英語
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技術的データ 

危険 

濡れた場所におけるULデバイスのリレー出力の操作に起因する危険。 
▶▶濡れた場所でULデバイスを使用した場合： 

-- 最大16 Vrmsおよび22,6 Vpeakの交番電圧でリレー出力をエネルギー供給します。 
-- または、最大35 V DCの直流電圧でリレー出力をエネルギー供給します。 

6.5	 配水コントローラ8035バッチコントローラの技術的データ 
配水コントローラ8035バッチコントローラは、外輪流量センサーおよび配水コントローラタイプSE35バッチコン
トローラを含むS030センサーフィッティングから構成されます (参照チャプター5.2.5)。 

配水コントローラ8035バッチコントローラの技術的データは、使用するS030センサーフィッティングに制
約されます。 

▶▶接続しているセンサーフィッティングS030の操作説明書をご覧ください。 

6.5.1	 8035バッチコントローラの使用条件 

周囲の温度 
•	 12…36 V DC バージョン •	 -10…+60°C 
•	 115/230 V AC バージョン •	 -10…+50°C 
•	 UL および CSA バージョン •	 0…+40°C 
空気の湿度 < 80 %、凝縮なし 
EN 60529の保護レート IP65、

ワイヤ付きデバイス、ねじ締めおよびケーブルグランド
締めカバー蓋 

汚染レベル (UL および CSA 認識 バージョン) EN 61010 -1の第2レベル 
設置カテゴリー (UL および CSA 認識 バージョン) UL61010-1のカテゴリー1 – 屋内使用 
海面からの最大高度 2000 m 

6.5.2	 8035バッチコントローラのスタンダードおよび指令への適合性 

適用されるスタンダードはEU指令を遵守しており、EU型式承認証書やEU適合宣言書でご覧いただけます (該当
する場合)。 

•	 圧力：圧力機器指令2014/68/EU、4§1項に依拠して、デバイスは、以下の場合にのみご使用いただけます (最大
圧力、パイプと液体のDNに依存)。 

液体の種類 条件 
液体グループ 1, art.4 §1.c.i DN ≤ 25 

液体グループ 2, art.4 §1.c.i 
DN ≤ 32 

または PNxDN ≤ 1000 

液体グループ 1, art.4 §1.c.ii 
DN ≤ 25 

または PNxDN ≤ 2000 

液体グループ 2, art.4 §1.c.ii 

DN ≤ 200 

または PN ≤ 10 

または PNxDN ≤ 5000
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UL-証明 
基本変数PU01またはPU02で仕上げた製品は、UL-証明を受けた製品であり、以下のスタンダードを遵守してい
ます： 

•	 UL 61010-1 

•	 CAN/CSA-C22.2 n°61010-1 

デバイスの特定 証明 基本変数 

 
UL-認識 PU01 

Measuring
Equipment
EXXXXXX®

 

UL-リスト PU02 

6.5.3	 8035バッチコントローラの液体データ 

液体の種類 中性、または弱強性の液体 
液体の粘度 最大 300 cSt 
固形粒子率 最大 1 % 
液体の温度 液体の温度は液体の圧力およびS030センサーフィッティン

グの材料によって制約されます(参照 図 9) 
•	 PVC製S030センサーフィッティングの場合 •	 0…+50°C 
•	 PP製S030センサーフィッティングの場合 •	 0…+80°C 
•	 ＰＶＤＦ製、ステンレス製、または真鍮製S030	
センサーフィッティングの場合 

•	 -15…+100°C 

液体の圧力 液体の圧力は液体の温度およびS030センサーフィッティン
グの材料によって制約されます(参照 図 9) 

•	 プラスチック製センサーフィッティングS030の場合 PN10 
•	 金属製センサーフィッティングS030の場合 PN16 (要望に応じてPN40)
流量測定 
•	 測定範囲 •	 0,3…10 m/s 
•	 測定偏差 
-- S020フィッティングの標準的なK因子の場合 -- 測定値の±2.5 %1)  

-- ティーチインの手順で決定されたK因子の
場合 

-- 測定値の±1 %1) (ティーチインの手順で示された値) 

•	 直線性 •	 フルスケールの±0,5 % (10 m/s) 
•	 反復率 •	 測定値の±0.4 %1) 

1) 以下の参照条件に従って決定されます：中 = 水、水および周囲の温度20°C、最小の上流および下流距離を考慮、適切なパイ
プ寸法 

英語
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図 9:	 配水コントローラタイプ8035バッチコントローラの液体温度/圧力の依存カーブ、S030の材料依存 

6.5.4	 8035バッチコントローラの材料データ 

部品 材料 
ハウジング、カバー、蓋、ナット PC 
フロントコイル/ねじ ポリエステル/ステンレス
ケーブルグランド PA 
識別ラベル ポリエステル 
接液部 
•	 センサーホルダ/外輪 •	 PVDF製 
•	 外輪の軸とベアリング •	 セラミック 
•	 シール •	 FKM (オプションでEPDM) 
•	 センサーフィッティングS030 •	 センサーフィッティングの操作説明書参照 

6.5.5	 8035バッチコントローラの寸法 

→→ 以下のウェブサイトで配水コントローラタイプ8035バッチコントローラに関連する技術的データシートをご
覧ください： www.burkert.com 

6.5.6	 8035バッチコントローラの電気データ 

→→ 以下のウェブサイトで配水コントローラタイプSE35バッチコントローラに関連する電気データをご覧ください：	
6.4.5, ページ 26。 

英語
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6.6	 センサーフィッティングS070またはS077付き配水コントローラSE35バッ
チコントローラの技術的データ 

配水コントローラSE35バッチコントローラの技術的データは、使用するS070またはS077センサーフィッテ
ィングに制約されます。 

▶▶接続しているセンサーフィッティングS070またはS077の操作説明書をご覧ください。 

6.6.1	 S070またはS077付きSE35バッチコントローラの使用条件 

周囲の温度 
•	 12…36 V DC バージョン •	 -10…+60°C 
•	 115/230 V AC バージョン •	 -10…+50°C 
•	 UL および CSA バージョン •	 0…+40°C 
空気の湿度 < 80 %、凝縮なし 
EN 60529の保護レート IP65、

ワイヤ付きデバイス、ねじ締めおよびケーブルグランド
締めカバー蓋 

汚染レベル (UL および CSA 認識 バージョン) EN 61010 -1の第2レベル 
設置カテゴリー (UL および CSA 認識 バージョン) UL61010-1のカテゴリー1 – 屋内使用 
海面からの最大高度 2000 m 

6.6.2	 S070またはS077付きSE35バッチコントローラのスタンダードおよび指令に対する適
合性 

適用されるスタンダードはEU指令を遵守しており、EU型式承認証書やEU適合宣言書でご覧いただけます (該当
する場合)。 

•	 圧力：圧力機器指令2014/68/EU、4§1項に依拠して、デバイスは、以下の場合にのみご使用いただけます (最大
圧力、パイプと液体のDNに依存)。 

液体の種類 条件 
液体グループ 1, art.4 §1.c.i 禁止

液体グループ 2, art.4 §1.c.i 
DN ≤ 32 

または PNxDN ≤ 1000 

液体グループ 1, art.4 §1.c.ii 
DN ≤ 25 

または PNxDN ≤ 2000 

液体グループ 2, art.4 §1.c.ii 

DN ≤ 200 

または PN ≤ 10 

または PNxDN ≤ 5000

英語
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UL-証明 
基本変数PU01またはPU02で仕上げた製品は、UL-証明を受けた製品であり、以下のスタンダードを遵守してい
ます： 

•	 UL 61010-1 

•	 CAN/CSA-C22.2 n°61010-1 

デバイスの特定 証明 基本変数 

 
UL-認識 PU01 

Measuring
Equipment
EXXXXXX®

 

UL-リスト PU02 

6.6.3	 S070またはS077付きSE35バッチコントローラの液体データ 

液体の種類 接続しているセンサーフィッティングS070またはS077の操作説明書をご覧
ください 

液体の温度 液体の温度は液体の圧力およびS070またはS077センサーフィッティング
の材料によって制約されます 

•	 センサーフィッティングS070またはS077付属の操作説明書、および関連
の技術的データシートをご覧ください 

液体の圧力 液体の圧力は液体の温度およびS070またはS077センサーフィッティング
の材料によって制約されます 

•	 センサーフィッティングS070またはS077付属の操作説明書、および関連
の技術的データシートをご覧ください 

流量測定 
•	 測定範囲 
-- 粘度 > 5 mPa.s -- S070：2…1200 I/min 

-- S077：2…1200 I/min 
-- 粘度 < 5 mPa.s -- S070：3…616 I/min 

-- S077：3…616 I/min 
•	 測定偏差 
-- センサーフィッティングの標
準的なK因子の場合 

-- S070：測定値の±0.5 %1) 
-- S077：測定値の±1 %1) 

-- ティーチインの手順で決定さ
れたK因子の場合  

-- S070：測定値の±0.5 %1) (ティーチインの手順で示された値) 
-- S077：測定値の±0.5 %1) (ティーチインの手順で示された値) 

•	 反復率 •	 測定値の±0.03 %1) 

1) 以下の参照条件に従って決定されます：中 = 水、水および周囲の温度20°C、最小の上流および下流距離を考慮、適切なパイ
プ寸法 

英語
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6.6.4	 S070またはS077付きSE35バッチコントローラの材料データ 

部品 材料 
ハウジング、カバー、蓋、ナット PC 
フロントコイル/ねじ ポリエステル/ステンレス
ケーブルグランド PA 
識別ラベル ポリエステル 
接液部 
•	 センサーフィッティングS070 •	 関連するセンサーフィッティングの操作説明書参照 

6.6.5	 S070またはS077付きSE35バッチコントローラの寸法 

→→ 以下のウェブサイトで配水コントローラタイプSE35バッチコントローラ、センサーフィッティングタイプS070、
およびS077に関連する技術的データシートをご覧ください：www.burkert.com 

6.6.6	 S070またはS077付きSE35バッチコントローラの電気データ 

→→ 以下のウェブサイトで配水コントローラタイプSE35バッチコントローラに関連する電気データをご覧ください：	
6.4.5, ページ 26。 

英語
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7	 液体設置 

7.1	 安全性に関する指示 

危険 

電圧に起因する危険。 
▶▶ 12…36 V DC 電力バージョンが湿度の高い場所、または野外に設置された場合、最大電圧は35 V DCにする
必要があります。 

▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶流量トランスミッタ8025の壁取り付け、またはパネルバージョンに接続されたすべての器機は、IEC スタンダード 
61010-1:2010に従って、コンセントから二重に遮断する必要があります。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

設置の高圧に起因する怪我のリスク。 
▶▶プロセス接続をゆるめる前に、液体の循環を停止して、圧力をなくし、パイプを配水してください。 

▶▶使用しているフィッティングに応じた液体の温度圧力依存に注意を払ってください。 

液体の高温に起因する怪我のリスク。 
▶▶デバイスを扱う際は保護手袋を着用してください。 

▶▶プロセス接続をゆるめる前に、液体の循環を停止して、パイプを配水してください。 

液体の性質に起因する怪我のリスク。 
▶▶危険性のある液体を使用する際の事故防止および安全性のための 一般的な規則を守ってください。 

警告

不適切な設置に起因する怪我のリスク。
▶▶液体と電気の設置は、資格と技量のある人員が適切な道具を使用して行ってください。 
▶▶フィッティングまたはセンサーフィッティングを壁に取り付ける際の指示を守ってください。 

警告

予期しない電源供給のスイッチオンまたはコントロールされていない設置の再開に起因する怪我のリスク。 
▶▶予期しない設置の起動を防ぐための適切な方策を採用してください。 

▶▶製品の干渉後の再起動プロセスをコントールするようにしてください。 

警告

液体の圧力/温度依存が遵守されていない場合、怪我のリスクがあります。 
▶▶フィッティングの材料の性質による液体の温度圧力依存を考慮に入れてください (使用しているフィッティン
グの技術的データおよび操作説明書)。 

▶▶圧力機器指令 2014/68/EUを遵守してください。 
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固定されていない場合、ケーブルグランド付きデバイスが損傷する場合があります。 

•	 使用していないケーブルグランドには付属のストッパーガスケットを挿入して、デバイスを固定してくだ
さい。 

このデバイスを電磁干渉、紫外線から保護してください。また、野外に設置する際には、気候条件の効果か
ら保護してください。 

7.2	 配水コントローラタイプ8025バッチコントローラコンパクトバージョンの
設置 

配水コントローラ8025バッチコントローラは、パイプに取り付けられたS020に挿入されます： 

1.	 S020フィッティングをパイプに設置します、 

2.	 8025バッチコントローラコンパクトバージョンをS020フィッティングに設置します、 

3.	 8025バッチコントローラコンパクトバージョンの設置を完了します。 

7.2.1	 S020フィッティングをパイプに設置 

→→ パイプ内の液体の速度に適したS020フィッティングを選択してください 

フィッティングを選択する際には、関連するフィッティングの技術的データシータの計算テーブルをご覧く
ださい。 

→→ 以下の方法でパイプのデザインに応じたフィッティングの位置を選択してください： 

-- 上流下流の距離はパイプのデザインに応じて考慮されます。図 10 と規則EN ISO 5167-1をご覧ください、 
-- パイプは常にセンサーのレベルに適合します (参照 図 11), 
-- 垂直に取り付けた場合、液体の流れる方向は上流です (参照 図 11)、 
-- センサー外に気泡は形成されません (参照 図 11)、 
→→ 必要な場合は、流れ調整器を使用して計測精度を向上させてください、 

→→ 関連する操作説明書に従ってパイプをフィッティングに設置してください。 

英語

タイプ 8025 – 8035 – SE35 バッチコントローラコントローラ



35

液体設置 

流れの方向

50 x DN 5 x DN 40 x DN 5 x DN

25 x DN 5 x DN 20 x DN 5 x DN

18 x DN 5 x DN 15 x DN 5 x DN

コントロールバルブ付き 90°度2曲がり3次元パイプ

90°度2曲がりパイプ 90°度1曲がり、	
または1 Tピースパイプ

パイプ拡張付き パイプ縮小付き

図 10:	 パイプのデザインに応じた上流下流距離。 

水平取り付けでのパイプの充填 垂直取り付けでのパイプの充填と液体流れ循環 

適切 不適切  適切 不適切  

液体の流れの方向を示します 
 

パイプ内の気泡 

適切 不適切

適切 不適切  

図 11:	 パイプの充填、液体の流れの方向、垂直取り付け時のパイプ内の気泡 

英語
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7.2.2	 8025バッチコントローラコンパクトバージョンをS020フィッティングに設置します 

1

2

3

5
4

6

→→ チャプター7.2.1の指示に従ってパイプにフィッティング5を設置してください。 

→→ フィッティングにシールがあり、損傷していないことを確認します。必要な場合は、
シールを交換します。 

→→ フィッティング5にナット3を挿入します。 

→→ グルーブ4にスナップリング2を挿入します。 

→→ シール6が適切に流量センサーに挿入されていることを確認してください。 

→→ フィッティングにデバイス1を挿入します。 

取り付けが正しく完了したら、デバイスは回せなくなります。 

→→ 部品をナット3にハンドロックします。 

図 12:	 8025バッチコントローラコンパクトバージョンの、S020フィッティングへの設置

7.2.3	 8025バッチコントローラコンパクトバージョンの設置を完了します。 

→→ デバイスにワイヤを付けて、スイッチをオンにします (参照チャプター8)。 

→→ K因子を設定するか、ティーチインで決定します (参照チャプター10.7.3、または 10.7.4)。 

7.3	 配水コントローラ8035バッチコントローラの設置 
配水コントローラタイプ8035バッチコントローラは、配水コントローラタイプSE35およびセンサーフィッティング
タイプS030から成ります。配水コントローラSE35バッチコントローラは、直角回転システムによってセンサーフィッ
ティングS030に取り付けられます： 

1.	 S030センサーフィッティングをパイプに設置します、 

2.	 配水コントローラSE35バッチコントローラをセンサーフィッティングS030に設置します、 

3.	 8035バッチコントローラの設置を完了します。 

7.3.1	 S030センサーフィッティングをパイプに設置します 

→→ パイプ内の液体の速度に適したS020センサーフィッティングを選択してください。 

センサーフィッティングを選択する際には、関連するセンサーフィッティングの技術的データシータの計算
テーブルをご覧ください。 

→→ 以下の方法でパイプのデザインに応じたセンサーフィッティングの位置を選択してください： 

-- 上流下流の距離はパイプのデザインに応じて考慮されます 図 10、チャプター 7.2.1、および規則	
EN ISO 5167-1をご覧ください、 
-- パイプは常にセンサーのレベルに適合します (参照 図 11、チャプター7.2.1)、 
-- 垂直に取り付けた場合、液体の流れる方向は上流です (参照 図 11、チャプター7.2.1)、 
-- センサーフィッティング外に気泡は形成されません (参照 図 11、チャプター7.2.1)。 

英語
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→→ 必要な場合は、流れ調整器を使用して計測精度を向上させてください、 

→→ 関連する操作説明書に従ってパイプをセンサーフィッティングに設置してください。 

7.3.2	 配水コントローラSE35バッチコントローラをセンサーフィッティングS030に設置します 

1

2

3

→→ 配水コントローラ2をセンサーフィッティング1に設置します。 

→→ 配水コントローラ2を直角に回します。

→→ 側面ねじ3を締めて、配水コントローラをセンサーフィッティングに固定
します。 

図 13:	 配水コントローラSE35バッチコントローラの、センサーフィッティングS030への設置 

7.3.3	 8035バッチコントローラの設置を完了します 

→→ デバイスにワイヤを付けて、スイッチをオンにします (参照チャプター8)。 

→→ K因子を設定するか、ティーチインで決定します (参照チャプター10.7.3、または 10.7.4)。 

7.4	 配水コントローラSE35バッチコントローラの、センサーフィッティング
S070またはS077への設置 

配水コントローラSE35バッチコントローラは、センサーフィッティングS070またはS077を使用してパイプに設置し
ます。配水コントローラSE35バッチコントローラは、直角回転システムによってセンサーフィッティングS070または
S077に取り付けられます： 

1.	 センサーフィッティングS070またはS077をパイプに設置します、 

2.	 配水コントローラSE35バッチコントローラをセンサーフィッティングS070またはS077に設置します、

3.	 設置を完了します。 

7.4.1	 センサーフィッティングS070またはS077をパイプに設置します、 

→→ 液体の粘度に適したセンサーフィッティングS070またはS077を選択してください。 

センサーフィッティングを選択する際には、関連するセンサーフィッティングの技術的データシータをご覧く
ださい。 
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用心

センサーフィッティング設置時の損傷のリスク。 
▶▶センサーフィッティングの操作説明書に記された設置指示を守ってください。 

→→ 以下の方法でセンサーフィッティングS070またはS077をパイプに設置します： 

-- 楕円ギアの軸は以下のように水平に設置されます 図 14、 
-- 関連するセンサーフィッティングの操作説明書に記された設置指示を守ってください。 

適切 不適切 

図 14:	 楕円ギアの軸は水平に設置する必要があります 

7.4.2	 配水コントローラSE35バッチコントローラをセンサーフィッティングS070またはS077
に設置します 

1

2

S070

S077

3

→→ 配水コントローラ1をセンサーフィッティング2に挿入し
ます。 

→→ 配水コントローラ1を直角に回します。 

→→ 側面ねじまた3を締めて、配水コントローラ1をセンサー
フィッティング2に固定します (最大トルク1 N·m)。 

図 15:	 配水コントローラSE35バッチコントローラの、センサーフィッティングS070またはS077への設置 

7.4.3	 設置を完了します 

→→ デバイスにワイヤを付けて、スイッチをオンにします (参照チャプター8)。 

→→ K因子を設定するか、ティーチインで決定します (参照チャプター10.7.3、または 10.7.4)。 
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7.5	 配水コントローラ8025バッチコントローラパネルバージョンの設置 

8025バッチコントローラパネルバージョンは最低でもIP54の保護クラスで筐体に設置して、筐体内の汚染
レベルを2におさめてください。 

→→ 筐体ドアの開口部を切るには、図 16 の寸法をお守りください。 

95
80
76
50

95 80 76 50

図 16:	 電気筐体正面切り取りプランの寸法[mm] 

シール

ナット

座金

ねじ

ケーブルクリップ

図 17:	 	流量計8025バッチコントローラパネルバージョンの設置 
→→ ハウジングに4本のねじを挿入します (正面から)。筐体ドアが分厚すぎる場合は、4本の付属のM4*25を使用し
てください。 

→→ 4本のねじの外部スレッドにシールを挿入します (ハウジングの裏)。 

→→ 切り抜いた部分に部品を取り付けて、電子部品を筐体内部に向けます。 

→→ 4本のねじに4個の座金を取り付けます。 

→→ 4本のねじにそれそれナットを取り付けて、ナットを締めてデバイスを筐体に固定します。 

→→ 以下のチャプターの指示に従ってデバイスにワイヤを付けます：8.7。 

→→ K因子を設定するか、ティーチインで決定します (参照チャプター10.7.3、または 10.7.4)。 
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7.6	 配水コントローラ8025バッチコントローラ 壁取り付けバージョンの設置 

注意

ケーブルグランドがハウジングにねじで留められていない場合、材料が損傷するリスクがあります 
▶▶壁取り付けハウジングを支えに取りつける前に、ケーブルグランドの各部品のナットを、1.5 N·m (1.11 Ibf·ft) 
のトルクで締めます。 

壁取り付けバージョンのデバイスは、ハウジングの底部に4個の穴があります。

→→ ねじを覆っているブランキングストリップを取り外します。 

ブランキングストリップ
ENTER

0....9

FLOW

固定ナット    

図 18:	 固定ナットおよびブランキングストリップの場所 

→→ 4本のねじをゆるめて、カバーを開き、穴にアクセスします[1]。 
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図 19:	 配水コントローラ8025バッチコントローラ 壁取り付けバージョンの設置 

→→ 図 19 に記された寸法を守って、ハウジングを支えに固定します。 

→→ 以下のチャプターの指示に従ってワイヤを付けます。8.8。 

→→ ハウジングを閉めて、4本のねじをカバーに締めます。 

→→ K因子を設定するか、ティーチインで決定します (参照チャプター10.7.3、または 10.7.4)。 
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8	 電気設備およびワイヤリング 

8.1	 安全性に関する指示 

危険 

電圧に起因する危険。 
▶▶ 12…36 V DC 電力バージョンが湿度の高い場所、または野外に設置された場合、最大電圧は35 V DCにする
必要があります。 

▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶流量トランスミッタ8025の壁取り付け、またはパネルバージョンに接続されたすべての器機は、IEC スタンダード 
61010-1:2010に従って、コンセントから二重に遮断する必要があります。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

設置の高圧に起因する怪我のリスク。 
▶▶プロセス接続をゆるめる前に、液体の循環を停止して、圧力をなくし、パイプを配水してください。 

▶▶使用しているフィッティングに応じた液体の温度圧力依存に注意を払ってください。 

液体の高温に起因する怪我のリスク。 
▶▶デバイスを扱う際は保護手袋を着用してください。 

▶▶プロセス接続をゆるめる前に、液体の循環を停止して、パイプを配水してください。 

液体の性質に起因する怪我のリスク。 
▶▶危険性のある液体を使用する際の事故防止および安全性のための 一般的な規則を守ってください。 

危険 

濡れた場所におけるULデバイスのリレー出力の操作に起因する危険。 
▶▶濡れた場所でULデバイスを使用した場合： 

-- 最大16 Vrmsおよび22,6 Vpeakの交番電圧でリレー出力をエネルギー供給します。 
-- または、最大35 V DCの直流電圧でリレー出力をエネルギー供給します。 

警告 

不適切な設置に起因する怪我のリスク。 
▶▶電気と液体の設置は、資格と技量のある人員が適切な道具を使用して行ってください。 

▶▶適切な安全デバイス (適切な定格ヒューズや回路遮断器) を設置してください。 

▶▶アクセスしやすい場所に回路遮断器またはスイッチを設置してください。 

▶▶回路遮断器またはスイッチをデバイスの電力カットシステムとして識別してください。

▶▶デバイスは、過負荷に対する適切な保護を行った状態で使用する必要があります。115/230 V ACの電源供給
を受けるバージョンでは、ライブコンダクタ (L) とニュートラルコンダクタ (N) に、過電流対策のデバイスを挿
入してください。 
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警告

不適切な設置に起因する怪我のリスク (承前)。 
▶▶交流電圧または36 V DCを超過する直流電圧でデバイス、バージョン12..36 V DCに電力を供給しないでくだ
さい。 

▶▶スタンダードNF C 15-100/IEC 60364を守ってください。 

警告 

予期しない電源供給のスイッチオンまたはコントロールされていない設置の再開に起因する怪我のリスク。 
▶▶予期しない設置の起動を防ぐための適切な方策を採用してください。 

▶▶デバイスの干渉後の再起動プロセスをコントールするようにしてください。 

注意
不適切な電圧供給が行われた場合に機器が損傷するリスク。 
▶▶セレクタの位置に応じた供給電圧でデバイスに電源を供給してください。参照 図 27、チャプター8.6。

デバイスを正しく使用するために、以下の電気設備向け推奨事項を守ってください。

•	 設備を等電位にしてください。参照チャプター8.3。 

•	 高電圧または高周波数ケーブルの付近にケーブルを設置しないでください。組み合わせて設置すること
を避けられない場合、最低でも30 cmの空間を確保する必要があります。 

12…36 V DCを消費するデバイスの場合は、以下の電気設備向け推奨事項を守ってください。

•	 フィルタおよび調整された12…36 V DCの電力供給を使用してください。回路は、安全な電力レベルの
安全性外部低電圧である必要があります。 

デバイスが保護されていない場合、デバイスの電源供給が損傷する場合があります。

•	 300 mAスローブローヒューズとスイッチでデバイスの電源供給を保護してください。

デバイスが保護されていない場合、トランジスタ出力の電源供給が損傷する場合があります。

•	 各トランジスタ出力の電源供給を、125 mAスローブローヒューズで保護してください。

保護しないとリレーが損傷する場合があります。

•	 3 Aヒューズと回路遮断器でリレーを保護してください (プロセス次第で)。 

•	 リレーには、危険電圧と安全特別低電圧のどちらも適用しないでください。 

固定されていない場合、ケーブルグランド付きデバイスが損傷する場合があります。 

•	 使用していないケーブルグランドには付属のストッパーガスケットを挿入して、デバイスを固定してくだ
さい。 

セレクタは、電源供給がオフになっているときにのみ動かしてください。 

このデバイスを電磁干渉、紫外線から保護してください。また、野外に設置する際には、気候条件の効果か
ら保護してください。 

英語

タイプ 8025 – 8035 – SE35 バッチコントローラコントローラ



43

電気設備およびワイヤリング 

8.2	 接続ケーブルの仕様 

8.2.1	 配水コントローラ8025バッチコントローラコンパクトバージョン、8035バッチコント
ローラ、およびSE35バッチコントローラ 

電気接続は、ターミナルブロックおよび2個のM20x1,5 ケーブルグランドを介して行われます。 
表1:	 M20x1,5ケーブルグランドを通じてワイヤリングするケーブルとワイヤの仕様 

ケーブルおよびコンダクタの仕様 推奨値 
•	 ケーブルタイプ •	 保護 (非付属)  
•	 ワイヤのクロスセクション •	 0,2…1,5 mm2 
•	 ケーブルグランドごとに1個のケーブルのみを使用す
る場合の各ケーブルの直径 

•	 6…12 mm 

•	 ケーブルグランドごとに2個のケーブルを使用する場
合の各ケーブルの直径 

•	 4 mm、付属のマルチウェイシールの場合 

•	 長さ •	 最長 50 m 
•	 動作温度 •	 最低 80°C (UL認識バージョンの場合、最低 90°C) 

8.2.2	 配水コントローラ8025バッチコントローラパネルバージョン、 

電気接続は電子機器のターミナルブロックに直接行われます。 
表2:	 壁取り付けバージョンのターミナルブロックに直接ワイヤリングするケーブルとワイヤの仕様 

ケーブルおよびコンダクタの仕様 推奨値 
•	 ケーブルタイプ •	 保護 (非付属)  
•	 ワイヤのクロスセクション •	 0,2…1,5 mm2 
•	 長さ •	 最長 50 m 
•	 動作温度 •	 最低 80°C (UL認識バージョンの場合、最低 90°C) 

8.2.3	 配水コントローラ8025バッチコントローラ壁取り付けバージョン 

電気接続は、ターミナルブロックおよび5個のM16x1,5 ケーブルグランドを介して行われます。 
表3:	 M16x1,5ケーブルグランドを通じてワイヤリングするケーブルとワイヤの仕様 

ケーブルおよびコンダクタの仕様 推奨値 
•	 ケーブルタイプ •	 保護 (非付属)  
•	 ワイヤのクロスセクション •	 0,2…1,5 mm2 
•	 ケーブルグランドごとに1個のケーブルのみを使用す
る場合の各ケーブルの直径 

•	 5…8 mm 

•	 長さ •	 最長 50 m 
•	 動作温度 •	 最低 80°C 
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8.3	 設備の等電位性
設備を等電位にしてください (電力供給 – デバイス – 液体)：

→→ 設備の複数のアーススポットに接続して、複数のアース間で発生する可能性のある相違をなくしてください。 

→→ 両端部で電源供給ケーブルの保護アースを適切に行ってください。 

→→ 負電源ターミナルをアースに接続して、通常の電流の効果を抑えてください。この接続を直接行う場合は、	
100 nF/50 Vキャパシタを負電圧ターミナルとアースのあいだに取りつけできます。 

→→ デバイスをプラスチックのパイプに取りつけた場合は、直接アースすることができないため、特別な注意を払
う必要があります。できるだけデバイスの近くにあるポンプやバルブのような金属製の器機とアースすること
で適切にアースすることができます。そのような器機がデバイスの近くにない場合は、金属製のアースリング
をデバイスからプラスチックパイプの上流と下流に埋め込んで、これらの部品を同じアースに接続します。	
アースリングは液体に接している必要があります。 

+
-

(*)

12-36VDC

電源供給

金属パイプ

電源ケーブル保護

+
-

(*)

12-36VDC

電源ケーブル保護

バルブやポンプの
ような器機…

プラスチックパイプ

電源供給

(*) 直接アース接続をすることはできません。負電源ターミナルとアースのあいだに100 nF/50 V キャパシタを取り付けてくだ
さい。 

図 20:	 8025バッチコントローラコンパクトバージョン、8035バッチコントローラ、およびSE35バッチコントローラ、等電位ス
ケルトンダイアグラム 
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(*) 直接アース接続をすることはできません。負電源ターミナルとアースのあいだに100 nF/50 V キャパシタを取り付けてく
ださい。 

図 21:	 8025バッチコントローラパネルバージョン、または壁取り付けバージョン、等電位スケルトンダイアグラム 

8.4	 セレクタのデフォルト位置

セレクタは、電源供給がオフになっているときにのみ動かしてください。 

表4:	 セレクタ「SENSOR SUPPLY」、「LOAD」、および「SENSOR TYPE」のデフォルト位置 

セレクタ デフォルト位置

SENSOR SUPPLY ( A ) L+ 

LOAD ( B ) 2.2 K 

SENSOR TYPE ( C ) NPN/PNP 

英語

タイプ 8025 – 8035 – SE35 バッチコントローラコントローラ



46

電気設備およびワイヤリング 

8.5	 セレクタのターミナル割り当てと使用 
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ターミナルブロック1
•	 NC：接続なし

•	 L+：V+ (正電圧)

•	 L-：0V (電源供給グラウンド)

•	 PE：保護アース、工場配線

•	 P-：負トランジスタ出力 (DO1)

•	 P+：正トランジスタ出力 (DO1) 

ターミナルブロック2 
PE：電源供給ケーブルと入出力ケーブルの保護 

ターミナルブロック3：DO2リレー出力のワイヤリ
ング。

ターミナルブロック4：DO3リレー出力のワイヤリ
ング。

コネクタ5：流量センサーの接続

ターミナルブロック6「BINARY」 
•	 DI1からDI4：4個のデジタル入力 

•	 DO4：トランジスタ出力 

•	 ISOG：ISOGND、4個のデジタル入力とトランジ
スタ出力DO4に共通のグラウンド。

•	 PE：ケーブル保護 

セレクタ A：参照チャプター8.6。 

セレクタ B：参照チャプター8.6。 

セレクタ C：参照チャプター 8.6。 

図 22:	 8025バッチコントローラコンパクトバージョン、8035バッチコントローラ、およびSE35バッチコントローラの12…36 V 
DCを消費するバージョンのターミナル割り当て 
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•	 L+：V+ (正電圧)

•	 L-：0V (電源供給グラウンド)

•	 PE：保護アース、工場配線

•	 P-：負トランジスタ出力 (DO1)

•	 P+：正トランジスタ出力 (DO1)

ターミナルブロック2
PE：電源供給ケーブルと入出力ケーブルの保護

ターミナルブロック3：DO2リレー出力のワイヤリ
ング。

ターミナルブロック4：DO3リレー出力のワイヤリ
ング。

ターミナルブロック5「FLOW SENSOR」：リモート流
量センサーのワイヤリング。流量センサーから発す
る出力シグナルのタイプに応じたワイヤリング。	
参照チャプター8.9。

ターミナルブロック6「BINARY」
•	 DI1からDI4：4個のデジタル入力

•	 DO4：トランジスタ出力

•	 ISOG：ISOGND、4個のデジタル入力とトランジ
スタ出力DO4に共通のグラウンド。

•	 PE：ケーブル保護

セレクタ A：参照チャプター8.9。 

セレクタ B：参照 表6, ページ 55 。

セレクタ C：参照チャプター 8.9. 

図 23:	 8025バッチコントローラパネルバージョン、または壁取り付けバージョンの12…36 V DC電源供給バージョン 
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SENSOR TYPE
COIL NPN/PNP

DO2

DO3

OFF
ON

5

6

D 7

8

4

T 125 mA

ターミナルブロック1
PE：電源供給ケーブルと入出力ケーブルの保護 

ターミナルブロック2
•	 NC：接続なし

•	 L+：V+ (赤ワイヤ、工場配線)

•	 L-：0V (黒ワイヤ、工場配線)

•	 PE：保護アース (緑/黄ワイヤ、工場配線)

•	 P-：負トランジスタ出力 (DO1)

•	 P+：正トランジスタ出力 (DO1)

コネクタ3：流量センサーの接続
ターミナルブロック4「BINARY」
•	 DI1からDI4：4個のデジタル入力

•	 DO4：トランジスタ出力

•	 ISOG：ISOGND、4個のデジタル入力とトランジスタ出力
DO4に共通のグラウンド。

•	 PE：ケーブル保護

ターミナルブロック5：DO2リレー出力のワイヤリ
ング。

ターミナルブロック6：DO3リレー出力のワイヤリ
ング。

ターミナルブロック7：115/230 V AC電源供給のワ
イヤリング 

マーク 8：115/230 V AC電源供給保護用の遅延
ヒューズ

セレクタ A：参照チャプター8.6。 

セレクタ B：参照チャプター8.6。 

セレクタ C：参照チャプター8.6。

セレクタ D：参照チャプター8.6。

図 24:	 8025バッチコントローラコンパクトバージョン、8035バッチコントローラ、およびSE35バッチコントローラの	
115/230 V ACを消費するバージョンのターミナル割り当て 
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ターミナルブロック1
PE：工場配線保護。

ターミナルブロック2
•	 NC：接続なし

•	 L+：V+ (赤ワイヤ、工場配線)

•	 L-：0V (黒ワイヤ、工場配線)

•	 PE：保護アース、工場配線

•	 P-：負トランジスタ出力 (DO1) (茶ワイヤ、工場配線)

•	 P+：正トランジスタ出力 (DO1) (白ワイヤ、工場配線)

ターミナルブロック3「BINARY」
•	 DI1からDI4：4個のデジタル入力

•	 DO4：トランジスタ出力

•	 ISOG：ISOGND、4個のデジタル入力とトランジスタ出力
DO4に共通のグラウンド。

•	 PE：ケーブル保護

ターミナルブロック4「FLOW SENSOR」：リモート流量セン
サーのワイヤリング。流量センサーから発する出力シグナ
ルのタイプに応じたワイヤリング：参照チャプター8.9。

ターミナルブロック5：DO2リレー出力のワイヤリ
ング。

ターミナルブロック6：DO3リレー出力のワイヤリ
ング。 

ターミナルブロック7
•	 ターミナル5 接続なし

•	 ターミナル6：外部機器の電源供給に利用可能
な、正27 V DC電源供給

•	 ターミナル7：0V (外部機器の電源供給に利用可
能な電源供給)

•	 ターミナル8：ケーブル保護用の保護アース

•	 ターミナル9：負トランジスタ出力 (DO1)

•	 ターミナル10：正トランジスタ出力 (DO1)

ターミナルブロック8：115/230 V AC電源供給のワ
イヤリング 

マーク 9：115/230 V AC電源供給保護用の遅延
ヒューズ

セレクタ A：参照チャプター8.9。

セレクタ B：参照 表6, ページ 55。

セレクタ C：参照チャプター8.9。
セレクタ D：参照チャプター8.9。

図 25:	 115/230 V ACの電源供給を受ける8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンのターミナル割り当て 
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8.6	 配水コントローラ8025バッチコントローラコンパクトバージョン、8035
バッチコントローラ、およびSE35バッチコントローラのワイヤリング 

セレクタは、電源供給がオフになっているときにのみ動かしてください。 

使用していないケーブルグランドには付属のストッパーガスケットを挿入して、デバイスを固定してくだ
さい。 

•	 使用していないケーブルグランドのをゆるめます。 

•	 透明なディスクを取り外します。 

•	 付属のストッパーガスケットを挿入します。 

•	 ケーブルグランドのナットを締めます。 

→→ セレクタ「SENSOR TYPE」を「NPN/PNP」(デフォルト位置) に設定します。 

コンパクトバージョンではセレクタ「SENSOR TYPE」をコイルに設定しないでください。

セレクタ C  は流量センサーから受信するシグナルタイプの構成を可能とします。 

C
SENSOR TYPE
COIL NPN/PNP

SENSOR TYPE
COIL NPN/PNP

図 26:	 配水コントローラ8025バッチコントローラコンパクトバージョン、8035バッチコントローラ、およびSE35バッチコント
ローラにおけるセレクタ「SENSOR TYPE」の使用 

→→ セレクタ「SENSOR SUPPLY」をデバイスの電源供給の値に応じて設定します。参照 表5。

→→ セレクタ「LOAD」を設定します：参照 表5。 
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表5:	 配水コントローラ8025バッチコントローラコンパクトバージョン、8035バッチコントローラ、およびSE35バッチ
コントローラにおけるセレクタ「SENSOR TYPE」、「SENSOR SUPPLY」、および「LOAD」の位置 

セレクタ	
「SENSOR TYPE」	

C

セレクタ「SENSOR SUPPLY」

SENSOR

SU
PP

LY+5V
L+

(L+)-12V

A

セレクタ「LOAD」

B

LO
AD

COIL/PNP39K

470
2.2K

→→ セレクタを
「NPN/PNP」
に設定します(
図 26)

デバイスの流量センサーは、最小でも5 V DCの電圧供給
が必要です：

→→ デバイスに ≥ 12 V DC 以上17 V DC未満の電圧が供
給されている場合、電圧セレクタ「SENSOR SUPPLY」
を「5 V」または「L+」に設定してください。

→→ デバイスに ≥ 17 V DC以上の電圧が供給されている
場合、電圧セレクタ「SENSOR SUPPLY」はどの位置に
でも設定できます。 

→→ デバイスに 115/230 V ACの電圧が供給されている
場合、電圧セレクタ「SENSOR SUPPLY」を「L+」に設
定してください。

→→ セレクタ「LOAD」
を設定します：

•	  「2.2 K」の場合：負荷抵抗Rは 
2,2 kWになります

•	  「470」の場合：負荷抵抗Rは 
470 Wになります

→→ デバイスが115/230 V Acの電源供給を受けている場合、セレクタを D  以下で示されているように設定し
ます：図 27。

セレクタ D  は、デバイスの115/230 V ACバージョンの供給電圧の構成を可能にします。

→→ デバイスは230 V AC	
電圧で電源供給します。

→→ デバイスは115 V AC	
電圧で電源供給します。

D
230V

115V

図 27:	 115/230 V ACバージョンの供給電圧のセレクタ 

→→ デバイスをワイヤリングする前に、付属のケーブルクリップを電子基板
のスロットに挿入します。 

図 28:	 	ケーブルクリップの挿入 

→→ 以下のチャプターに記されているようにデバイスを設置します：7.2、7.3 または 7.4。 

→→ 以下のチャプターに従ってワイヤリングします：8.11、8.14 および 10.6。 

→→ 電源供給ケーブルおよびリレー接続ケーブルを、ケーブルクリップで固定します。 

→→ ハウジングを閉めて、4本のねじをカバーに締めます。 
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8.7	 	流量計8025バッチコントローラパネルバージョンのワイヤリング 

セレクタは、電源供給がオフになっているときにのみ動かしてください。 

→→ 以下のチャプターに記されているようにデバイスを設置します：7.5。

→→ セレクタ「SENSOR TYPE」、「SENSOR SUPPLY」および「LOAD」を設定します：参照チャプター8.9 リモート流量
センサーの、8025バッチコントローラパネルバージョンまたは壁取り付けバージョンへの接続。 

→→ デバイスをワイヤリングする前に、付属のケーブルクリップを電子基板
のスロットに挿入します。 

図 29:	 	ケーブルクリップの挿入 

→→ 以下のチャプターに従ってワイヤリングします：8.9、 8.11、8.14 および 10.6。 

→→ 電源供給ケーブル、流量センサー接続ケーブル、およびリレー接続ケーブルを、ケーブルクリップで固定しま
す。 

8.8	 流量計8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンのワイヤリング 

セレクタは、電源供給がオフになっているときにのみ動かしてください。 

使用していないケーブルグランドには付属のストッパーガスケットを挿入して、デバイスを固定してくださ
い。 

•	 使用していないケーブルグランドのをゆるめます。 

•	 透明なディスクを取り外します。 

•	 付属のストッパーガスケットを挿入します。 

•	 ケーブルグランドのナットを締めます。 

→→ 以下のチャプターに記されているようにデバイスを設置します：7.6。 

→→ セレクタ「SENSOR TYPE」、「SENSOR SUPPLY」および「LOAD」を設定します：参照チャプター8.9 リモート流量
センサーの、8025バッチコントローラパネルバージョンまたは壁取り付けバージョンへの接続。 

→→ 壁取り付けバージョンが115/230 V Acの電源供給を受けている場合、セレクタを D  以下で示されているよう
に設定します：図 30。 
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セレクタ D  は、デバイスの115/230 V ACバージョンの供給電圧の構成を可能にします。

→→ デバイスは230 V AC電圧で
電源供給します。

→→ デバイスは115 V AC電圧で
電源供給します。

D
230V

115V

図 30:	 115/230 V ACバージョンの供給電圧のセレクタ 

→→ ケーブルグランドのナットをゆるめます。 

→→ 図 31 に示されているように、ケーブルグランドを使用して、各ケーブルをナットとケーブルグランドに通します。 

流量センサーのケーブル

リレー出力DO2およびDO3のケーブル

電源供給ケーブル、	
12…36 V DC、または115/230 V AC

デジタル入力と、DO1および
DO4出力のケーブル

図 31:	 壁取り付けバージョンでのケーブルグランドの使用 

→→ 115/230 V ACの電源供給を受ける壁取り付けバージョンの場合は、両方のターミナルブロック (図 25 で7
および8とマーク) をハウジングから取り外します。

→→ デバイスをワイヤリングする前に、付属のケーブルクリップを電子基板
のスロット、およびデバイスに115/230 V ACの電源供給基盤がある場
合はそのスロットに挿入します。

図 32:	 	ケーブルクリップの挿入

→→ デバイスの動作電圧に応じて、以下のチャプターに従ってワイヤリングします：8.9、 8.11 から 8.14、および 10.6。

→→ 2個のターミナルブロック (図 25, ページ 49 で7および8とマーク) をもとの位置に戻します。 

→→ ハウジングが完全に開いた状態で、電源供給ケーブル、流量センサー接続ケーブル、およびリレー接続ケーブ
ルを、ケーブルクリップで固定します。 

→→ ハウジング内のケーブルがハウジングの完璧な開放を可能とするのに十分な長さであることを確認してから、
ケーブルグランドを固定します。 

→→ カバーを閉めます。 

→→ 4本のねじを締めます。 

→→ ブランキングストリップをハウジングに取りつけます。 
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8.9	 リモート流量センサーの、8025バッチコントローラパネルバージョンま
たは壁取り付けバージョンへの接続 

セレクタは、電源供給がオフになっているときにのみ動かしてください。 

流量センサーを配水コントローラ8025バッチコントローラパネルバージョンまたは壁取り付けバージョン
に接続する前に、以下のことを行ってください： 

•	 セレクタ「SENSOR TYPE」を流量センサーから生じる出力シグナルに応じて設定します。参照、 図 33、
および 表6, ページ 55。

•	 セレクタ「SENSOR TYPE」が「NPN/PNP」に設定されている場合、配水コントローラの供給電圧に応じて
セレクタ「SENSOR SUPPLY」を設定します。参照、 図 34、および 表6, ページ 55。

•	 セレクタ「LOAD」を、流量センサーが送信するシグナルの種類と、ターミナルブロック「FLOW SENSOR」
のターミナル1「PULSE INPUT」に必要な負荷に応じて設定します。参照 表6, ページ 55。

セレクタ C  はデバイスがリモート流量センサーから受信するシグナルの種類の構成を可能とします。

デバイスに接続された流量センサーからのシグナルが、
以下の状態の場合は、セレクタを「NPN/PNP」に設定し
ます： 

•	 パルスシグナル、NPN、またはPNP 

•	 「on/off」シグナル (例：リードリレー) 

•	 0…-5 V DC 標準電圧シグナル (例：TTL) 

→→ デデバイスに接続された流量センサー
からのシグナルが正弦波シグナル (コイ
ル)の場合は、セレクタを「コイル」に設
定します。 

C
SENSOR TYPE
COIL NPN/PNP

SENSOR TYPE
COIL NPN/PNP

図 33:	 8025バッチコントローラパネルバージョンまたは壁取り付けバージョンにおけるセレクタ「SENSOR TYPE」の使用 

セレクタ「SENSOR TYPE」が「NPN/PNP」
に設定されている場合、セレクタは A  	
リモート流量センサーの供給電圧の構成
を可能にします。

SENSOR

SU
PP

LY+5V
L+

(L+)-12V

A

→→ デバイスが115/230 V Acの電源供給を受けている場合、セレクタ
「SENSOR SUPPLY」を「L+」(デフォルト位置) でに設定します。

→→ デバイスが12…36 V DC電源供給を受けている場合は、電圧セレ
クタ「SENSOR SUPPLY」を、リモート流量センサーで必要な電圧
供給に応じて設定します：「+5 V」、「L+」、または「(L+)-12 V」(デフ
ォルト位置)。

図 34:	 8025バッチコントローラパネルバージョンまたは壁取り付けバージョンにおけるセレクタ「SENSOR SUPPLY」の使用 
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表6:	 リモート流量センサーが発するシグナルに応じた、8025バッチコントローラパネルバージョンまたは壁取り付
けバージョンのセレクタ「SENSOR TYPE」および「LOAD」の位置、およびターミナルブロック「FLOW SENSOR」
のターミナル割り当て 

リモート流量セ
ンサーの発す
るシグナルの
種類

セレクタ
「SENSOR 

TYPE」 
C  

セレクタ
「SENSOR 

SUPPLY」 
A  

セレクタ「LOAD」

B

LO
AD

COIL/PNP39K

470
2.2K

ターミナルブロック 
「FLOW SENSOR」 

のターミナル割り当て

FLOW

SENSOR

SUPPLY

NC COIL

PU
LS

E
IN

PU
T

NP
N/

PN
P

21 3 PE

+-

正弦波 	
(コイル)

→→ セレクタを	
「コイル」
に設定	
します	
(図 33)

→→ すべての
位置。

→→ セレクタ「LOAD」を「39 K」	
に設定します：ターミナル
ブロック「FLOW SENSOR」
のターミナル1と2の入力イ
ンピーダンスは39 kWにな
ります

21 3 PE

NC39 kΩ

8025

流量センサー

パルス、PNP

→→ セレクタを	
「NPN/
PNP」に設
定します	
(図 33) 

→→ セレクタを
以下のよう
に設定	
します 	
図 34. 

→→ セレクタ「LOAD」を「39 K」	
に設定します：ターミナル
ブロック「FLOW SENSOR」
のターミナル1と2の入力イ
ンピーダンスは39 kWにな
ります

21 3 PE

39 kΩ

8025

流量センサー 

0…5 V DC 	
標準電圧シグ
ナル (例：TTL)

→→ セレクタを	
「NPN/
PNP」に設
定します	
(図 33) 

→→ セレクタを
以下のよう
に設定	
します 	
図 34. 

→→ セレクタ「LOAD」を「39 K」	
に設定します：ターミナルブ
ロック「FLOW SENSOR」	
のターミナル1と2の入力イ
ンピーダンスは39 kWにな
ります 

21 3 PE

39 kΩ

8025

流量センサー
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リモート流量セ
ンサーの発す
るシグナルの
種類

セレクタ
「SENSOR 

TYPE」 
C  

セレクタ
「SENSOR 

SUPPLY」 
A  

セレクタ「LOAD」

B

LO
AD

COIL/PNP39K

470
2.2K

ターミナルブロック 
「FLOW SENSOR」 

のターミナル割り当て

FLOW

SENSOR

SUPPLY

NC COIL

PU
LS

E
IN

PU
T

NP
N/

PN
P

21 3 PE

+-

パルス、NPN

→→ セレクタを	
「NPN/
PNP」に設
定します	
(図 33)

→→ セレクタを
以下のよう
に設定	
します 	
図 34.

→→ セレクタ「LOAD」
を設定します：

•	 「2.2 K」の場合：負荷抵抗Rは 
2,2 kWになります

•	 「470」の場合：負荷抵抗Rは 
470 Wになります

21 3 PE

8025

R

+3 V

流量センサー

「on/off」	
シグナル (例：
リードリレー)

→→ セレクタを	
「NPN/
PNP」に設
定します	
(図 33)

→→ セレクタを
以下のよう
に設定	
します 	
図 34.

→→ セレクタ「LOAD」
を設定します：

•	 「2.2 K」の場合：負荷抵抗Rは 
2,2 kWになります

•	 「470」の場合：負荷抵抗Rは 
470 Wになります

21 3 PE

8025

R

+3 V

...

流量センサー

8.10	 デジタル入力DI1からDI4までと、トランジスタ出力DO4のワイヤリング 
デジタル入力DI1からDI4までと、トランジスタ出力DO4のワイヤリングについては、以下のチャプターで説明して
います：10.6.1 から 10.6.7 まで。何故なら、これらは配水モードの構成により異なるためです。 
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8.11	 12…36 V DCの電源供給を受けるデバイスのDO1発信機出力 
NPNワイヤリング PNPワイヤリング

PE PEPE

L+ L- PE P- P+

NC

Iout
PULSE

DO1
Supply

12..36Vdc

Univ
Batch

(AO1)

300 mA
+
-

12-36 V DC

(*) +

-

+
-  5-36 VDC

PLC

デバイスの
電源供給

 

デバイスの
電源供給

PLC

PE PEPE

L+ L- PE P- P+

NC

Iout
PULSE

DO1
Supply

12..36Vdc

Univ
Batch

(AO1)

300 mA

(*) +

-

+
-  5-36 VDC+

-

12-36 V DC

 

*) 直接アース接続をすることはできません。負電源ターミナルとアースのあいだに100 nF/50 V キャパシタを取り付けてくだ
さい 

図 35:	 デバイスのDO1発信機出力のNPNまたは PNPワイヤリング 

→→ 発信機出力DO1を、以下のチャプターに従って構成します：10.7.19 から 10.7.23。 

8.12	 8025バッチコントローラコンパクトバージョン、8035バッチコントローラ、
またはSE35バッチコントローラでの、115/230 V ACの電源供給を受ける
バージョンのDO1発信機出力のワイヤリング 

→→ 発信機出力DO1を、以下のチャプターに従ってワイヤリングします：8.11。 

→→ 発信機出力DO1を、以下のチャプターに従って構成します：10.7.19 から 10.7.23。 

英語

タイプ 8025 – 8035 – SE35 バッチコントローラコントローラ



58

電気設備およびワイヤリング 

8.13	 115/230 V ACの電源供給を受ける8025バッチコントローラ壁取り付け
バージョンでの、DO1発信機出力のワイヤリング 

セレクタは、電源供給がオフになっているときにのみ動かしてください。 

位置セレクタ D  は電源供給の値により異なります。 

230V

L N

230V

T 
25

0 
m

A

5 6 7 8 9 10

L N

230V

CURRENT
SOURCE SINK

BINARY

PE PEPE
PE

DI1
DI2
DI3
DI4
DO4
ISOG

FLOW

SENSOR

L+ L- PE P- P+

NC

Iout
PULSE

DO1
Supply

12..36Vdc

Univ
Batch

(AO1)

SUPPLY

NC COIL

PU
LS

E
IN

PU
T

NP
N/

PN
P

21 3 PE

+-

SENSOR

SU
PP

LY
LO

AD

+5V
L+

(L+)-12V COIL/PNP39K

470
2.2K

SENSOR TYPE
COIL NPN/PNP

DO2

DO3

OFF
ON

D

+

-

+
-  5-36 VDC

PLC

デバイスへの電
源供給の接続

PLCへの電源供給

図 36:	 115/230 V ACの電源供給を受ける8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンでの、DO1発信機出力のNPNワイ
ヤリング 

→→ 発信機出力DO1を、以下のチャプターに従って構成します：10.7.19 から 10.7.23。 
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位置セレクタ D  は電源供給の値により異なります。 

PLC

PLCへの電源供給

230V

L N

230V

T 
25

0 
m

A

5 6 7 8 9 10

L N

230V

CURRENT
SOURCE SINK

BINARY

PE PEPE
PE

DI1
DI2
DI3
DI4
DO4
ISOG

FLOW

SENSOR

L+ L- PE P- P+

NC

Iout
PULSE

DO1
Supply

12..36Vdc

Univ
Batch

(AO1)

SUPPLY

NC COIL

PU
LS

E
IN

PU
T

NP
N/

PN
P

21 3 PE

+-

SENSOR

SU
PP

LY
LO

AD

+5V
L+

(L+)-12V COIL/PNP39K

470
2.2K

SENSOR TYPE
COIL NPN/PNP

DO2

DO3

OFF
ON

D

+

-

+
-  5-36 VDC

デバイスへの電
源供給の接続

図 37:	 115/230 V ACの電源供給を受ける8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンでの、DO1発信機出力のPNPワイ
ヤリング 

→→ 発信機出力DO1を、以下のチャプターに従って構成します：10.7.19 から 10.7.23。 

英語

タイプ 8025 – 8035 – SE35 バッチコントローラコントローラ



60

電気設備およびワイヤリング 

8.14	 デバイスのリレー出力DO2およびDO3のワイヤリング 

配水の実行、バルブとリレー出力DO2の接続。

デバイスは以下のものをコントロールできます： 

•	 リレー出力DO2に接続された1個のバルブでの配水。

•	 リレー出力DO2およびDO3に接続された2個のバルブでの配水。この場合、メインバルブ (最も多い流量) を出力
DO2に、補助バルブ (少ない流量) を出力DO3に接続します。

1個のバルブが使用されている場合、出力の構成に合致するリレー出力DO3に負荷を接続します。

FLOW

SENSOR

SUPPLY

NC COIL

PU
LS

E
IN

PU
T

NP
N/

PN
P

21 3 PE

+- DO2

DO3

OFF
ON

230 V AC

m
3 A 

3 A 
230 V AC

図 38:	 DO2およびDO3リレー出力のワイヤリング 

→→ リレー出力DO2の構成については、以下のチャプターをご参照ください：10.7.24。 

→→ リレー出力DO3の構成については、以下のチャプターをご参照ください：10.7.18。 
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9	 コミッショニング 

9.1	 安全性に関する指示 

警告 

不適切なコミッショニングに起因する危険。 
不適切なコミッショニングは、怪我につながり、デバイスと周囲に損傷をもたらすおそれがあります。 

▶▶コミッショニングの前に、確実に、担当の人員が操作説明書を読み、内容を理解しているようにしてください。 

▶▶特に、安全性に関する推奨事項と用途を守ってください。 

▶▶デバイス/設備をコミッショニングするのは、適切に訓練された人員のみにする必要があります。 

このデバイスを電磁干渉、紫外線から保護してください。また、野外に設置する際には、気候条件の効果か
ら保護してください。 

9.2	 コミッショニングの手順 
デバイスをコミッショニングする前に： 

→→ 使用するフィッティングのK因子を入力します。参照チャプター10.7.3。

→→ 必要な配水モードに応じてデバイスをワイヤリングします。参照チャプター8 および、チャプター10.6.1 から 10.6.7。

→→ デジタル入力を使用する場合は、デバイスに電源を供給する前に、DI4をオフの位置にします。

→→ 配水モードを設定します。参照チャプター10.7.5。
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10	 操作と関数 

10.1	 安全性に関する指示 

危険

電圧に起因する危険。 
▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

警告

不適切な操作に起因する怪我のリスク。
不適切な操作は、怪我につながり、デバイスと周囲に損傷をもたらすおそれがあります。 
▶▶操作を担当する操作者は、これらの操作説明書を読み、理解しておく必要があります。 
▶▶特に、安全性に関する推奨事項と用途を守ってください。 
▶▶デバイス/設備を操作するのは、適切に訓練された人員のみにする必要があります。 

10.2	 デバイスの操作レベル 
デバイスには、プロセスレベルと構成レベルという2つの操作レベルがあります。

プロセスレベルでできること：

•	 配水の開始。 

•	 最後にリセットして以降に計測された液体量のメインおよび日間総計の値の読み取り。 

•	 最後にリセットして以降に配水された液体量のメインおよび日間総計の値の読み取り。 

•	 日間の容積総計または質量総計のリセット： 

•	 配水量の日間総計のリセット。 

•	 構成レベルへのアクセス。 

構成レベルは4つのメニュー (パラメータ、テスト、情報、履歴) から成り、以下のことができます：

•	 デバイスパラメータの設定。

•	 デバイスの配水モードの設定。 

•	 配水量のティーチインの実行 (配水モード「LOC.REP」、または「EXT.REP」がデバイスで有効な場合のみ)。

•	 デバイスの入出力のテスト。

•	 デバイスの状態LEDがオレンジ色または赤色であり、配水が行われていないときに、デバイスが生成した警告
およびエラーメッセージの読み取りと承認。

•	 過去10回の配水履歴の参照。 
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LANGUAGE

プロセス
レベル

パラメータ
メニュー テストメニュー

UNIT

K-FACTOR

OPTIONAL

OVERFILL

ALARM

OUTPUT

BACKLIT

END

BATCH M.

BATCH A.

87654 L

231 L.

TEST DI

TEST DO

FREQUENC.

WARNING

END

0......9

0......9

0......9

0......9

ENTER

ENTER

SAVE N/Y

> 5 s

> 5 s

構成レベル

0......9

> 2 s

リセット：

•	 日間の容積総計また
は質量総計のリセット 
(容積または質量単位
後のドットで識別)。

•	 または配水回数の日
間総計 (Bの文字の後
のドットで識別)。

+

> 2 s

MESSAGE 1

MESSAGE 2

MESSAGE 3

END

情報メニュー 1) 2)

0......9

プロセスレベル

ENTERRESET

1254 B

21 B.

> 2 s
0......9

BATCH -1

BATCH -2

BATCH -3

END

履歴メニュー

ENTER

BATCH R.

BATCH S.

CONFIG.

0......9

0......9 0......9

ENTER 配水の開始。参照チャプター10.6。

1) デバイスの状態LEDがオレンジ色または赤色であり、配水が行われていないときにアクセス可能です (参照チャ
プター10.3)。 
2) メニューの警告メッセ―ジは離れた場所からも参照・承認可能です：参照チャプター10.11。 
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10.3	 ナビゲーションキーおよび状態LEDの説明 

•	 表示されたパラメータの選択

•	 設定の承認

リレー出力DO3の状態LED 	
(LEDがオン = 接続遮断)

•	 メッセージの読み取り 

•	 パラメータのスクロール

•	 左側の数字を選択

•	 パラメータのスクロー
ルアップ

•	 選択した数字の上昇

•	 配水履歴の参照

デバイスの状態LED：	
以下のテーブル参照。

リレー出力DO2の状態LED 	
(LEDがオン = 接続遮断)

デバイスの状態
LED

デバイスの状態

緑色 デバイスは適切に動作しています。

オレンジ色 配水に関するアラームや警告メッセージが生成されました。

→→ 配水が行われていない場合は、プロセスレベルで、  キーを2秒間押して、メッセージに
アクセスしてください。参照チャプター11.3 メッセージの意味について。

さらに、以下の場合は、出力DO1、DO3、またはDO4が切り替わります：アラーム関数 (参照チ
ャプター10.7.19) または「WARNING」関数 (参照チャプター10.7.20)

赤色 エラーメッセージが生成されました。

パラメータ「ERR. 10 HZ」が「10 HZ ON」に設定されている場合、発信機出力DO4は10 Hzの周
波数を送信します。参照チャプター10.7.18。

→→ 配水が行われていない場合は、プロセスレベルで、  キーを2秒間押して、メッセージに
アクセスしてください。参照チャプター11.3 メッセージの意味について。

点滅、色にかかわ
りなく

•	 遅い点滅：配水が妨げられています。

•	 配水しているときの素早い点滅：配水に関するアラームが生成されました。

•	 配水していないときの素早い点滅：情報メニューが離れた場所から参照されているか (デジ
タル入力を介して、参照チャプター10.11) デジタル入力または出力の関数がチェックを受け
ています (参照チャプター10.8.1、または 10.8.2)。
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10.4	 ナビゲーションキーの使用 

したいことは… 押すボタンは…
レベルまたはメニュー内のパラメータ間で移動し
ます。 •	  次のパラメータへ移動。

•	 0......9  前のパラメータへ移動。
パラメータメニューにアクセス。

配水が開始されない場合、
ENTER

 +  をプロセスレベル
で5秒間同時押しします。

テストメニューにアクセス。
配水が開始されない場合、0......9  +  + 

ENTER

 をプロセス
レベルで5秒間同時押しします。

情報メニューにアクセス。 デバイスの状態LEDがオレンジ色または赤色で、配水が

開始しなかった場合、  をプロセスレベルで2秒間押し
ます。

履歴メニューにアクセス。
配水が開始されない場合、0......9  をプロセスレベルで2秒
間押します。

プロセスレベルから日間の容積総計または質量総
計をリセット。

プロセスレベルに容積総計または質量総計が表示され

ているときに、0......9  +  を2秒間同時押し
プロセスレベルから配水量の日間総計をリセット。 プロセスレベルに配水量の日間総計が表示されていると

きに、0......9  +  を2秒間同時押し
表示されたパラメータの選択。 ENTER

表示された値を承認します。 ENTER

数値の修正。
•	 0......9  で点滅表示数を増加します。

•	  で点滅表示数の左の数字を選択します。

•	 0......9  +  を同時押しで、小数点を動かします。

→→ 配水の開始、参照チャプター10.6。 
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10.5	 配水およびPLCシナリオの原理 

配水の終了
•	 出力DO4「STATE」：OFF
•	 デバイスの状態LED：緑色、	
点滅なし

•	 バルブが閉まっています
•	 配水ユニットが点滅
•	 総計が上昇しています
•	 出力DOx「END DOSE」に1パル
スを送信 

配水量の選択
•	 出力DO4「STATE」：OFF
•	 デバイスの状態LED：緑色、	
点滅なし

•	 バルブが閉まっています

•	 出力DO4「STATE」：3.5 Hz
•	 出力「ALARM」：ON
•	 デバイスの状態LED：オレンジ
色、すばやく点滅

•	 バルブが閉まっています

配水
•	 出力DO4「STATE」：ON
•	 デバイスの状態LED：緑色、点滅なし
•	 配水単位が点滅

バルブの
開放

89.2   L

DO2の遅延が記
録されています

充填

過剰充填

バルブの
閉鎖

0100.0   L

ENTER

DI4

または

0.1   L

流量 = 0

問題

ALARM

CONTINUERESET

中断
•	 出力DO4「STATE」：1 Hz
•	 出力「ALARM」：OFF
•	 デバイスの状態LED：緑色、ゆっくりと
点滅

•	 バルブが閉まっています

自動または 
ENTER

問題 ENTER

DI4

または

ENTER

DI4

または

ENTER

DI4

または

→→ それぞれの配水モードは以下のチャプターに記されています：10.7.5。 
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表7:	 問題および中断のない状態で配水を行うシナリオ 

イベント 状態、出力DO4
配水なし OFF

配水 ON

配水の終了 OFF

表8:	 中断のない状態で配水を行うシナリオ 

イベント 状態、出力DO4
配水なし OFF

配水 ON

配水中断 1Hz

配水継続
•	 配水が終了しない場合、

ON

•	 配水が中断のあいだに終了した場合、
OFF

	

または配水のリセット OFF

表9:	 アラームありでの配水のシナリオ 

イベント 状態、出力DO4
配水なし OFF

配水 ON

ALARM 3.5 Hz

アラームの承認 
•	 配水がアラームのあいだに終了した場合、

OFF

•	
1Hz

 配水が終了しない場合、配水が妨げられてい
ます。参照 表8。 
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表10:	 中断のあいだに配水の中断およびアラームがあった場合のシナリオ 

イベント 状態、出力DO4
配水なし OFF

配水 ON

配水中断 1Hz

ALARM 3.5 Hz

アラームの承認
•	 配水がアラームのあいだに終了した場合、

OFF

•	
3.5 Hz

 配水が終了しない場合、配水が妨げられてい
ます。参照 表8。 

表11:	 エラー[T]ありでの配水のシナリオ 

イベント 状態、出力DO4
配水なし OFF

配水 ON

ERROR[T] 3.5 Hz

アラームの承認 OFF
	

(「END DOSE」の関数で構成された
DOxからのパルス送信なし) 
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10.6	 プロセスレベルの詳細 
デバイスに電源供給をしたとき、レベルはデフォルトでアクティブです。 

配水実行中にデバイスの電源供給がシャットダウンした場合、電源供給再開時に配水は妨げられてい
ます。デバイスで有効化されている配水モードに応じた配水の続行または停止については、以下のチャ
プターをご参照ください：10.6.1 から 10.6.7。 

構成された配水モードが「LOC. REP」である場合、プロセスレベルに表示されます	
(参照チャプター10.7.6)。

ナビゲーションキーを使用して、ティーチインの手順で決定した量の配水を実行。

構成された配水モードが「EXT. LOC」である場合、プロセスレベルに表示されます 	
(参照チャプター10.7.10)。

実行すること：

•	 デジタル入力を使用して配水。

•	 または、半自動配水：配水量はナビゲーションキーを介して選択しますが、配水はデ
ジタル入力を使用して開始します。

メインの容積総計または質量総計の値は、最後にリセットした後にデバイスが計測し
た液体の総量です。

日間の容積総計または質量総計の値 (容積単位または質量単位の後のドットで識別) 
は、最後にリセットした後にデバイスが計測した液体の量です。

BATCH R.

BATCH S.

87654 L

231 L.

0......9

0......9

> 2 s

リセット：

•	 日間の容積総計または質量総計のリセット (容積または質量単位後のドットで識別)。

•	 または配水回数の日間総計 (Bの文字の後のドットで識別)。 

+

1254 B

21 B. 最後にリセットして以降の配水回数の日間総計の値 (Bの文字の後のドットで識別)。

最後にリセットして以降の配水回数のメイン総計の値。

構成された配水モードが以下である場合、プロセスレベルに表示されます：
「LOC. MANU」(参照チャプター10.7.6) または「MEM+MANU」(参照チャプター10.7.8)。

ナビゲーションキーを使用して配水量を入力して、配水を実行します。

構成された配水モードが以下である場合、プロセスレベルに表示されます：
「LOC. MEM.」(参照チャプター10.7.7) または「MEM+MANU」(参照チャプター10.7.8)。

ナビゲーションキーを使用してデバイスのメモリ内の配水量を選択して、配水を実行し
ます。

BATCH M.

BATCH A.
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10.6.1	 配水モード「LOC.MANU.」、または「MEM.+MANU.」での配水の実行 

配水モード「LOC.MANU.」では、ナビゲーションキーを介して配水量の入力と配水の開始ができます。

配水モード「MEM.+MANU.」では以下のことができます：

•	 ナビゲーションキーを介して配水量の入力と配水の開始。

•	 またはナビゲーションキーを介して、メモリに保存された分量の配水を開始。 

危険 

電圧に起因する危険。 
▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

→→ DO2およびDO3出力へのバルブの接続：参照チャプター8.14。

→→ 以下に示されているように出力DO4をワイヤリングします：図 39。

CURRENT
SOURCE SINK

BINARY

PE PEPE
PE

DI1
DI2
DI3
DI4
DO4
ISOG

FLOW

SENSOR

L+ L- PE P- P+

NC

Iout
PULSE

DO1
Supply

12..36Vdc

Univ
Batch

(AO1)

SUPPLY

NC COIL

PU
LS

E
IN

PU
T

NP
N/

PN
P

21 3 PE

+-

SENSOR
SU

PP
LY

LO
AD

+5V
L+

(L+)-12V COIL/PNP39K

470
2.2K

SENSOR TYPE
COIL NPN/PNP

DO2

DO3

OFF
ON

+
-

5-36 V DC

125 mA

LED1) は、例えば出力DO4がデバイスの状態を発信するように構成されてい
る場合に、配水状態をシグナルします。 

PLC

ターミナルA

2)

1) LEDは発信機出力DO4の構成に応じて、他の表示システムと交換することができます。参照チャプター10.7.18。
2)12…36 V DCで電源供給を受けるバージョンでは、デバイスの電源供給を使用して発信機出力DO4に電源供給することがで
きます。この場合、ターミナル「ISOG」をターミナルブロックAのターミナル (L-) に接続して、300 mA-ヒューズ (125 mA-ヒュー
ズの代わりに) を使用して電源供給を保護してください。 

図 39:	 以下の配水モードにおける発信機出力DO4の電気接続：「LOC. MANU」、「LOC.MEM」、「MEM+MANU」、または
「LOC.REP」

→→ デバイスを再起動します。 

→→ 配水モード「LOC.MANU.」または「MEM.+MANU.」でのデバイスの構成：参照チャプター10.7.6 または 10.7.8。 

→→ 以下で示されているように配水を実行します：図 40。 
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•	 配水の開始中に問題が発生してアラーム (アラーム「DURING」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.16)、バルブ開放中にパイプで測定された流量がない場合、アラームが生成されます。参照チャ
プター11.3.4 で、問題を解決します。

•	 配水の実行後に問題が発生してアラーム (アラーム「AFTER」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.17)、バルブ閉鎖後にパイプ流量が測定されている場合、アラームが生成されます。参照チャプター
11.3.4 で、問題を解決します。

BATCH M 0100.0 L

OK Y/N

89.2   L        

→→ 配水量 (値は、0.0001と99999配水単位のあいだであり、配水単位は以下のチャ
プターで選択します：10.7.2) は6をK因子で除算した値以上です (単位はパルス/
リットル)。

→→ 承認します。

→→ 「OK Y」を選択して配水を開始します。

→→ 承認します。

配水量は0まで計測されます (配水単位が点滅)。

→→ パイプ内で計測された流量を読み取るには、  または 
0......9
を押

します。

→→ 配水量を読み取るには、  または 
0......9
 を一度押します。

→→ 配水を中断するには、図 41 をご参照ください。

→→ 承認します。

プロセスレベル

0.1   L
配水が点滅しているとき：

•	 配水単位が点滅しておらず、

•	 バルブが閉じられている。

→→ プロセスレベルに戻って、新しい配水を開始するには、ENTER  を押
します。

図 40:	 配水モード「LOC.MANU.」、または「MEM.+MANU.」での手動配水の実行
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→→ 配水を中断するには、
ENTER

 を押します：バルブは出力DO2に接続されているか、あるいは閉鎖された出力
DO3に接続されており、デバイス状態LEDは1 Hz-周波数で点滅し、DO4出力 (デバイス状態を送信するよう
に構成されている場合は、チャプター10.7.26を参照) は 1 Hz-周波数を生成します。 

CONTINUE

0......9

RESET

→→ 配水続行を承認します。

→→ 配水停止を承認します。

87.2   L        配水量の計測が続行します。

0100.0   L デバイスで新しい配水の準備ができています。

図 41:	 配水モード「LOC.MANU.」、または「MEM.+MANU.」での配水の中断

10.6.2	 配水モード「LOC.MEM.」、または「MEM.+MANU.」での手動配水の実行 

配水モード「LOC.MEM.」では、ナビゲーションキーを介してメモリに保存された分量の配水を開始できます。

配水モード「MEM.+MANU.」では以下のことができます：

•	 ナビゲーションキーを介して配水量の入力と配水の開始。

•	 または、メモリから配水量を選択して、ナビゲーションキーを介して配水を開始できます。 

危険 

電圧に起因する危険。 
▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

→→ DO2およびDO3出力へのバルブの接続：参照チャプター8.14。

→→ 以下に示されているように出力DO4をワイヤリングします：図 39、チャプター10.6.1。

→→ デバイスを再起動します。

→→ 配水モード「LOC.MEM.」または「MEM.+MANU.」でデバイスを構成します：参照チャプター10.7.7 または 10.7.8。

→→ 以下で示されているように配水を実行します：図 42。
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•	 配水の開始中に問題が発生してアラーム (アラーム「DURING」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.16)、バルブ開放中にパイプで測定された流量がない場合、アラームが生成されます。参照チャ
プター11.3.4 で、問題を解決します。 

•	 配水の実行後に問題が発生してアラーム (アラーム「AFTER」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.17)、バルブ閉鎖後にパイプ流量が測定されている場合、アラームが生成されます。参照チャプター
11.3.4 で、問題を解決します。 

プロセスレベル

BATCH A

OK Y/N

89.2   L

→→ 配水量を選択します。

→→ 承認します。

→→ 「OK Y」を選択して配水を開始します。

→→ 承認します。

配水量が計測されました (配水単位が点滅)。

→→ パイプ内で計測された流量を読み取るには、	
 または 

0......9
 を押します。

→→ 配水量を読み取るには、  または 
0......9
 を一度押し

ます。

→→ 配水を中断するには、図 43 をご参照ください。

V1

V7

RETURN

0......9

→→ 承認します。

配水が点滅しているとき：

•	 配水単位が点滅しておらず、

•	 バルブが閉じられている。

→→ プロセスレベルに戻って、新しい配水を開始するには、
ENTER  を押します。

0.1   L

図 42:	 配水モード「LOC.MEM.」、または「MEM.+MANU.」での配水の実行
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→→ 配水を中断するには、
ENTER

 を押します：バルブは出力DO2に接続されているか、あるいは閉鎖された出力
DO3に接続されており、デバイス状態LEDは1 Hz-周波数で点滅し、DO4出力 (デバイス状態を送信するよう
に構成されている場合は、チャプター10.7.26を参照) は 1 Hz-周波数を生成します。 

CONTINUE

0......9

RESET

→→ 配水続行を承認します。

→→ 配水停止を承認します。

87.2   L        配水量の計測が続行します。

V1 デバイスで新しい配水の準備ができています。

図 43:	 配水モード「LOC.MEM.」、または「MEM.+MANU.」での配水の中断

10.6.3	 配水モード「EXT.MEM.」での配水の実行 

配水モード「EXT.MEM」では、メモリから配水量を選択して、デジタル入力を介して配水を開始できます。

危険 

電圧に起因する危険。 
▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

→→ DO2およびDO3出力へのバルブの接続：参照チャプター8.14。

→→ 出力DO4およびデジタル入力DI1からDI4までを、図 44 で説明されているように、以下の要件に応じてワイヤリ
ングします：

•	 発信機出力DO4により、出力DO4が「STATE」関数で構成されている場合、配水状態を発信できます (参照チャ
プター10.7.26)。

•	 デジタル入力DI4により、配水の開始、中断、続行、停止ができます。また、アラームの生成がデバイスで有効化さ
れている場合、アラームの承認もできます (参照チャプター10.7.16 および 10.7.17)。

•	 デジタル入力DI1からDI3までにより、デバイスのメモリに保存された7段階の配水量から1つを選択できます。	
7段階の配水量すべてを使用しない場合は、必要な入力を接続するだけです。配水が中断された場合、デジタ
ル入力は「CONTINUE」関数と「RESET」関数のあいだで、ポーズメニュー内でのナビゲーションができます。
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CURRENT
SOURCE SINK
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DO3
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+
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5-36 V DC

125 mA

PLC

2)

LED1) は、例えば出力DO4がデバイスの状態を発信するように構成されてい
る場合に、配水状態をシグナルします。 

配水を開始および中断するシステム。

切り替え

ターミナルA

1) LEDは発信機出力DO4の構成に応じて、他の表示システムと交換することができます。参照チャプター10.7.18。
2)12…36 V DCで電源供給を受けるバージョンでは、デバイスの電源供給を使用してデジタル入力DIおよび発信機出力DO4
に電源供給することができます。この場合、ターミナル「ISOG」をターミナルブロックAのターミナル (L-) に接続して、300 mA-
ヒューズ (125 mA-ヒューズの代わりに) を使用して電源供給を保護してください。 

図 44:	 以下の配水モードにおけるデジタル入力DIおよび発信機出力DO4の電気接続：「EXT.MEM」、「EXT.+LOC」、または
「EXT.[T]」

→→ デバイスを再起動します：

•	 DI4入力が低レベルになっている (電力がない) 場合は、デバイスに電源を供給する際に、4個のデジタル入力が
高レベルでアクティブになります。

•	 DI4入力が高レベルになっている (電力がない) 場合は、デバイスに電源を供給する際に、4個のデジタル入力が
低レベルでアクティブになります。

→→ この配水モードでデバイスを構成します：参照チャプター10.7.9。

→→ 以下で示されているように配水を実行します：図 45。 

•	 配水の開始中に問題が発生してアラーム (アラーム「DURING」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.16)、バルブ開放中にパイプで測定された流量がない場合、アラームが生成されます。参照チャ
プター11.3.4 で、問題を解決します。

•	 配水の実行後に問題が発生してアラーム (アラーム「AFTER」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.17)、バルブ閉鎖後にパイプ流量が測定されている場合、アラームが生成されます。参照チャプター
11.3.4 で、問題を解決します。
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プロセスレベル (デジタル入力DI1、DI2、およびDI3が無効化されます)。

→→ メモリから配水量を選択するには、デジタル入力DI1、DI2、DI3を有効化してくだ
さい。

入力DI3の状態 0 0 0 1 1 1 1
入力DI2の状態 0 1 1 0 0 1 1
入力DI1の状態 1 0 1 0 1 0 1
関連付けられた量 V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7

→→ プロセスレベルに戻るには、3個のデジタル入力DI1からDI3までを無効化します。

代わりにディスプレイが、呼び出されたメモリと配水量を表示します。

→→ 配水を開始するには、パルスをデジタル入力DI4に送信します。
V1 00120   L

配水量が計測されました (配水単位が点滅)。

→→ パイプ内で計測された流量を読み取るには、  または 
0......9
 を押します。

→→ 配水量を読み取るには、  または 
0......9
 を一度押します。

→→ 配水を中断するには、図 46 をご参照ください。

00117   L

1156   L

配水が点滅している場合、デバイスは新しい配水の準備ができています。
V1

図 45:	 メモリに記憶された量の配水を、配水モード「EXT.MEM.」で実行
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→→ 配水を中断するには、
ENTER

 を押します：バルブは出力DO2に接続されているか、あるいは閉鎖された出力
DO3に接続されており、デバイス状態LEDは1 Hz-周波数で点滅し、DO4出力 (デバイス状態を送信するよう
に構成されている場合は、チャプター10.7.26を参照) は 1 Hz-周波数を生成します。 

CONTINUE

RESET

→→ デジタル入力を介して配水を続行するには：

•	 3個のデジタル入力DI1、DI2、またはDI3のうち、最低でも1つを有効化します 

•	 パルスをDI4に送信します。

→→ 3個のデジタル入力DI1、DI2、またはDI3のうち、最低でも1つが有効化されている場合に、ナビ
ゲーションキーを介して配水を続行するには：

•	 0......9  または  キーを押して、「CONTINUE」を表示し、

•	
ENTER

 キーを押します。

→→ デジタル入力を介して配水を停止するには：

•	 3個のデジタル入力DI1、DI2、またはDI3を無効化し、

•	 パルスをDI4に送信します。

→→ 3個のデジタル入力DI1、DI2、またはDI3のうち、最低でも1つが有効化されている場合に、ナビ
ゲーションキーを介して配水を停止するには：

•	 0......9  または  キーを押して、「RESET」を表示し、

•	
ENTER

 キーを押します。

113   L        配水量の計測が続行します。

V1 デバイスで新しい配水の準備ができています。

図 46:	 配水モード「EXT.MEM.」での配水の中断
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10.6.4	 配水モード「EXT.+LOC.」での配水の実行 

配水モード「EXT.+LOC.」では以下のことができます：

•	 ナビゲーションキーまたはデジタル入力を介して、デバイスのメモリから配水量を選択して、

•	 その後、デジタル入力DI4 (のみ) を介して配水を開始します。 

危険 

電圧に起因する危険。 
▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

→→ DO2およびDO3出力へのバルブの接続：参照チャプター8.14。 

→→ 以下に説明されているとおりに、また、以下の要件に従って、出力DO4およびデジタル入力DIをワイヤリングし
ます：図 44、チャプター10.6.3：

•	 発信機出力DO4は、配水状態の発信を可能にします。 

•	 デジタル入力DI4により、配水の開始、中断、続行、停止ができます。また、アラームの生成がデバイスで有効化さ
れている場合、アラームの承認もできます (参照チャプター10.7.16 および 10.7.17)。

•	 デジタル入力DI1からDI3までにより、デバイスのメモリに入力された7段階の配水量から1つを選択できます 	
(参照 図 45、チャプター10.6.3)。7段階の配水量すべてを使用しない場合は、必要な入力を接続するだけです。
配水が中断された場合、デジタル入力は「CONTINUE」関数と「RESET」関数のあいだで、ポーズメニュー内での
ナビゲーションができます。配水量がナビゲーションキーを介して選択され、離れた場所から配水が停止されな
い場合は、入力DI1からDI3は接続しないままにすることができます。

→→ デバイスを再起動します：

•	 DI4入力が低レベルになっている (電力がない) 場合は、デバイスに電源を供給する際に、4個のデジタル入力が
高レベルでアクティブになります。

•	 DI4入力が高レベルになっている (電力がない) 場合は、デバイスに電源を供給する際に、4個のデジタル入力が
低レベルでアクティブになります。

→→ この配水モードでデバイスを構成します：参照チャプター10.7.10。

→→ メモリに保存され、ナビゲーションキーを介して選択した量の配水を実行：参照 図 47。

→→ メモリに保存された量の配水をデジタル入力を介して実行：参照 図 48。 

•	 配水の開始中に問題が発生してアラーム (アラーム「DURING」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.16)、バルブ開放中にパイプで測定された流量がない場合、アラームが生成されます。参照チャ
プター11.3.4 で、問題を解決します。

•	 配水の実行後に問題が発生してアラーム (アラーム「AFTER」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.17)、バルブ閉鎖後にパイプ流量が測定されている場合、アラームが生成されます。参照チャプター
11.3.4 で、問題を解決します。
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•	 ナビゲーションキーを介して配水量を選択し、3個のデジタル入力DI1からDI3までを無効化。

•	 警告メッセージがデバイスにより生成され、配水が実行されていない場合、DI4の長いパルス (> 2秒)に
より、入力DI1からDI3までがどのような状態であれ、情報メニューにリモートアクセスできるようになり
ます。参照チャプター10.11。

45.6   L

配水量が計測されています。

→→ 配水を中断するには、図 49 をご参照くだ
さい。

RETURN

0......9

→→ 他の配水量を選択する
には、「戻る」を承認し
ます。

→→ 配水を開始するには、短いパルス (< 2 秒) をデジ
タル入力DI4に送信します。V3

プロセスレベル

BATCH-S

OK Y/N

→→ ナビゲーションキーを介して配水量を選択します。

→→ 承認します。

→→ 「OK Y」を選択して量を選択します。

→→
ENTER

 キーを押して承認します：出力DO4 (デバイスの状態を発信
するように構成されている場合：参照チャプター10.7.26) 選択した
メモリの数 (V1からV7) に応じて1から7のパルスを送信します。

V1

V7

RETURN

0......9

→→ 承認します。

図 47:	 配水モード「EXT.+LOC.」でナビゲーションキーやデジタル入力DI4を介してデバイスのメモリに記録された量の配水
を実行 

英語

タイプ 8025 – 8035 – SE35 バッチコントローラコントローラ



80

操作と関数 

警告メッセージがデバイスにより生成され、配水が実行されていない場合、DI4の長いパルス (> 2秒)に
より、入力DI1からDI3までがどのような状態であれ、情報メニューにリモートアクセスできるようになり
ます。参照チャプター 10.11. 

プロセスレベル (デジタル入力DI1、DI2、およびDI3が無効化されます)。

→→ メモリから配水量を選択するには、デジタル入力DI1、DI2、DI3を有効化してくだ
さい。

入力DI3の状態 0 0 0 1 1 1 1
入力DI2の状態 0 1 1 0 0 1 1
入力DI1の状態 1 0 1 0 1 0 1
関連付けられた量 V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7

→→ プロセスレベルに戻るには、3個のデジタル入力DI1からDI3までを無効化します。

代わりにディスプレイが、呼び出されたメモリと配水量を表示します。

→→ 配水を開始するには、短いパルス (< 2 秒) をデジタル入力DI4に送信し
ます。

V1 0120.0   L

配水量が計測されました (配水単位が点滅)。

→→ パイプ内で計測された流量を読み取るには、  または 
0......9
 を押します。

→→ 配水量を読み取るには、  または 
0......9
 を一度押します。

→→ 配水を中断するには、図 46 をご参照ください。

37.8 L

1156   L

V1 配水が点滅している場合、デバイスは新しい配水の準備ができています。

→→ プロセスレベルに戻るには、3個のデジタル入力DI1からDI3までを無効化します。

図 48:	 配水モード「EXT.+LOC.」でデジタル入力DI4を介してメモリに記録された量の配水を実行 

英語

タイプ 8025 – 8035 – SE35 バッチコントローラコントローラ



81

操作と関数 

→→ 配水を中断するには、
ENTER

 を押します：バルブは出力DO2に接続されているか、あるいは閉鎖された出力
DO3に接続されており、デバイス状態LEDは1 Hz-周波数で点滅し、DO4出力 (デバイス状態を送信するよう
に構成されている場合は、チャプター10.7.26を参照) は 1 Hz-周波数を生成します。 

CONTINUE

RESET

→→ デジタル入力を介して配水を続行するには：

•	 3個のデジタル入力DI1、DI2、またはDI3のうち、最低でも1つを有効化します 

•	 パルスをDI4に送信します。

→→ ナビゲーションキーを介して配水を続行するには：

•	 0......9  または  キーを押して、「CONTINUE」を表示し、 

•	
ENTER

 キーを押します。

→→ デジタル入力を介して配水を停止するには：

•	 有効化した後、3個のデジタル入力DI1、DI2、またはDI3のうちの1個を無効化し、「RESET」が表
示されたことを確認して、

•	 パルスをDI4に送信します。

→→ ナビゲーションキーを介して配水を停止するには：

•	 0......9  または  キーを押して、「RESET」を表示し、

•	
ENTER

 キーを押します。

37.8   L        配水量の計測が続行します。

V1 デバイスで新しい配水の準備ができています。

図 49:	 配水モード「EXT.+LOC.」での配水の中断
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10.6.5	 配水モード「EXT.[T]」 

このモードでは、デジタル入力DI1のスイッチが入る次第即座に配水が開始します。

配水モード「EXT.[T]」により、デジタル入力DI1が有効化されていた時間に応じた量の配水を開始できます。 

危険 

電圧に起因する危険。 
▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

→→ DO2およびDO3出力へのバルブの接続：参照チャプター8.14。

→→ 以下に説明されているとおりに、また、以下の要件に従って、出力DO4およびデジタル入力DIをワイヤリングし
ます：図 44、チャプター10.6.3：

•	 発信機出力DO4は、配水状態の発信を可能にします。 

•	 デジタル入力DI1により、DI1の有効化時間に応じた量の配水を開始できます。

•	 デジタル入力DI4により、配水の中断または続行ができます。また、アラームの生成がデバイスで有効化されて
いる場合、アラームの承認もできます (参照チャプター10.7.16 および 10.7.17)。

•	 配水が中断された場合、デジタル入力DI2やDI3は「CONTINUE」関数と「RESET」関数のあいだで、ポーズメニュ
ー内でのナビゲーションができます。

→→ デバイスを再起動します：

•	 DI4入力が低レベルになっている (電力がない) 場合は、デバイスに電源を供給する際に、4個のデジタル入力が
高レベルでアクティブになります。

•	 DI4入力が高レベルになっている (電力がない) 場合は、デバイスに電源を供給する際に、4個のデジタル入力が
低レベルでアクティブになります。

→→ この配水モードでデバイスを構成します：参照チャプター10.7.11。

→→ 以下で示されているように配水を実行します：図 50。 

•	 配水の開始中に問題が発生してアラーム (アラーム「DURING」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.16)、バルブ開放中にパイプで測定された流量がない場合、アラームが生成されます。参照チャ
プター11.3.4 で、問題を解決します。

•	 配水の実行後に問題が発生してアラーム (アラーム「AFTER」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.17)、バルブ閉鎖後にパイプ流量が測定されている場合、アラームが生成されます。参照チャプター
11.3.4 で、問題を解決します。
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「ERROR [T]」のメッセージが配水中に表示された場合：参照チャプター11.3.4 および 10.7.11。 

プロセスレベル (デジタル入力DI1、DI2、およびDI3が無効化されます)。

→→ 配水を開始するには、デジタル入力DI1を、配水量に関連するT (時間) 有効化します。

→→ 配水を中断するには、図 51 をご参照ください。

1156   L

カウンタが上昇しています (単位が点滅)。

→→ パイプ内で計測された流量を読み取るには、  または 
0......9
 を押します。

→→ 配水量を読み取るには、  または 
0......9
 を一度押します。

6.3206   L

デジタル入力DI1が無効化され、有効化時間に応じた量に達した場合：

•	 バルブが閉じられ、

•	 総配水量が表示されています (配水単位は点滅していません)。

100.06   L

図 50:	 配水モード「EXT.[T]」での配水の実行 
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デジタル入力DI1の有効化時間は、配水中断中も計測されます。

→→ 配水を中断するには、
ENTER

 を押します：バルブは出力DO2に接続されているか、あるいは閉鎖された出力
DO3に接続されており、デバイス状態LEDは1 Hz-周波数で点滅し、DO4出力 (デバイス状態を送信するよう
に構成されている場合は、チャプター10.7.26を参照) は 1 Hz-周波数を生成します。 

CONTINUE

RESET

→→ デジタル入力を介して配水を続行するには：

•	 デジタル入力DI2およびDI3を無効化し、 

•	 パルスをDI4に送信します。

→→ デジタル入力DI2およびDI3無効化されている場合に、ナビゲーションキーを介して配水を続
行するには：

•	 0......9  または  キーを押して、「CONTINUE」を表示し、

•	
ENTER

 キーを押します。

→→ デジタル入力を介して配水を停止するには：

•	 デジタル入力DI2またはDI3のうち1個を有効化し、

•	 パルスをDI4に送信します。

→→ 入力DI2およびDI3無効化されている場合に、ナビゲーションキーを介して配水を停止する
には：

•	 0......9  または  キーを押して、「RESET」を表示し、

•	
ENTER

 キーを押します。

113   L        配水量の計測が続行します。

プロセスレベル：デバイスで新しい配水の準備ができています。

図 51:	 配水モード「EXT.[T]」での配水の中断
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10.6.6	 配水モード「EXT.REP.」での配水の実行 

配水モード「EXT.REP.」により、デジタル入力を介して、ティーチインの手順で決定された量の配水を開始できます。 

危険 

電圧に起因する危険。 
▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

→→ DO2およびDO3出力へのバルブの接続：参照チャプター8.14。

→→ 出力DO4およびデジタル入力を、図 52 で説明されているように、以下の要件に応じてワイヤリングします：

•	 発信機出力DO4は、配水状態の発信を可能にします。 

•	 配水が中断された場合、デジタル入力DI1は「CONTINUE」関数と「RESET」関数のあいだで、ポーズメニュー内で
のナビゲーションができます。

•	 デジタル入力DI4により、デジタル入力DI1が有効なときに、配水の中断と続行ができます。また、アラームの生
成がデバイスで有効化されている場合、アラームの承認もできます (参照チャプター10.7.16 および 10.7.17)。 

CURRENT
SOURCE SINK

BINARY

PE PEPE
PE

DI1
DI2
DI3
DI4
DO4
ISOG

FLOW

SENSOR

L+ L- PE P- P+

NC

Iout
PULSE

DO1
Supply

12..36Vdc

Univ
Batch

(AO1)

SUPPLY

NC COIL

PU
LS

E
IN

PU
T

NP
N/

PN
P

21 3 PE

+-

SENSOR

SU
PP

LY
LO

AD

+5V
L+

(L+)-12V COIL/PNP39K

470
2.2K

SENSOR TYPE
COIL NPN/PNP

DO2

DO3

OFF
ON

+
-

5-36 V DC

125 mA

LED1) は、例えば出力DO4がデバイスの状態を発信するように構成されてい
る場合に、配水状態をシグナルします。 

配水を開始および中断するシステム。

切り替え

ターミナルA

PLC

2)

1) LEDは発信機出力DO4の構成に応じて、他の表示システムと交換することができます。参照チャプター10.7.18。
2)12…36 V DCで電源供給を受けるバージョンでは、デバイスの電源供給を使用してデジタル入力DIおよび発信機出力DO4
に電源供給することができます。この場合、ターミナル「ISOG」をターミナルブロックAのターミナル (L-) に接続して、300 mA-
ヒューズ (125 mA-ヒューズの代わりに) を使用して電源供給を保護してください。 

図 52:	 以下の配水モードにおけるデジタル入力DIおよび発信機出力DO4の電気接続：「EXT.REP」

→→ デバイスを再起動します：

•	 DI4入力が低レベルになっている (電力がない) 場合は、デバイスに電源を供給する際に、4個のデジタル入力が
高レベルでアクティブになります。
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•	 DI4入力が高レベルになっている (電力がない) 場合は、デバイスに電源を供給する際に、4個のデジタル入力が
低レベルでアクティブになります。

→→ この配水モードでデバイスを構成します：参照チャプター10.7.12。

→→ 以下で示されているように配水を実行します：図 53。

•	 配水の開始中に問題が発生してアラーム (アラーム「DURING」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.16)、バルブ開放中にパイプで測定された流量がない場合、アラームが生成されます。参照チャ
プター11.3.4 で、問題を解決します。

•	 配水の実行後に問題が発生してアラーム (アラーム「AFTER」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.17)、バルブ閉鎖後にパイプ流量が測定されている場合、アラームが生成されます。参照チャプター
11.3.4 で、問題を解決します。

•	 デジタル入力DI1が有効であり、配水が開始されず、デバイスにより警告メッセージが生成されない
場合、DI4の長いパルス (> 2秒) により情報メニューにアクセスできます。参照チャプター10.11。

→→ ティーチインで決定された量の配水を開始するには、短いパルス (< 2 秒) をデジタル入力
DI4に送信します。

READY

8.5 %
デバイスは、既に配水された量の割合を表示します (%の記号が点滅)。

→→ パイプ内で計測された流量を読み取るには、  または 
0......9
 を押します。

→→ 配水量を読み取るには、  または 
0......9
 を一度押します。

→→ 配水を中断するには、図 54ご参照ください。 

配水が点滅している場合、デバイスは新しい配水の準備ができています。

プロセスレベル (デジタル入力DI1、DI2、およびDI3が無効化されます)。

→→ DI1デジタル入力を有効化します。
1156   L

図 53:	 配水モード「EXT.REP.」での配水の実行
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→→ 配水を中断するには、
ENTER

 を押します：バルブは出力DO2に接続されているか、あるいは閉鎖された出力
DO3に接続されており、デバイス状態LEDは1 Hz-周波数で点滅し、DO4出力 (デバイス状態を送信するよう
に構成されている場合は、チャプター10.7.26を参照) は 1 Hz-周波数を生成します。 

CONTINUE

RESET

→→ デジタル入力を介して配水を続行するには：

•	 DI1デジタル入力を有効化します。

•	 パルスをDI4に送信します。

→→ 入力DI1が有効化されている場合に、ナビゲーションキーを介して配水を続行するには：

•	 0......9  または  キーを押して、「CONTINUE」を表示し、

•	
ENTER

 キーを押します。

→→ デジタル入力を介して配水を停止するには：

•	 DI1デジタル入力を無効化します。

•	 パルスをDI4に送信します。

→→ 入力DI1が有効化されている場合に、ナビゲーションキーを介して配水を停止するには：

•	 0......9  または  キーを押して、「RESET」を表示し、

•	
ENTER

 キーを押します。

10.5 % 配水量の計測が続行します。

プロセスレベル：デバイスで新しい配水の準備ができています。

図 54:	 配水モード「EXT.REP.」での配水の中断
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10.6.7	 配水モード「LOC.REP.」での配水の実行 

配水モード「LOC.REP.」により、ナビゲーションキーを介して、ティーチインの手順で決定された量の配水を開始で
きます。 

危険 

電圧に起因する危険。 
▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

→→ 以下に示されているように出力DO4をワイヤリングします：図 39。

→→ DO2およびDO3出力へのバルブの接続：参照チャプター8.14。

→→ デバイスを再起動します。

→→ この配水モードでデバイスを構成します：参照チャプター10.7.13。

→→ 以下で示されているように配水を実行します：図 55。 

•	 配水の開始中に問題が発生してアラーム (アラーム「DURING」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.16)、バルブ開放中にパイプで測定された流量がない場合、アラームが生成されます。参照チャ
プター11.3.4 で、問題を解決します。

•	 配水の実行後に問題が発生してアラーム (アラーム「AFTER」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.17)、バルブ閉鎖後にパイプ流量が測定されている場合、アラームが生成されます。参照チャプター
11.3.4 で、問題を解決します。
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8.5 % デバイスは、既に配水された量の割合を表示します (%の記号が点滅)。

→→ パイプ内で計測された流量を読み取るには、  または 
0......9
 を押

します。

→→ 配水量を読み取るには、  または 
0......9
 を一度押します。

→→ 配水を中断するには、図 56 をご参照ください。

→→ 承認します。

BATCH R. OK Y/N

→→ 「OK Y」を選択して新しい配水を開始します。

→→ 承認します。

プロセスレベル

100.4 %
配水が点滅しているとき：

•	 デバイスは達成した割合を表示し (約100%)、

•	 バルブが閉じられます。

→→ プロセスレベルに戻って、新しい配水を開始するには、ENTER  を押
します。

図 55:	 配水モード「LOC.REP.」での配水の実行

→→ 配水を中断するには、
ENTER

 を押します：バルブは出力DO2に接続されているか、あるいは閉鎖された出力
DO3に接続されており、デバイス状態LEDは1 Hz-周波数で点滅し、DO4出力 (デバイス状態を送信するよう
に構成されている場合は、チャプター10.7.26を参照) は 1 Hz-周波数を生成します。 

CONTINUE

0......9

RESET

→→ 配水続行を承認します。

→→ 配水停止を承認します。デバイスがプロセスレベルに戻ります。

10.2 % 配水量の計測が続行します。

BATCH R. デバイスで新しい配水の準備ができています。

図 56:	 配水モード「LOC.REP.」での配水の中断

英語
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10.7	 パラメータメニューの詳細 

パラメータメニューにアクセスするには、5秒間以上  
ENTER

 を同時押しします。

このメニューは以下の構成可能なパラメータから成ります：

LANGUAGE

UNIT

K-FACTOR

OPTIONAL

OVERFILL

ALARM

OUTPUT

BACKLIT

END

0......9

SAVE N/Y プロセスレベル

RESET

表示言語の選択

配水単位、流量単位、容積総計または質量総計の単位と小数点の位置の選択

使用するフィッティングのK因子を入力するか、ティーチインの手順で定義します。 

出力の構成 (DO1からDO4)。

容積総計または質量総計の両方や、実行した配水の両方の総計、履歴メニューのリセ
ット。

ディスプレイの明るさ、オンになっている時間の設定、またはバックライトの無効化。

パラメータメニューにおける変更の保存または破棄。

変更が保存された場合、デバイスは新しい設定で動
作します。

•	 8種類の利用可能なモードから配水モードを選択。

•	 最大7種類の配水量、V1からV7を入力。

•	 過剰充填修正の無効化。

•	 過剰充填の修正の有効化と、4種類の利用可能な動作から動作モードの選択。

•	 配水中や配水終了時に発生する問題に関するアラーム生成の無効化。

•	 配水中や配水終了時に発生する問題に関するアラーム生成の有効化と、生成前の遅
延の入力。

図 57:	 パラメータメニューの図

英語
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10.7.1	 表示言語の選択 

デバイスが最初に電源供給されたときの表示言語は英語です。

LANGUAGE ENGLISH

DEUTSCH

FRANÇAIS

ITALIANO

ESPANOL

0......9 →→ 表示された言語を選択すると、選択された言
語が速やかに有効化されます。

UNIT

図 58:	 パラメータメニューの「LANGUAGE」パラメータの図

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.7.2	 配水単位、流量単位、容積総計または質量総計の単位と小数点の位置の選択 

配水量の単位が変更されたとき： 

•	 両方の総計をリセット。

•	 容積または質量の値を他の設定に手動で変換。

さらに、「メートル法」と「ガロン法」のあいだで切り替える場合は、以下の公式でK因子を変換します：

-- パルス/US ガロンのK因子 = パルス/lx3,785のK因子
-- パルス/IMP ガロンのK因子 = パルス/lx4,546のK因子

配水単位が質量単位である場合、測定する液体の密度に応じてK因子を変換します。

量を入力するときに配水量の小数点の位置が選択されます。

「UNIT」パラメータでは以下のことを選択できます：

•	 配水量の容積単位または質量単位。

•	 流量の単位 (配水中に計測された流量を表示するためにのみ使用されます)。

•	 容積総計の単位は、配水単位として過去にリットル、ミリリットル、または立法メートルが選択されていた場合
です。

•	 小数点の数 (0、1、2から選択) で、プロセスレベルの容積総計または質量総計を表示します。
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LB/SEC

LB/MIN

LB/H

UNIT

MLIT/SEC

LIT/MIN

LIT/H

M3/MIN

M3/H

0......9

US GAL/S

US GAL/M

US GAL/H

IMP GA/S

IMP GA/M

GA/H

FLOW

TOTAL

0......9

RETURN

DEC PT 2

DEC PT 1

DEC PT 0

0......9

LITRE

→→ 流量の単位を選択します (利用可能な選択肢は、過去に
選択した配水量の単位により異なります)。

→→ 承認します。

→→ 容積総計または質量総計の小数点の位置
を選択します。

→→ 承認します。

→→ 総計の単位を選択します (選択した配水単位がミリリット
ル、リットル、立法メートルである場合)。

→→ 承認します。

MLIT/MIN

MLIT/H

LIT/SEC

M3

0......9

KG/SEC

KG/MIN

KG/H

MLITRE

IMP GAL

KILOGRAM

POUNDS

0......9

BATCH

LITRE

M3

US GAL

→→ 配水量の単位を選択します。

→→ 承認します。

図 59:	 パラメータメニューの「UNIT」パラメータの図 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。
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10.7.3	 使用するフィッティングのK因子の入力 

デバイスはフィッティングのK因子を使用してパイプ内を流れる液体の量を決定します。

使用するフィッティングのK因子はここに入力できます。また、デバイスはティーチインの手順を使用してK因子を
決定します：参照。10.7.4。

デバイスは、パラメータメニューを離れるときに「保存承認」が承認され次第即座に新しいK因子を使用し
ます。

使用するフィッティングのK因子はフィッティングの操作説明書に記されています。

Bürkertフィッティングの操作説明書は、デバイス付属のCD、またはインターネットでご覧いただけます。	
www.burkert.com 

ディスプレイは、ティーチインの手
順を使用して最後に入力または決
定したフィッティングのK因子を表示
します。

→→ 承認します。

K-FACTOR K=10.00

RETURN

→→ 使用するフィッティングのK因子 (0,01 と 
99999,9のあいだの値) を入力します。

→→ 表示された値を承認します。

K=2.85

OPTIONAL VALID N/Y

K因子が変更された場合にのみ表示されます。

→→ 入力したK因子を承認または拒否します。

図 60:	 使用するフィッティングのK因子の入力

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.7.4	 ティーチインの手順を使用してフィッティングのK因子を決定 

デバイスはフィッティングのK因子を使用してパイプ内の流量を決定します。

「TEACH V.」または「TEACH F.」のパラメータにより、デバイスはティーチインの手順を使用してフィッティングのK
因子を決定できます。K因子は直接入力することもできます：参照チャプター10.7.3。

ティーチインは、参照機器によって計測された、既知の量 (「TEACH V.」) またはパイプ内の流量 (「TEACH F.」) 
に応じて行うことができます。
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量に応じて (「TEACH V.」)、ティーチインの手順を使用してフィッティングのK因子を決定

•	 ティーチインの手順を開始する前に、バルブをリレー出力DO2に接続します。

•	 デバイスは、パラメータメニューを離れるときに「保存承認」が承認され次第即座に新しいK因子を使用
します。

K-FACTOR K=2.85

TEACH V.

RETURN

0......9

デバイスはフィッティングのK因子を測定し、	
表示します。

FILL END

0000.0   L

VALID N/Y

TEACH F.

OPTIONAL

→→ タンクが満杯になっている場合、「FILL END」を承認します：	
DO2に接続されたバルブが閉じます。

K=2.90

→→ 回路内を通過した量 (「UNIT」パラメータで総計用に選択し
た単位で、0.1と9999.9のあいだの値) を入力します。

→→ 承認します。

ディスプレイは、ティーチインの手順を使用して最後に入力または決定
したフィッティングのK因子を表示します

→→ 表示された値を承認します。

→→ ティーチインで決定されたK因子を承認または拒否します。

→→ 「OK Y」を選択して承認します：デバイスが、リレー出力DO2
に接続されたバルブを開き、パイプ内を液体が流れます。

OK Y/N

→→ 既知の容量のタンクをパイプの端部に設置します。

図 61:	 量に応じたティーチイン手順

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。
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流量に応じて (「TEACH F.」)、ティーチインの手順を使用してフィッティングのK因子を決定

デバイスは、パラメータメニューを離れるときに「保存承認」が承認され次第即座に新しいK因子を使用し
ます。

→→ 「OK Y」を選択して承認します：デバイスが、リレー出力DO2
に接続されたバルブを開き、パイプ内を液体が流れます。

OK Y/N

→→ タンクをパイプの端部に設置します。

RETURN

K-FACTOR K=10.00

TEACH V.

0......9

デバイスはフィッティングのK因子を測定し、表示します。

MEASURE \

0.000 L/MIN

VALID N/Y

TEACH F.

OPTIONAL

K=2.85

→→ 参照機器で計測された、実際のパイプ内の流量 (「UNIT」
パラメータで総計用に選択した単位で、0.001と9999のあ
いだの値) を入力します。

→→ 承認します。

デバイスが、約60秒間のパイプ内の平均流量を計測します 1)。
デバイスが、リレー出力DO2に接続されたバルブを閉じます。

ディスプレイは、ティーチインの手順を使用して最後に入力または決定し
たフィッティングのK因子を表示します

→→ 表示された値を承認します。

→→ ティーチインで決定されたK因子を承認または拒否します。

1) 計測を停止するには、エンターキーを押します。

図 62:	 流量に応じたティーチイン手順 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。 

英語

タイプ 8025 – 8035 – SE35 バッチコントローラコントローラ



96

操作と関数 

10.7.5	 配水モードの構成 (全体図) 

OPTIONAL

V1

V7
0......9

VOLUMES

0......9

RETURN

最大7種類の配水量をメモリに入力します。 

これらの量は以下の配水モードで利用可能です：
「LOC.MEM」、「MEM+MANU」、「EXT.MEM」、または
「EXT.+LOC」が有効。

参照チャプター10.7.14。

LOC.MANU.

EXT. +LOC.

EXT.[T]

EXT.REP.

0......9

MODE

LOC.MEM.

MEM.+MANU.

EXT.MEM.

RETURN

LOC.REP.
ナビゲーションキーを介して、ティーチインの手順で決定し
た量の配水を開始する配水モードの構成。参照チャプター
10.7.13。

ナビゲーションキーを介して、配水量を入力し配水を開始す
る配水モードの構成：参照チャプター10.7.6。

ナビゲーションキーを介して、メモリに保存された量の配水
を開始する配水モードの構成。参照チャプター10.7.7。

以下の配水モードの構成

•	 ナビゲーションキーを介して配水量の入力と配水の開始。

•	 またはナビゲーションキーを介して、メモリに保存された
分量の配水を開始。参照チャプター10.7.8。

デジタル入力を介して、メモリに保存された量の配水を開
始する配水モードの構成。参照チャプター10.7.9。

ナビゲーションキーを介して (またはデジタル入力を介して)、
メモリに保存された量を選択し、デジタル入力DI4を介して
配水を開始する配水モードの構成。参照チャプター10.7.10。

デジタル入力DI1が有効化されていた時間に応じた量の配
水を開始する配水モードの構成。参照チャプター10.7.11。

デジタル入力を介して、ティーチインの手順で決定した量の
配水を開始する配水モードの構成。参照チャプター10.7.12。

図 63:	 パラメータメニューの「VOLUMES」パラメータの図
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10.7.6	 配水モード「LOC.MANU.」の構成 

この配水モードでは、ナビゲーションキーを介して配水量の入力と配水の開始ができます。

OPTIONAL MODE LOC.MANU.

→→ 承認します。

RETURN

図 64:	 配水モード「LOC.MANU.」の構成

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.7.7	 配水モード「LOC.MEM.」の構成 

この配水モードでは、ナビゲーションキーを介して、メモリに保存された分量の配水を開始できます。

OPTIONAL MODE LOC.MEM.

→→ 承認します。

VOLUMES

→→ 承認します。

→→ 最大7種類の配水量をメモリに入力します。参照チャプター10.7.14。

図 65:	 配水モード「LOC.MEM.」の構成

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.7.8	 配水モード「MEM+MANU」の構成 

この配水モードでは以下のことができます：

•	 ナビゲーションキーを介して配水量の入力と配水の開始。

•	 またはナビゲーションキーを介して、メモリに保存された分量の配水を開始。

OPTIONAL MODE MEM.+MANU.

→→ 承認します。

VOLUMES

→→ 承認します。

→→ 最大7種類の配水量をメモリに入力します。参照チャプター10.7.14。

図 66:	 配水モード「MEM+MANU」の構成

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。
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10.7.9	 配水モード「EXT.MEM.」の構成 

この配水モードではデジタル入力を介して、メモリに保存された分量の配水を開始できます。

OPTIONAL MODE EXT.MEM.

→→ 承認します。

VOLUMES

→→ 承認します。

→→ 最大7種類の配水量をメモリに入力します。参照チャプター10.7.14。

図 67:	 配水モード「EXT.MEM.」の構成

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。 

10.7.10	 配水モード「EXT.+LOC」の構成 

この配水モードでは、ナビゲーションキーを介して (またはデジタル入力を介して)、メモリに保存された量を選
択し、デジタル入力DI4を介して配水を開始できます。 

OPTIONAL MODE EXT. +LOC.

→→ 承認します。

VOLUMES

→→ 承認します。

→→ 最大7種類の配水量をメモリに入力します。参照チャプター10.7.14。

図 68:	 配水モード「EXT.+LOC.」の構成

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.7.11	 配水モード「EXT.[T]」での配水の中断 

•	 このモードでは、デジタル入力DI1のスイッチが入る次第即座に配水が開始します。

•	 AとBの計測条件を考慮しない場合、アラーム「ERROR [T]」が生成され、デバイスは現在の配水を停止
します。
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この配水モードでは、以下の公式に従ってデジタル入力DI1が有効化されていた時間に応じた量の配水を開始で
きます。

X = A*T + B

•	 Aが秒ごとの配水単位の比例定数であり、

•	 Bが配水単位のオフセットであり、

•	 Xが配水単位の配水量であり、

•	 Tがデジタル入力DI1の有効化時間 (5ミリ秒の分解度の秒) であるとき。

→→ 定数AとBを (例：表12) 順番に計測します：

•	 有効化時間「T」はプロセスに関する時間間隔内に収まる、

•	 有効化時間「T」は、パイプ内の流量を考慮に入れて、実際の充填時間以内である、

•	 (A*T + B) は常に100 000配水単位未満である、

•	 (A*T + B) は6割る設定されたK因子 (パルス/リットル) である、

•	 最短有効化時間 (100ミリ秒) を守る、

•	 最長有効化時間 (300秒) を守る、

OPTIONAL MODE EXT.[T] A= 0.000

→→ 定数Aを、単位/秒で入力します (配水単位は以下の章で
構成されます：10.7.2)。

→→ 承認します。

RETURN

B= 0.000

→→ 定数Bを配水単位で入力します。

→→ 承認します。

図 69:	 配水モード「EXT.[T]」の構成

表12:	 定数AとBの計測例 

配水量 必要な有効化時間「T」 定数Aの値 定数Bの値
110リットル 2秒

5 l/s 100リットル
120リットル 4秒
130リットル 6秒
150リットル 10秒

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。 

英語

タイプ 8025 – 8035 – SE35 バッチコントローラコントローラ
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10.7.12	 配水モード「EXT.REP」の構成 

この配水モードでは、デジタル入力を介して、ティーチインの手順で決定された量の配水を開始できます。

配水量のティーチインは、デジタル入力を介して、またはナビゲーションキーを使用して可能です。

ティーチインでは、デバイスが自動的に以下のことを決定します：

•	 以下の配水モードでの各配水量：「EXT.REP.」または「LOC.REP」。

•	 修正する過剰充填の値。ティーチインを開始する前に過剰充填の修正関数が無効化されていた場合、ティーチ
インの終了時に「DIRECT」オプションで自動的に有効化されます。

•	 2個のバルブを使用する場合の、各バルブを通過する液体の比率。

ティーチインの手順を開始する前に：

•	 DO2およびDO3出力へのバルブの接続：参照チャプター8.14。

•	 DO2出力に接続されたバルブが開放される際の操作、および開放される前の遅延をパラメータ設定し
ます：参照チャプター10.7.24。

•	 2個のバルブを使用する場合、「バルブ」関数で出力DO3を構成し、DO3出力に接続されたバルブの操作
をパラメータ設定します：参照チャプター10.7.25。

•	 配水の開始中に問題が発生してアラーム (アラーム「DURING」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.16)、バルブ開放中にパイプで測定された流量がない場合、アラームが生成されます。参照チャ
プター11.3.4 で、問題を解決します。

•	 配水の実行後に問題が発生してアラーム (アラーム「AFTER」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.17)、バルブ閉鎖後にパイプ流量が測定されている場合、アラームが生成されます。参照チャプター
11.3.4 で、問題を解決します。

•	 バルブが閉鎖された後に流れる液体の量は想定しません。正確な配水量に達した場合、バルブの閉鎖
をコントロールする必要があります。液体の余剰は測定され、次の配水で修正されます。

OPTIONAL MODE EXT.REP. TEACH N
→→ パラメータ「MODE」の終了。

TEACH Y
0......9 →→ 配水する量のティーチイン手順を実行

するには。参照 図 71。

RETURNOVERFILL

0......9 VOLUMES

図 70:	 配水モード「EXT.REP.」の構成

英語
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TEACH Y

READY Y

DO2のぱためーた設定中に遅延が設定された場合、遅延の計測が開始します。 

デバイスが、リレー出力DO2およびDO3に接続されたバルブを開き、パイプ内を液体が
流れます。

ABORT
0......9

→→ 充填するタンクをパイプの端部に設置します。

→→  「ENTER」キーを押すか、DI4にパルスを送信して承認します：

CLOSE V1

CLOSE V2

→→ 必要な液体量に達したら、「ENTER」キーを押すかパルスをデジタル入力DI4に送信し
て承認し、バルブ1を閉じます。

DELAY \

リレー出力DO3がバルブをコントロールするように構成されている場合にのみ表示され
ます。

→→ 必要な液体量に達したら、「ENTER」キーを押すかパルスをデジタル入力DI4に送信し
て承認し、バルブ2を閉じます。

WAIT デバイスは流れが止まるのを待っています。

→→ パラメータ「MODE」の終了。

FINISH
→→ 「ENTER」キーを押すか、DI4にパルスを送信して承認します。

VALID Y/N →→ 「VALID Y」を選択して、ティーチインで決定された配水量を承認します。

→→ 「VALID Y」を選択して、ティーチインの手順の結果を無視します。

図 71:	 ティーチインの手順を使用して配水量を決定 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

英語
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10.7.13	 配水モード「LOC.REP.」の構成 

この配水モードでは、ナビゲーションキーを介して、ティーチインの手順で決定された量の配水を開始できます。

配水量のティーチインは、デジタル入力を介して、またはナビゲーションキーを使用して可能です。

ティーチインでは、デバイスが自動的に以下のことを決定します：

•	 以下の配水モードでの各配水量：「EXT.REP.」または「LOC.REP」。

•	 修正する過剰充填の値。ティーチインを開始する前に過剰充填の修正関数が無効化されていた場合、ティーチ
インの終了時に「DIRECT」オプションで自動的に有効化されます。

•	 2個のバルブを使用する場合の、各バルブを通過する液体の比率。

ティーチインの手順を開始する前に：

•	 DO2およびDO3出力へのバルブの接続：参照チャプター8.14。

•	 DO2出力に接続されたバルブが開放される際の操作、および開放される前の遅延をパラメータ設定し
ます：参照チャプター10.7.24。

•	 2個のバルブを使用する場合、「バルブ」関数で出力DO3を構成し、DO3出力に接続されたバルブの操作
をパラメータ設定します：参照チャプター10.7.25。

•	 配水の開始中に問題が発生してアラーム (アラーム「DURING」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.16)、バルブ開放中にパイプで測定された流量がない場合、アラームが生成されます。参照チャ
プター11.3.4 で、問題を解決します。

•	 配水の実行後に問題が発生してアラーム (アラーム「AFTER」) が生成された場合 (参照チャプター
10.7.17)、バルブ閉鎖後にパイプ流量が測定されている場合、アラームが生成されます。参照チャプター
11.3.4 で、問題を解決します。

•	 バルブが閉鎖された後に流れる液体の量は想定しません。正確な配水量に達した場合、バルブの閉鎖
をコントロールする必要があります。液体の余剰は測定され、次の配水で修正されます。

OPTIONAL MODE LOC.REP. TEACH N
→→ パラメータ「MODE」の終了。

TEACH Y
0......9 →→ 配水する量のティーチイン手順を実行

するには。参照 図 73。

RETURNOVERFILL

0......9 VOLUMES

図 72:	 配水モード「LOC.REP.」の構成

英語
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TEACH Y

READY Y

DO2のぱためーた設定中に遅延が設定された場合、遅延の計測が開始します。 

デバイスが、リレー出力DO2およびDO3に接続されたバルブを開き、パイプ内を液体が
流れます。

ABORT
0......9

→→ 充填するタンクをパイプの端部に設置します。

→→  「ENTER」キーを押すか、DI4にパルスを送信して承認します：

CLOSE V1

CLOSE V2

→→ 必要な液体量に達したら、「ENTER」キーを押すかパルスをデジタル入力DI4に送信し
て承認し、バルブ1を閉じます。

DELAY \

リレー出力DO3がバルブをコントロールするように構成されている場合にのみ表示され
ます。

→→ 必要な液体量に達したら、「ENTER」キーを押すかパルスをデジタル入力DI4に送信し
て承認し、バルブ2を閉じます。

WAIT デバイスは流れが止まるのを待っています。

→→ パラメータ「MODE」の終了。

FINISH
→→ 「ENTER」キーを押すか、DI4にパルスを送信して承認します。

VALID Y/N →→ 「VALID Y」を選択して、ティーチインで決定された配水量を承認します。

→→ 「VALID Y」を選択して、ティーチインの手順の結果を無視します。

図 73:	 ティーチインの手順を使用して配水量を決定

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

英語
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10.7.14	 デバイスメモリにおける配水量の入力 

サブメニュー「VOLUMES」のパラメータ「OPTIONAL」により、デバイスメモリに最大7種類の配水量を入力できます。

これらの量は以下の配水モードで利用可能です：「LOC.MEM」、「MEM+MANU」、「EXT.MEM」、または「EXT.+LOC」
が有効。

OPTIONAL VOLUMES

代わりにディスプレイが、呼び出されたメモリと配水量を表
示します。

→→ 量を修正するには、
ENTER

 を押します。

→→ 選択したメモリに関連する配水量 (値は、0.0001と99999
配水単位のあいだであり、配水単位は以下のチャプター
で選択します：10.7.2) を入力し、VとK因子を乗算した数
字が6以上になるように量を設定します。

→→ 承認します。

→→ 最大7種類の配水量を入力します。

RETURN

V7

ENDOVERFILL

0......90......9

V1 00120   L

図 74:	 配水量の構成

10.7.15	 過剰充填修正の構成または無効化 

配水の終了時に、デバイスはメインバルブ (または補助バルブ) の閉鎖をコントロールします。

過剰充填とは、バルブが閉鎖された後でデバイスにより計測された液体の量です。

過剰充填修正が有効な場合、配水の過剰充填は次回以降の配水で削減されます。

過剰充填修正は以下のいずれかを行います：

•	 ダイレクト：過剰充填は次の配水で削減されます。

•	 スムーズ：デバイスは、過去数回の配水の過剰充填を取り除き (「低」、「中」、「高」効果で)、次の配水の計測値を
削減します。

過剰充填の許容： 

さらに過剰充填の許容の値を入力できます。配水の過剰充填が許容を超過した場合、過剰充填の値は次のスムー
ズ計測で考慮されず、警告メッセージ「W. OVER」がデバイスにより生成されます。参照チャプター11.3.3 で、問題
を解決します。

プロセスにおける修正後の誤配水を避けるために、プロセスを再開する前に過剰充填修正の値のテーブルをリ
セットしてください。参照 図 75。

英語
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→→ 過剰充填を次の配水で削減。

OVERFILL

ALARM

+/- 0.000
→→ 過剰充填の修正が有効化されている場合、許容する過剰充填 
(0.001と9999のあいだの配水単位) を、サブメニュー「UNIT」
のパラメータ「BATCH」で選択した単位で入力します。

→→ 承認します。

DISABLE

DIRECT

0......9

→→ 過剰充填修正の無効化。

→→ 前回の配水の過剰充填の値を少量スムージングし、計測値を次の配水から
削減。LOW

→→ 前回の配水の過剰充填の値を中量スムージングし、計測値を次の配水から
削減。MEDIUM

→→ 前回の配水の過剰充填の値を多量スムージングし、計測値を次の配水から
削減。HIGH

RESET Y/N

→→ 過剰充填の修正テーブルをリセットまたは保持します。

→→ 承認します。

図 75:	 過剰充填修正の構成 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

英語
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10.7.16	 配水中に発生した問題に関するアラーム生成の有効化/無効化 

配水中に以下の問題が発生する場合があります：

•	 バルブが開いているにもかかわらずパイプ内を流れない。

•	 バルブが閉じているにもかかわらずパイプ内で流れが計測される。

これらの問題はアラームの生成によりシグナルされます。

アラームが生成されると、デバイスはプロセスを中断します：

•	 リレー出力DO2およびDO3に接続されたバルブが閉鎖されます、

•	 デバイス状態LEDがオレンジ色になり、すばやく点滅します、

•	 デバイスの状態を発信するように構成されている場合、3.5 HZ-周波数が発信機出力DO4で生成されます (参照
チャプター10.7.26)、

•	 関数「ALARM」で構成された出力が切り替わります (参照チャプター10.7.19)、

•	 メッセージ「ALARM」が表示されます。

→→ バルブが開いているにもかかわらずパイプ内を流量が計測されてい
ない場合のアラーム生成を有効化または無効化します。

→→ 承認します。

ALARM DURING

AFTER DEL.= 001

→→ アラームの生成が有効化されている場合、アラーム生成前に問題が
発生していなければならない時間 (１から200秒のあいだ) を入力し
ます。

→→ 承認します。

DISABLE

ENABLE

0......9

図 76:	 配水中に発生した問題に関するアラーム生成の有効化/無効化 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。
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10.7.17	 配水の終了時に発生した問題に関するアラーム生成の有効化/無効化 

以下の3つの条件が満たされたとき、配水が終了します：

•	 パイプ内で流れが計測されていない、

•	 バルブが閉じられている、

•	 設定された量が配水された。

 (配水が終了したか、中断され) バルブが閉じられているはずであるにもかかわらずパイプ内で流量が計測されて
いる場合、アラームを生成することができます。

アラームが生成されると、デバイスはプロセスを中断します：

•	 リレー出力DO2およびDO3に接続されたバルブが閉鎖されます、

•	 デバイス状態LEDがオレンジ色になり、すばやく点滅します、

•	 デバイスの状態を発信するように構成されている場合、3.5 HZ-周波数が発信機出力DO4で生成されます (参照
チャプター10.7.26)、

•	 関数「ALARM」で構成された出力が切り替わります (参照チャプター10.7.19)、

•	 メッセージ「ALARM」が表示されます。

→→ バルブが閉じているにもかかわらずパイプ内を流量が計測されてい
る場合のアラーム生成を有効化または無効化します。

→→ 承認します。

ALARM AFTER

RETURN DEL.= 001

→→ アラームの生成が有効化されている場合、アラーム生成前に問題が
発生していなければならない時間 (１から200秒のあいだ) を入力し
ます。

→→ 承認します。

DISABLE

ENABLE

0......9

図 77:	 配水の終了時に発生した問題に関するアラーム生成の有効化/無効化 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。
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10.7.18	 出力の構成 (全体図) 

OUTPUT

0......9

DO1

PULSE

ALARM

WARNING

DO2

DO3

配水終了時に発信機出力DO1でパルスを送信する構成。参照
チャプター10.7.21。

配水中または配水後にアラームが生成された際の発信機出力
DO1の切り替えの構成。参照チャプター10.7.19。

0......9

END DOSE

デバイスにより警告メッセージが発せられた際の発信機出力
DO1の切り替えの構成。参照チャプター10.7.20。

容積または質量に応じたパルス出力としての発信機出力DO1
の構成。参照チャプター10.7.22 および 10.7.23。

DO4

出力DO2はメインバルブ (高い流量のパイプに取りつけられています) 	
のコントロールに割り当てられます。参照チャプター10.7.24。

VALVE

ALARM

WARNING

配水終了時に発信機出力DO3でパルスを送信する構成。参照
チャプター10.7.21。

リレー出力DO3で補助バルブ (低流量パイプに設置) をコン
トロールする構成。リレー出力DO2が充填率100%未満であ
る場合に、この構成が自動的に設定されます。参照チャプター
10.7.25。

配水中または配水後にアラームが生成された際のリレー出力
DO3の切り替えの構成。参照チャプター10.7.19。

END DOSE

デバイスにより警告メッセージが発せられた際の発信機出力
DO3の切り替えの構成。参照チャプター10.7.20。

参照 図 79。

0......9

図 78:	 パラメータメニューの「OUTPUT」パラメータの図 1/2
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RETURN

OUTPUT

0......9

DO4 STATE
発信機出力DO4でデバイスの状態を発信する構成。参照チャ
プター10.7.26。

PULSE

ALARM

WARNING

END DOSE 配水終了時に発信機出力DO4でパルスを送信する構成。参照
チャプター10.7.21。

配水中または配水後にアラームが生成された際の発信機出力
DO4の切り替えの構成。参照チャプター10.7.19。

デバイスにより警告メッセージが発せられた際の発信機出力
DO4の切り替えの構成。参照チャプター10.7.20。

容積または質量に応じたパルス出力としての発信機出力DO4
の構成。参照チャプター10.7.22 および 10.7.23。

図 79:	 パラメータメニューの「OUTPUT」パラメータの図 2/2 

10.7.19	 配水中または配水後にアラームが生成された際の発信機出力DO1またはDO4、リレー
出力DO3の切り替えの構成 

配水中または配水後にアラームが生成されます (パラメータ設定可能、参照チャプター10.7.16 および 10.7.17)。

アラームの生成は出力DO1や、DO3、DO4の切り替えによりシグナル可能です。 

出力が補助バルブをコントロールするように構成されていない場合、リレー出力DO3は、配水中または配
水後にアラームが生成された際に切り替わるように構成可能です。参照チャプター10.7.25。

RETURN

OUTPUT DO1 ALARM

DO2

INV YES

INV NO

0......9

→→ 出力の動作、逆転の有無を選択します。

→→ 承認します。

DO3

DO4

DO4

図 80:	 配水中または配水後に生成されたアラームに関するシグナルの出力DO1またはDO3、DO4の構成

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。
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10.7.20	 デバイスにより警告メッセージが発せられた際の発信機出力DO1またはDO4、リレー
出力DO3の切り替えの構成 

デバイスが警告メッセージを生成する際、デバイスの状態LEDはオレンジ色です。

警告メッセージの生成は出力DO1や、DO3、DO4の切り替えによりシグナル可能です。 

出力が補助バルブをコントロールするように構成されていない場合、リレー出力DO3は、デバイスにより
警告メッセージが生成された際に切り替わるように構成可能です。参照チャプター10.7.25。

RETURN

OUTPUT DO1 END DOSE

DO2

INV YES

INV NO

0......9

→→ 出力の動作、逆転の有無を選択します。

→→ 承認します。

DO3

DO4

DO4

図 81:	 出力DO1、DO3、またはDO4が警告メッセージの生成をシグナルする構成 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.7.21	 発信機出力DO1またはDO4、リレー出力DO3が配水の終了をシグナルする構成 

以下の3つの条件が満たされたとき、配水が終了します：

•	 バルブが閉じられている (配水が中断されたときは例外とする)、 

•	 パイプ内で流れが計測されていない、

•	 設定された量が配水された。

配水の終了は、配水が意図的に停止されていないか、「ERROR [T]」アラームの生成により中断されていない場合、
出力DO1や、DO3、DO4で200ミリ秒のパルスを生成することでシグナルされます。

出力が補助バルブをコントロールするように構成されていない場合、リレー出力DO3は、配水の終了をシ
グナルするように構成可能です。参照チャプター10.7.25。
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RETURN

OUTPUT DO1 END DOSE

DO2

INV YES

INV NO

0......9

→→ 出力の動作、逆転の有無を選択します。

→→ 承認します。

DO3

DO4

DO4

図 82:	 出力DO1またはDO3、DO4が配水の終了をシグナルする構成 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.7.22	 容積または質量に応じたパルス出力としての発信機出力DO1、またはDO4の構成 

DO1またはDO4発信機出力が容積または質量に応じたパルス出力として構成されている場合、、パラメータ設定
された液体の容積または質量がデバイスによって計測されるたびに、パルスが出力から送信されます。

•	 パルス出力の発する周波数が0,6と300 Hzのあいだである場合、シグナルのデューティ比は45 %と60 %
のあいだになります。

•	 パルス出力の発する周波数が300と1500 Hzのあいだである場合、シグナルのデューティ比は40 %と50 %
のあいだになります。

•	 パルス出力の発する周波数が1500と2200 Hzのあいだである場合、パルスの端部の検知が可能です。
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OUTPUT DO1 PULSE

→→ パルスの容積単位または質量単位を選択します。利用可
能な単位は、選択した配水単位により異なります。参照チ
ャプター10.7.2。

→→ 承認します。

DO2 PU=01.000

→→ 発信機出力で発信されたパルスに、液体の量 (0,001と
9999,9のあいだの値) を入力します。

→→ パルス出力の無効化、PUを0に設定：出力は常に開いて
おり、パルスは発信されません。

→→ 承認します。

→→ メッセージ「PU H LIM」または「PU L LIM」が表示された
場合、以下のチャプターをご覧ください：11.3.6。

LITRE

DO4

RETURN

図 83:	 容積または質量に応じたパルス出力としての発信機出力DO1、またはDO4の構成 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.7.23	 発信機出力DO1、またはDO4で外輪の回転頻度を発信する構成 

発信機出力DO1またはDO4が関数「PULSE」および単位「HERTZ」で構成されている場合、外輪流量センサーから
の各パルスが発信機出力DO1またはDO4に発せられます。この出力から生成される周波数は、外輪の回転頻度と
同等です (この値は、テストメニューのパラメータ「周波数」で読み取ることができます)。

→→ 「HERTZ」を選択します。

→→ 承認します。

OUTPUT DO1 PULSE

DO2

HERTZ

DO4

RETURN

図 84:	 外輪の回転頻度に応じたパルス出力としての発信機出力DO1、またはDO4の構成 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。
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10.7.24	 リレー出力DO2の構成 

リレー出力DO2にメインバルブ (高い流量のパイプに取りつけられています) を接続します。参照チャ
プター8.14。

出力DO2はメインバルブ (高い流量のパイプに取りつけられています) のコントロールに割り当てられます。 

→→ デバイスが1個のバルブに接続されている場合は、100の充填率を入
力します。

→→ デバイスが2個のバルブに接続されており、100未満の充填率が入力
されている場合、リレー出力DO3に接続された2個目のバルブが残り
の量を充填します。

→→ 承認します。

OUTPUT DO2

100 %

DO3

INV YES

INV NO

0......9

→→ リレー出力の動作、逆転の有無を選択します。

DEL.= 000

→→ バルブが開く前の遅延を入力します (0から200秒のあいだ)。

→→ 承認します。

図 85:	 DO2リレー出力の構成 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。
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10.7.25	 リレー出力DO3で補助バルブをコントロールする構成 

•	 リレー出力DO3に補助バルブ (低い流量のパイプに取りつけられています) を接続します。参照チャ
プター8.14。

•	 補助バルブを開く前の遅延はメインバルブを開く前の遅延と同じです。

•	 補助バルブが必要ない場合、リレー出力DO2の設定に100の流量を入力してください。

リレー出力DO2に関連付けられた充填が100未満である場合、リレー出力DO3は、100まで補完する補助バルブの
コントロールに自動的に構成されます。

OUTPUT VALVEDO3

DO4

→→ 承認します。

INV YES

INV NO

0......9

→→ リレー出力の動作、逆転の有無を選択します。

図 86:	 リレー出力DO3で補助バルブをコントロールする構成

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.7.26	 発信機出力DO4でデバイスの状態を発信し、エラーメッセージがデバイスにより生成
された際に10 Hzの周波数の生成を有効化/無効化する構成 

発信機出力DO4は、デバイスの状態をLEDまたは離れた場所にある機器 (例えば、PLC) に発信するように構成す
ることができます。

さらに、デバイスが動作エラーをシグナルした場合 (参照チャプター11.3.2)、発信機出力DO4は10 Hz-周波数の生
成に構成できます。 

以下の状態が発信されます： 

デバイスの状態 発信機出力DO4の状態 
配水なし オフ
配水実行中 オン
配水中断 1 Hz-周波数
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デバイスの状態 発信機出力DO4の状態 
配水中または配水後に発生する問題：

•	 バルブが開いているにもかかわらずパイプ内を流
れない。

•	 バルブが閉じているにもかかわらずパイプ内で流れ
が計測される。

•	 配水モード「EXT [T]」がデバイスで有効な場合、デジ
タル入力DI1の有効化時間は以下のチャプターに記
されている条件を考慮しません：10.7.11。

3.5 Hz-周波数

エラーメッセージがデバイスにより生成された。参照
チャプター 11.3

10 Hz-周波数、デバイスで関数が有効化されている
場合：参照 図 87

電源供給が配水中に切断された デバイスで関数が有効化されている場合、デバイスが
開始したときに10 Hz-周波数で2秒間：参照 図 87

選択量Vn、配水モード「EXT.+LOC」が有効な場合 (参照 
図 47、チャプター10.6.4)

50 Hz-周波数でnパルスを生成

OUTPUT DO4 →→ 発信機出力DO4でデバイスの状態を発信することを承
認します。 

10HZ OFF

STATE

RETURN

→→ デバイスが生成にした際に、発信機
出力DO4での10 Hz周波数の生成を
有効化/無効化します。

→→ 承認します。

10HZ ON

0......9

図 87:	 発信機出力DO4でデバイスの状態を発信する構成

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.7.27	  「RESET」サブメニューの全体図 

RESET TOTAL

BATCH

HISTORIC

0......9

容積総計または質量総計のリセットまたは保持の選択。参照チャプター10.7.28。

実行した配水の両方の総計のリセット。参照チャプター10.7.29。

実行した配水の履歴テーブルのクリア。参照チャプター10.7.30。

RETURN

図 88:	  「RESET」サブメニューの全体図
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10.7.28	 容積総計または質量総計のリセット 

容積総計または質量総計をリセットするための関数です。

両方の総計は、パラメータメニューを離れる際に「保存承認」を承認したときにリセットされます。

RESET RESET N

BATCH

0......9

→→ 2種類の総計のリセットまたは保持の選択。

→→ 承認

RESET Y

TOTAL

図 89:	 サブメニュー「RESET」の「総計」パラメータの図

日間の総計はプロセスレベルからリセットできます。参照チャプター10.6。

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.7.29	 実行した配水の2種類の総計のリセット 

実行した配水の2種類の総計をリセットするための関数です。

•	 両方の総計は、パラメータメニューを離れる際に「保存承認」を承認したときにリセットされます。

•	  「ERROR [T]」アラームの生成により停止または中断された配水は計測されません。

RESET RESET N

HISTORIC

0......9

→→ 2種類の総計のリセットまたは保持の選択。

→→ 承認

RESET Y

BATCH

図 90:	 サブメニュー「RESET」の「BATCH」パラメータの図

日間の総計はプロセスレベルからリセットできます。参照チャプター10.6。

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。
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10.7.30	 実行した配水の履歴テーブルのクリア 

履歴メニューは、パラメータメニューを離れる際に「保存承認」を承認したときにクリアされます。

RESET RESET N

BACKLIT

0......9

→→ 履歴テーブルのクリアまたは保持を選択します。

→→ 承認

RESET Y

HISTORIC

RETURN

図 91:	 サブメニュー「RESET」の「HISTORIC」パラメータの図

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して
設定を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.7.31	 ディスプレイの明るさ、オンになっている時間の設定、またはバックライトの無効化 

このパラメータは以下のことを可能にします：

•	 ディスプレイの明るさと、キーを押した後にディスプレイのバックライトがオンになる時間を調整。

•	 バックライトの無効化。

BACKLIT BKLG= 1

END

→→ ディスプレイの明るさを、1から9で設定します。

→→ 承認します。
BKLG= 9

BKLG OFF

0......9

→→ または、バックライトの無効化。

→→ 承認します。

TIME = 30

→→ キーを押した後にバックライトがディスプレイを照らす時間を設定し
ます (00 秒：ディスプレイは常にバックライトで照らされます)。

→→ 承認します。

END

図 92:	 パラメータメニューの「BACKLIT」パラメータの図 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータを承認して、設定を保存ま
たは破棄して、プロセスレベルに戻ってください。
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10.8	 テストメニューの詳細 

テストメニューにアクセスするには、5秒間以上 0......9  
ENTER

 を同時押しします。

このメニューは以下の構成可能なパラメータから成ります：

TEST DI

プロセスレベル

TEST DO

FREQUENCY

WARNING

25469   LEND

0......9

入力関数のチェック。参照チャプター10.8.1。

SAVE N/Y

出力関数のチェック：参照チャプター10.8.2。

外輪動作のチェック。参照チャプター10.8.3。

テストメニューにおける変更の保存または破棄。	
変更が保存された場合、デバイスは新しい設定で
動作します。

構成

VOLUME-W.

BATCH-W.

0......9 日間の容積総計または質量総計の値のモニタリング。	
参照チャプター10.8.5。

配水回数のモニタリング (日間総計)。参照チャプター10.8.6。

FLOW-W. パイプ内の流量のモニタリング。参照チャプター10.8.4。

LOAD

FACT. SET

0......9

保存した構成の復元。参照チャプター10.8.8。

デバイスのデフォルト構成の復元。参照チャプター10.8.9。

SAVE デバイスの現在のユーザー構成の保存。参照チャプター10.8.7。

図 93:	 テストメニューの図 
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10.8.1	 入力関数のチェック 

デジタル入力の適切な動作をチェックする関数です。

入力動作のチェック実行中は、デバイスの状態LEDが点滅します。

TEST DI BASIC
→→ テストする入力を有効化します。

0......9

' \  S'

RETURN

DI1 TIME

DI  。。。。。

→→ DI1を無効化します。0.000    S

→→ DI1の有効化：ディスプレイは入力DI1の
閉鎖時間を表示します (分解度5ミリ秒、
および最大時間300秒の配水モード	
EXT [T]で使用)。

→→ DI1を1秒間テストし、入力DI1を無効化
します。

→→ 入力のチェックを終了し、表示された時
間を承認します。

'10.005  S'

DI .1 
.2.3.4.

入力が適切に機能している場合、関連する
数字が表示されます。

→→ 承認します。

図 94:	 テストメニューの「TEST DI」パラメータの図 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、テストメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して設定
を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.8.2	 出力関数のチェック 

バルブがDO2またはDO3に接続されている場合、この関数はバルブを開きます。

出力の適切な動作をチェックする関数です。

•	 出力動作のチェック実行中は、デバイスの状態LEDが点滅します。

•	 チェックする出力を承認した後に、ディスプレイは出力の現在状態を表示します (「DOx ON」または
「DOx OFF」)。
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TEST DO DO1

DO2

RETURN

0......9

→→ 出力が適切に機能していることをチェックします 	
(動作モードが逆転していない場合は閉じ、	
動作モードが逆転している場合は開きます)。

FREQUENC.

DO4

DO3

DO1 ON

DO1 OFF

0......9

→→ 出力が適切に機能していることをチェックします 	
(動作モードが逆転していない場合は閉じ、	
動作モードが逆転している場合は開きます)。

→→ テストを終了するには、
ENTER

 キーを押します。

図 95:	 テストメニューの「TEST DO」パラメータの図 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、テストメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して設定
を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.8.3	 外輪動作のチェック 

偶発的なバルブ開放に起因するプロセス途絶のリスク。

•	 パラメータ「周波数」の承認およびバルブの開放前に、プロセスにリスクがないか確認してください。

→→ 機能を終了するには、「OK N」を承認します。

→→ デバイスがバルブの開放を適切にコントロールしている場合、「OK Y」	
を承認します。

FREQUENC.

38.00 HZWARNING

OK Y/N

液体がパイプ内を流れ、ディスプレイが外輪の回転頻度を
表示します。

→→ デバイスがバルブの閉鎖を適切にコントロールしている
場合、表示された値を承認します。

図 96:	 テストメニューの「FREQUENC.」パラメータの図 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、テストメニューの「END」パラメータに移動して、
ENTER

 を押して設定
を保存または破棄して、プロセスレベルに戻ってください。
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10.8.4	 パイプ内の流量のモニタリング 

プロセスまたは流量センサーの故障は、流量の過少または過多で示される場合があります。 

パラメータ「FLOW-W.」により、流量をモニタリングできます。

•	 流量モニタリングを無効化するには、W- = W+ = 0と設定してください。

•	 上限を無効化するには、0に設定してください。

•	 警告メッセージ「警告LO」または「警告.HI」が生成された場合、情報メニューにアクセスしてメッセージ

に移動し、0......9  および  キーを2秒間同時押しして、メッセージを承認します。

DEL.= 01

→→ デバイスにより警告メッセージが生成される前に超過することので
きる遅延のしきい値を入力します (1から99秒までの値)。

→→ 承認します。

流れ-W.

容量-W.

W-= 0.000

W+= 0.000

→→ W+ > W-になるように流量の値を入力します (「UNIT」パラメータで
選択した単位)。これを上回ると、デバイスにより「WARN HI」の警告
メッセージが生成されます。

→→ 承認します。

→→ 流量の値を入力します (「UNIT」パラメータで選択した単位)。これを
下回ると、デバイスにより「WARN LO」の警告メッセージが生成され
ます。

→→ 承認します。

警告

図 97:	 サブメニュー「WARNING」の「FLOW-W.」パラメータの図

流量の過少または過多が警告された場合、流量の範囲 を、デバイスが警告メッセージ「WARN LO」または
「WARN HI」を生成し、デバイスの状態LEDFがオレンジ色になる範囲外で入力します(パラメータメニューの
「UNIT」パラメータで選択した単位で)。

警告メッセージ「WARN LO」または「WARN HI」がデバイスにより生成された場合：

→→ プロセスをチェックします。

→→ プロセスに支障がない場合、流量センサーの状態をチェックして、必要に応じて手入れをします。

→→ 流量計測にまだ支障がある場合、Bürkertの販売店に連絡してください。
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•	 デバイスにより警告メッセージが発せられた際に発信機出力DO1またはDO4、リレー出力DO3が切り替
わるように構成することができます。参照チャプター10.7.18。 

•	 また、チャプター内の「問題が発生した場合」もご参照ください。 11.3
→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータを承認して、設定を保存ま
たは破棄して、プロセスレベルに戻ってください。 

10.8.5	 日間の容積総計または質量総計の値のモニタリング 

パラメータ「VOLUME-W.」により、日間の容積総計または質量総計の値をモニタリングできます。日間の総計が設
定値に達した場合、デバイスにより警告メッセージが生成されます。

•	 総計のモニタリングを無効化するには、「VOLUME-W.」を0に設定します。

•	 警告メッセージ「警告VOL.」が送信された場合、日間の容積総計または質量総計をリセットします：参照
チャプター10.6 または 10.7.28。

VOLUME-W.

BATCH-W

= 0000000

→→ デバイスが警告メッセージを生成する日間の容積総計または質量
総計を入力します。

→→ 承認します。

WARNING

図 98:	 サブメニュー「WARNING」の「VOLUME-W.」パラメータの図

•	 デバイスにより警告メッセージが発せられた際に発信機出力DO1またはDO4、リレー出力DO3が切り替
わるように構成することができます。参照チャプター10.7.18。 

•	 また、チャプター内の「問題が発生した場合」もご参照ください。 11.3
→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータを承認して、設定を保存ま
たは破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.8.6	 配水回数のモニタリング 

パラメータ「BATCH-W.」により、配水回数の日間総計をモニタリングできます。日間の総計が設定値に達した場
合、デバイスにより警告メッセージが生成されます。

•	 配水回数のモニタリングを無効化するには、「BATCH-W.」を0に設定します。

•	 警告メッセージ「W. BATCH」が送信された場合、配水回数の日間総計をリセットします：参照チャプター
10.6 または 10.7.28。

BATCH-W.

RETURN

B= 000000

→→ デバイスが警告メッセージを生成する配水回数を入力します。

→→ 承認します。

WARNING

図 99:	 サブメニュー「WARNING」の「BATCH-W.」パラメータの図
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•	 デバイスにより警告メッセージが発せられた際に発信機出力DO1またはDO4、リレー出力DO3が切り替
わるように構成することができます。参照チャプター10.7.18。 

•	 また、チャプター内の「問題が発生した場合」もご参照ください。 11.3
→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータを承認して、設定を保存ま
たは破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.8.7	 ユーザー設定状態の保存 

デバイスの現在の構成を保存して、後で復元することができます。

SAVE

LOAD

CONFIG. VALID Y/N

→→ 機能を終了するには、「VALID N」を承認します。

→→ デバイスの現在のユーザー構成を保存するには、	
「VALID Y」を承認します。

図 100:	 現在のユーザー構成の保存 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータを承認して、設定を保存ま
たは破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.8.8	 保存した構成の復元 

過去に保存されたデバイスの構成を復元できます (参照チャプター10.8.7)。

デバイスは、テストメニューを離れるときに「保存承認」が承認され次第即座に復元された構成を使用し
ます。

LOAD

FACT. SET

CONFIG. VALID Y/N

→→ 機能を終了するには、「VALID N」を承認します。

→→ 過去に保存されたデバイスの構成を復元するには、	
「VALID Y」を承認します。

図 101:	 過去に保存された構成の復元 

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータを承認して、設定を保存ま
たは破棄して、プロセスレベルに戻ってください。

10.8.9	 デフォルト構成の復元 

デバイスは、テストメニューを離れるときに「保存承認」が承認され次第即座にデフォルト構成を使用し
ます。

デバイスのデフォルト構成を復元するためのパラメータです (表13)。
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VALID Y/N

→→ 機能を終了するには、「VALID N」を承認します。

→→ デバイスのデフォルト構成を復元するには、	
「VALID Y」を承認します。

FACT. SET

RETURN

CONFIG.

図 102:	 デバイスのデフォルト構成の復元

表13:	 デバイスのデフォルト構成

関数 デフォルトの値
言語 英語
配水の単位 リットル
流量の単位 l/s
総計の単位 リットル、小数点なし
K因子 1.00
オプション 配水モード「LOC. MANU」

V1 から V7=0.00
配水モード「EXT.[T]」でのパラメータAおよびB 0
以下の配水モードにおける配水量のティーチイン：
「EXT.REP.」および「LOC.REP.」

0

過剰充填修正 あり、ダイレクト、許容0
配水中のアラーム なし

遅延 = 1秒
配水終了時のアラーム なし

遅延 = 1秒
出力 DO1 パルス、PU=0.0

リットル
出力 DO2 バルブ 100 %、逆転なし、開放前の遅延 = 0秒
出力 DO3 アラーム、逆転なし
出力 DO4 状態

ERR10 Hz 無効
バックライト レベル9、30秒間有効
流量-警告 W- = W+ = 0.000

遅延 = 1秒
容積-警告 0
バッチコントローラ-警告 0

→→ 他のパラメータを調整したくない場合は、パラメータメニューの「END」パラメータを承認して、設定を保存ま
たは破棄して、プロセスレベルに戻ってください。
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10.9	 履歴メニューの詳細 

履歴メニューにアクセスするには、プロセスレベルで、0......9  キーを最低でも2秒間押してください。

メニューでは、デバイスで過去10回に配水された量を参照できます。

BATCH -1

BATCH -2

BATCH -10

END

0......9

プロセスレベル
ENTER

134.2   L

135.6   L

135.1   L

代わりにデバイスは配水回数と配水量を表示します。

図 103:	 履歴メニューの図

10.10	 情報メニューの詳細 

•	 このメニューはデバイスの状態LEDがオレンジ色または赤色である場合に利用可能です。

•	 メッセージの意味については、以下のチャプターを参照：11.3。

•	 メッセージ「WARN. LOW」、「WARN. HIG」および「W. OVER.」が、情報メニューで 0......9  および  キーを
2秒間同時押しすることで承認できます。ディスプレイに「OK」というメッセージが表示されます。

•	 メッセージ「WARN. VOL」および「W. BATCH」は、関連する総計がリセットされた際に承認されます。

情報メニューにアクセスするには、プロセスレベルで、  キーを最低でも2秒間押してください。

このメニューでは、デバイスにより生成された故障および警告メッセージを読み取ります。

MESSAGE 1

MESSAGE N

END

0......9

プロセスレベル
ENTER

図 104:	 情報メニューの図 

→→ 離れた場所から警告メッセージを参照し、承認するには以下のチャプターを参照：10.11。 
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10.11	 離れた場所からの警告メッセージの参照および承認 

離れた場所からの参照中にデバイスの電源供給が切断された場合、デバイスは昨日「STATE」を構成された
出力DO4で2秒間、微弱な10 Hz-周波数を発し、電源供給の復旧時にはプロセスレベルが有効化されます。

デバイスで離れた場所からの参照が有効な場合：

•	 配水は実行できません。

•	 警告メッセージの参照および承認には、デジタル入力のみが使用可能です。

•	  「END」がディスプレイに表示された際に参照を終了する以外には、ナビゲーションキーはブロックされ
ます。

•	 デバイスの状態LEDが点滅します。

離れた場所からの警告メッセージの参照および承認は、デジタル入力を介してのみ可能です：

•	 プロセスレベルから、

•	 デバイスで配水が実行されていない場合。

•	 最低でも1個の警告メッセージが生成された場合 (関数「WARNING」が構成された出力の値が1)。

機能の使用：

→→ 以下の配水モードでデバイスを構成：「EXT.MEM」、「EXT.+LOC」、「EXT.[T]」または「EXT.REP」。

→→ 4個のデジタル入力DI1からDI4をPLCの4個の出力に接続します。

→→ DO1またはDO3に関数「WARNING」を構成します：参照チャプター10.7.20。

→→ 発信機出力DO1またはリレー出力DO3をPLCの入力に接続します。

→→ 離れた場所からの参照の開始または終了の情報をPLCに送信するために、発信機出力DO4をPLCの入力に接
続して、出力DO4を関数「STATE」で構成します：参照チャプター10.7.26。

OUT a
OUT b
OUT c
OUT d

IN c

IN a
IN b

DO1
DO2
DO3
DO4

DI2

DI4
DI3

DI1
8025/8035

BATCH

1
2

3

4

5

7
6

8

PLC

DO1および/またはDO3が	
「WARNING」で構成され
ている

DO4が「STATE」で構成され
ている

プロセスレベル

図 105:	 離れた場所からの警告メッセージの参照
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1.	 離れた場所から警告メッセージにアクセスするために、PLCは、コード000をデジタル入力DI1からDI3へ送信し、	
1パルスをDI4に送信します。

2.	 デバイスは出力DO4で200ミリ秒のパルスを生成し、メッセージへのアクセスを承認します。配水機能にはアク
セスできなくなります。

3.	 関数「WARNING」で構成された出力は0に切り替わります。

4.	 デバイスによりどの警告メッセージが生成されたかを特定するために、PLCが、メッセージに関連するコードを、	
デジタル入力DI1からDI3に順番に送信します (参照 表14)。

5.	 デバイスが生成したメッセージがPLCに届くと、関数「WARNING」で構成された出力が1に切り替わります。

6.	 メッセージを承認するために、PLCはDI4にパルスを送信し、アクティブメッセージが「警告容積.」または
「W. BATCH」である場合、関連する日間総計がリセットされます。

7.	 参照を終了するために、PLCがデジタル入力DI1からDI3までにコード000を送信し、DI4にパルスを送信するこ
とで「END」を承認します。エンターキーを押すと、「END」が承認されます。 

8.	 デバイスは出力DO4に200ミリ秒のパルスを生成し、メッセージ参照の終了を承認します。配水機能が再び利
用可能になります。

表14:	 警告メッセージのコード DI1/DI2/DI3

DI1 DI2 DI3 選択したメッセージ
0 0 0 END
1 0 0 WARN.LOW
0 1 0 WARN.HIG.
1 1 0 WARN. VOL.
0 0 1 W. BATCH
1 0 1 W.OVER
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図 106:	 離れた場所からの警告メッセージの参照のタイミングチャート 
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11	 メンテナンスとトラブルシューティング 

11.1	 安全性に関する指示 

危険 

電圧に起因する危険。 
▶▶コンダクタから電力を遮断して、システムを稼働する前に絶縁してください。 

▶▶すべての適用可能な事故防止、および電気機器に関する安全性規則を遵守してください。 

警告

不適切なメンテナンスに起因する怪我のリスク。
▶▶メンテナンスは、資格と技量のある人員が、適切な道具を使用して行ってください。

▶▶中断の後で設置を再開する場合は、確実にコントロールするようにしてください。

11.2	 デバイスのクリーニング 
デバイスを洗浄する際は、水、またはデバイスを構成する材料と適合性のある洗剤で濡らした布を使用してくだ
さい。

他に情報が必要な場合は、Bürkertサプライヤまでお気軽にお尋ねください。

11.3	 問題が発生した場合、 

11.3.1	 デバイスのLEDがオフになっている場合の問題解決

デバイス
の状態
LED

出力 
DO4

出力 DO1  
および/または 
DO2 および/ 
または DO3

想定される原因 推奨アクション

オフ 0 Hz 切り替えなし デバイスに電源供給があ
りません。

→→ ワイヤリングをチェックします。

→→ 設備のヒューズをチェックして、必要に応じ
て交換します。

→→ 設備がシャットダウンされていないことを
チェックします。

→→ 電源供給が適切に動作していることをチェッ
クします。

→→ 問題が再発した場合、販売店に連絡してく
ださい。
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11.3.2	 エラーメッセージおよびデバイスの状態LEDが赤色である場合に関係する問題の解決 

デバイス
の状態
LED

出力 
DO4

出力 DO1  
および/ 
または DO2 
および/ 
または DO3

表示メッ
セージ

想定される原因 推奨アクション

赤色 0 Hz 切り替え
なし

「PWRFAIL」 供給電圧が低すぎます。

デバイスが機能しません。

→→ 供給電圧が12から36 V DCの
あいだになっているかチェック
してください。

→→ 問題が再発した場合、販売店
に連絡してください。

赤色 0 Hz 「ERROR3」 ユーザーパラメータが失
われました。

→→ デバイスを再起動します。

→→ メッセージが継続する場合は、
デバイスを再構成してくだ	
さい。

→→ 問題が再発した場合、販売店
に連絡してください。

赤色 10 Hz 1) 「ERROR4」 総計の値が失われました。

前回の電源途絶の復旧後
に値が保存されます。

→→ デバイスを再起動します。

→→ 問題が再発した場合、販売店
に連絡してください。

赤色 0 Hz 「ERROR5」 「ERROR3」と「ERROR4」	
の両方。

→→ デバイスを再起動します。

→→ メッセージが継続する場合は、
デバイスを再構成してくだ	
さい。

→→ 問題が再発した場合、販売店
に連絡してください。

赤色 10 Hz 1) 「ERROR6」 総計が完全に失われま	
した。

総計がリセットされました。

→→ デバイスを再起動します。

→→ 問題が再発した場合、販売店
に連絡してください。

赤色 0 Hz 「ERROR7」 「ERROR3」と「ERROR6」
の両方。

→→ デバイスを再起動します。

→→ メッセージが継続する場合は、
デバイスを再構成してく	
ださい。

→→ 問題が再発した場合、販売店
に連絡してください。

赤色 10 Hz 1) 配水実行
中…

外輪の回転頻度 > 2,2 kHz。 →→ パイプ内の流量のチェック。

→→ 必要に応じて流量を調整し
ます。

→→ 問題が再発した場合、販売店
に連絡してください。

1) パラメータ「ERR.10 HZ」が「有効」に設定されている場合。参照チャプター10.7.26。 
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11.3.3	 警告メッセージおよびデバイスの状態LEDがオレンジ色である場合に関係する問題
の解決 

デバイスの
状態LED

出力 DO1  
および/ 
または DO2 
および/ 
または DO3

表示メッセージ 想定される原因 推奨アクション

オレンジ色 切り替え 2) 「WARN. LOW」 配水中、計測した流量が、設定
した遅延の最小しきい値を下
回りました。

メッセージは流量がモニタリン
グされているときに表示されま
す (参照チャプター10.8.4)。

→→ パイプ内の流量とその結果を
チェックしてください。

→→ 必要に応じて流量センサーを
手入れします。

→→ 配水終了時に、情報メニューに
アクセスしてメッセージを承認
してください。参照チャプター
10.10。

→→ デバイスと流量センサーの接
続をチェックしてください。

オレンジ色 切り替え 2) 「WARN. HIG」 配水中、計測した流量が、設定
した遅延の最大しきい値を上
回りました。

メッセージは流量がモニタリン
グされているときに表示されま
す (参照チャプター10.8.4)。

→→ パイプ内の流量とその結果を
チェックしてください。

→→ 必要に応じて流量センサーを
手入れします。

→→ 配水終了時に、情報メニューに
アクセスしてメッセージを承認
してください。参照チャプター
10.10。

オレンジ色 切り替え 2) 「W. BATCH」 前回の配水を適切に修正する
ことができず、配水量が、過剰
充填修正パラメータで設定さ
れたしきい値を超過しました 	
(参照チャプター10.7.15)。

→→ プロセスをチェックし、特に流
量が安定しているかを確認して
ください。

→→ 前回の配水をチェックしてくだ
さい (液体の不足または過剰
充填)。

→→ 複数回の配水後も問題が再
発する場合、過剰充填修正を
スムージングする機能を使用
してください。参照チャプター
10.7.15。

→→ 情報メニューにアクセスしてメ
ッセージを承認してください。
参照チャプター10.10。

オレンジ色 切り替え 2) 「WARN. VOL」 日間の容積総計または質量
総計が、テストメニューのパ
ラメータ「VOLUME-W.」で設
定された値に達しました。

→→ 予定されているメンテナンス操
作を実行してください。

→→ 日間の容積総計または質量総
計をリセットします：参照チャ
プター10.6 または 10.7.28。
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デバイスの
状態LED

出力 DO1  
および/ 
または DO2 
および/ 
または DO3

表示メッセージ 想定される原因 推奨アクション

オレンジ色 切り替え 2) 「W. BATCH」 配水回数が、テストメニューの
パラメータ「BATCH-W.」で設
定された値に達しました。

→→ 予定されているメンテナンス操
作を実行してください。

→→ 配水量回数日間総計のリセッ
トします：参照チャプター10.6 
または 10.7.29。

2) 警告メッセージ生成時に出力が切り替わるように構成されている場合。参照チャプター10.7.20。 

11.3.4	 配水中に発生する問題の解決 

デバイスの
状態LED

出力 DO1  
および/また
は DO2  
および/ 
または DO3

「STATE」モ
ードにおける
出力DO4

表示メッ
セージ

想定される原因 推奨アクション

オレンジ色、	
3.5 Hz点滅

切り替え 2) 3.5 Hz-	
周波数

「ALARM」 配水中のアラー
ム生成がデバイ
スで有効化され
ている場合、メッ
セージ表示可能
です。参照チャプ
ター10.7.16。

デバイスがバル
ブを開いている
が、液体が流れ
ない。 

→→ プロセスをチェックします。

→→ バルブの動作をチェックします。

→→ 例えば、「TEST」メニューを介
して、バルブのワイヤリングを
チェックします。参照チャプター
10.8.2。

→→ 流量センサーをチェックします。

→→ メッセージを承認するには、	
「ENTER」キーをオスか、パル
スをDI4に送信します。配水が
中断されます。現在の配水は、
続行または停止できます。

オレンジ色、	
3.5 Hz点滅

切り替え 2) 3.5 Hz-	
周波数

「ALARM」 配水終了時のア
ラーム生成がデ
バイスで有効化
されている場合、
メッセージ表示
可能です。参照チ
ャプター10.7.17。

デバイスがバル
ブを閉じている
が、液体が流れて
いる。 

→→ プロセスをチェックします。

→→ バルブの動作をチェックします。

→→ 例えば、「TEST」メニューを介
して、バルブのワイヤリングを
チェックします。参照チャプター
10.8.2。

→→ 流量センサーをチェックします。

→→ メッセージを承認するには、
「ENTER」キーをオスか、パル
スをDI4に送信します。配水が
終了した場合、デバイスがプ
ロセスレベルに戻ります。また
は、配水が中断されていた場
合、続行または停止できます。

英語
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デバイスの
状態LED

出力 DO1  
および/また
は DO2  
および/ 
または DO3

「STATE」モ
ードにおける
出力DO4

表示メッ
セージ

想定される原因 推奨アクション

オレンジ色、	
3.5 Hz点滅

切り替え 2) 3.5 Hz-	
周波数

「ERROR [T]」 メッセージは配水
モード「EXT.[T]」	
が有効化されて
いるときにのみ
表示可能です。

DI1が無効化され
ているときに配
水量を超過しま
した。

→→ パラメータAおよびBの値を上
昇させて、デジタル入力DI1	
の有効化時間を減少させ、
「A*T + B」を流量時間T未満に
なるようにします。

→→ または、バルブ開放の前に遅延
を設定します。参照チャプター
10.7.24 および 10.7.25。

→→ または、パイプ内の流量を減ら
します。

→→  「ENTER」キーを押すか 、DI4
にパルスを送信してメッセー
ジを承認します：現在の配水
は停止されます。

オレンジ色、	
3.5 Hz点滅

切り替え 2) 3.5 Hz-	
周波数

「ERROR [T]」 メッセージは配水
モード「EXT.[T]」	
が有効化されて
いるときにのみ
表示可能です。

デジタル入力DI1
の有効化時間に
応じてデバイスに
より決定された配
水量が必要なし
きい値を超過しま
した。

→→ パラメータAおよびBの値と、	
有効化時間Tを、「A*T+B」が
100 000未満となり、「A*T+B」
と使用するフィッティングのK
因子の乗算が6倍以上となる
ように設定します。

→→ 有効化時間Tを300秒未満に設
定します。

→→  「ENTER」キーを押すか 、DI4に
パルスを送信してメッセージを
承認します：現在の配水は停止
されます。

2) アラーム生成時に出力が切り替わるように構成されている場合。参照チャプター10.7.18。 
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11.3.5	 メッセージが生成されておらず、デバイスの状態LEDが緑色の場合の問題の解決 

デバイスの
状態LED

想定される原因 推奨アクション

緑色 配水中に、表示量が非常にゆっくりと上昇また
は下降する。

→→ 使用しているフィッティングに対応するK因
子をチェックしてください。

→→ ティーチインの手順で使用しているフィッテ
ィングのK因子を決定してください。

→→ パイプ内の流量が十分な多さになっている
かチェックしてください。

緑色 手順が適切に開始したにもかかわらず、配水が
開始しない： 

•	 配水 量とK因子の乗算が6倍以下になって
いる。

→→ 配水量が6を設定したK因子で除算した数
字以上となるように設定します。

•	 パイプ直径が少量の配水に大きする。 →→ パイプの直径を小さくします。

緑色 ディスプレイには配水開始と表示される (単位
が点滅) が、DO2やDO3に接続されたバルブが
開かない。

→→ バルブ開放前の遅延の値をチェックしてく
ださい。

→→ パイプ内の流量が十分な多さになっている
かチェックしてください。

11.3.6	 情報メニューに登録されていない警告メッセージと関連する問題の解決 

デバイスの
状態LED

「STATE」モードに
おける出力DO4

表示メッ
セージ

想定される原因 推奨アクション

すべての色 - 「PU L LIM」 パルスの値が入力された後か (発
信機出力DO1のパラメータ「PU」)、
パラメータメニューの設定の承認
時にメッセージが表示されます。

パルス値はデバイスのK因子に合
わせます > 1000000。

パルスに入力した量が大きすぎ
ます。

→→ パルスにより小さ
い量を入力してく
ださい。参照チャ
プター10.7.22。
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デバイスの
状態LED

「STATE」モードに
おける出力DO4

表示メッ
セージ

想定される原因 推奨アクション

すべての色 - 「PU H LIM」 パルスの値が入力された後か (発
信機出力DO1のパラメータ「PU」)、
パラメータメニューの設定の承認
時にメッセージが表示されます。

パルス値はデバイスのK因子に合
わせます < 1。

パルスに入力した量が小さすぎ
ます。

→→ パルスにより大き
い量を入力してく
ださい。参照チャ
プター10.7.22。

すべての色 デバイスに電源供
給後、2秒間10 Hz-
周波数で点滅し、
その後、1 Hz-周波
数で点滅します

「CONTINUE」電源供給が配水中に切断された

配水が中断された。 

→→ 電気設備をチェックし
てください。

→→ 現在の配水を停止す
るか、続行してくだ
さい。この場合、現在
の配水が適切かどう
かチェックしてくだ
さい。

すべての色 2秒間10 Hz-周波数
で点滅し、その後、	
1 Hz-周波数で点滅
します

プロセスレ
ベル

デジタル入力を介して情報メ
ニューのメッセージを参照中
に電源供給が切断されました。

→→ デバイスがプロセス
レベルに戻ったことを
PLCが把握しているか
どうかチェックしてく
ださい。

英語
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12	 スペアパーツと付属品 
用心

不適切な部品の試用に起因する怪我や損傷のリスク。 
不適切な付属品や適合性のない交換パーツは、怪我や、デバイスと周囲への損傷を引き起こす場合があります。 
▶▶ Bürkertが提供しているオリジナルの付属品と、オリジナルの交換パーツだけを使用してください。 

損傷した電子基板とハウジングは交換できます。 

•	 現地のBürkertのセールスオフィスにご連絡ください。

8025バッチコントローラパネルバージョンのスペアパーツ 注文コード
1

2

3

4

5

組み立てセット (ねじ、座金、ナット、ケーブルク
リップ) (位置1、2、3、4) 554 807

シール (位置 5) 419 350

8個の流量フォイル付きセット 553 191

8025バッチコントローラ壁取り付けバージョンのスペアパーツ 注文コード
電源供給ボード 115/230 VAC + 組み立て説
明シート 555 722

英語
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8025バッチコントローラコンパクトバージョンのスペアパーツ 注文コード

3 5

6 8

12

4

7

1

2

9

10

11

13

14

蓋、窓、フォイル、および4個のねじ付きカバーに取りつけら
れた電子基板 (位置 1) 425 432

電源供給ボード 115/230 VAC (位置 2) + 	
組み立て説明シート 553 168

セット同梱：

•	 2個のM20x1,5ケーブルグランド (位置 3)

•	 2個のケーブルグランドまたはねじプラグ用ネオプレン
フラットシール (位置 5)

•	 2個のM20x1.5ねじプラグ (位置 6)

•	 2個の2x6 mmマルチウェイシール (位置 8)

449 755

セット同梱：

•	 2個のM20x1,5/NPT1/2" リダクション (取り付けOリン
グシール) (位置 4)

•	 2個のプラグ用ネオプレンフラットシール (位置 5)

•	 2個のM20x1.5ねじプラグ (位置 6)

551 782

セット同梱：

•	 1個のM20x1*5 ケーブルグランドストッパーガスケット 	
(位置 7)

•	 1個のケーブルグランド用マルチウェイシール、2x6 mm 
(位置 8)

•	 1個の流量センサー用黒EPDMシール (位置 12)

•	 1枚の取り付け説明シート

551 775

スナップリングおよびナット付きハウジング (位置 9) 425 526
スナップリング (位置10) 619 205
ナット (位置 11) 619 204
セット同梱：

•	 1個の流量センサー用黒EPDMシール (位置 12)

•	 1個の流量センサー用緑FKMシール (位置 12)

552 111

ショート流量センサー、ホール効果 (位置 13) 418 316
ロング流量センサー、ホール効果 (位置 14) 418 324
8個の流量フォイル付きセット 553 191
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8035バッチコントローラおよびSE35バッチコントローラのスペアパーツ 注文コード

3 5

6 8

4

7

1

2

9

蓋、窓、フォイル、および4個のねじ付きカバーに取りつけら
れた電子基板 (位置 1) 425 432

電源供給ボード 115/230 VAC (位置 2) + 	
組み立て説明シート 553 168

セット同梱：

•	 2個のM20x1,5ケーブルグランド (位置 3)

•	 2個のケーブルグランドまたはねじプラグ用ネオプレン
フラットシール (位置 5)

•	 2個のM20x1.5ねじプラグ (位置 6)

•	 2個の2x6 mmマルチウェイシール (位置 8)

449 755

セット同梱：

•	 2個のM20x1,5/NPT1/2" リダクション (取り付けOリング
シール) (位置 4)

•	 2個のプラグ用ネオプレンフラットシール (位置 5)

•	 2個のM20x1.5ねじプラグ (位置 6)

551 782

セット同梱：

•	 1個のM20x1*5 ケーブルグランドストッパーガスケット 	
(位置 7)

•	 1個のケーブルグランド用マルチウェイシール、2x6 mm 
(位置 8)

•	 1個の黒EPDMシール (未使用)

•	 1枚の取り付け説明シート

551 775

ホール効果流量センサー付きハウジング (位置 9) 425 248
8個の流量フォイル付きセット 553 191
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13	 梱包、輸送 
注意
輸送に起因する損傷
輸送が、適切に保護されていないデバイスに損傷を引き起こす場合があります。
▶▶衝撃対策の万全な梱包をして、湿気と汚れを避けてデバイスを輸送してください。
▶▶許容可能な保管温度を超過した温度にデバイスをさらさないでください。
▶▶保護プラグを使用して電気インターフェイスを保護してください。 

14	 保管 
注意
不適切な保管はデバイスに損傷を引き起こす場合があります。
▶▶埃のない乾燥した場所にデバイスを保管してください。
▶▶デバイスの保管温度：-10…+60°C.

15	 デバイスの処分 
→→ 環境にやさしい方法で、デバイスとパッケージを処分してください。 

注意
液体で汚染された部品に起因する環境の被害。 
▶▶廃棄物処理地域に関係する国または自治体の法律を遵守してください。 
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